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ＰＲＯＬＯＧＵＥ







　刺し客かくから刃やいばを引ひき抜ぬくと、少年は近くの壁かべに背を預け座り込んだ。直後、思いだしたように顔を顰しかめる。右みぎ腕うでを伝う赤い雫しずくを恨うらみがましそうに睨にらみつけたあと、つまらなそうに嘆たん息そくした。

「さすがにちょっと無理があったよな」

　試ためしに右手を動かそうとして――諦あきらめる。思った以上に傷は深いらしい。指を動かすどころか肩かたを上げることすら困難だった。幸い利きき腕うでではなかったものの、それでも当分の生活に支障を来すのは免まぬがれないだろう。

　右手のことは諦めて周囲へと視線を向ける。辺りは雪と血肉でいっぱいだった。昨夜から斬り続けていたのだから当然といえば当然だろうか。赤と白で染まった世界はどこか現実感を遠のかせる。

　それは簡単な仕事のはずだった。彼かれの住むこの都市に紛れ込んだ犯罪者《魔術師ユーザー》を仕留めるだけの、手慣れてしまった作業ちからしごと。中学の入学と共に始めもう三年目となる。

　けれども今日の仕事は開始からいつもと違ちがっていた。相手がどれだけの人数かも聞かされていなかったし、依頼人自体も彼を疎うとんでいる節があったから。おそらく彼は嵌はめられたのだ。

「……にしても止やまないな、雪」

　思考を放ほう棄きして空を見上げる。勢いは無くなったものの、昨夜から降り続ける雪は朝方になった今もまだその粒つぶを落としていた。このままいけば今日は休校ではないだろうか。そんなどうでもいいことが脳のう裏りを過よぎる。

（って言っても関係ないか、このざまだし）

　黙だまって目を閉じる。今はただ眠ねむってしまいたかった。ここで眠ることがどういうことなのか考えるまでもなかったが、最早なにもかもどうでもいい。どうせ自分のことなど誰だれも気にしやしないのだ。ならばここで死んでも大差ないと思った。

　そうして全すべてを諦めてしまおうかと思ったとき、その声は聞こえてきた。

「……ようやく見つけた」

「？」

　荒あらい息いき遣づかいと共に誰かが現れた気配に訝いぶかしむ。それは聞き覚えのある声。けれども彼かの女じよがここにいるはずがない。それどころか彼がここにいること自体知る由よしもないはずだ。

「ったく、まーたこんなにボロボロになって。アンタってホント人の話聞かないわよねぇ。自分の身も護まもれないなら無む茶ちやなことするんじゃないって何度言ったらわかるのかしら？　義姉あねの忠告ぐらい素す直なおに従ったらどう？」

　頬ほおに感かん触しよくを覚えゆっくりと目を開ける。彼女の手が彼の頬へと添そえられていた。

「蓮れん？　なんで……」

「なんでもなにもあるか。さっさと帰って治ち療りようするわよ。このままじゃアンタ凍とう死しよ凍死。そこらに転がってる死体と同じ運命をたどりたくはないでしょう？」

「ちょっと待てって。急に引っ張るなよ。痛いって」

「我が慢まんなさい。こっちだってアンタ捜しまわって疲つかれてるんだから。むしろアンタがあたしを引っ張りなさいっての」

「いや、その理り屈くつはおかしいからな」

　無理やり左手を引き起こされる。そのまま引っ張られるようにして二人は歩き始めた。

「……なんでここがわかったんだよ」

「夜通し捜しまわったのよ。アンタ書置き一つ残さなかったでしょ。おかげで都市中走りまわることになって大変だったわ。さすがに朝方までかかったのは予定外だったけどねぇ」

「おかげでもう汗あせだくよ。帰ったらシャワー浴びなくちゃならないかな」と言って前を歩く彼女の姿をただ黙って眺ながめる。そんなこちらの様子を訝しんだのか。彼女は一度立ち止まって振ふり返かえってきた。

「黙っちゃってどうしたのよ？　いつもみたいに皮肉らないわけ？」

「どうして来たんだよ。こういうの関かかわるの、嫌いやだったんじゃないのか？」

「……そうも言ってられないでしょ。すぐ無茶するんだからアンタは。義姉としてほっとくわけにもいかないじゃない」

「だからって――」

「いい加減、アンタは独りじゃないってことを自覚なさい。どうせまた『自分なんかどうでもいい』とでも思ってたんでしょ？　家族がいないのは同情するけど、今はあたしがいるんだからそれで満足しなさいっての」

「……ゴメン」

「そう思うならもっと自分を大事にしろ。一人で突っ走り過ぎなのよアンタは。もうちょっと周りに目を向けてみたらどう？　頼るにしろ頼られるにしろ、人と関わるってことはすごく大事なことなんだからね。一人じゃ見えないことなんていくらでもあるんだから」

　再び歩き出しながらもぶつくさとぼやき続ける彼女のあとに続く。彼にはわからないことだらけだった。彼女がここに来たわけも、こんなに心配される理由も。

　ただ、

（冷たい手）

　彼の手を握にぎる彼女の手は驚おどろくほど冷えきっていた。夜通し捜し続けていたというのも比ひ喩ゆではないのだろう。凍とう傷しようになってもおかしくないほどに冷えてまで自分を捜してくれたという事実が妙みようにこそばゆくて、彼はその手を強く握り返していた。

「蓮」

「なによ？」

「怒おこってるか？」

「……別に。アンタが無茶するのは今に始まったことじゃないしね。毎回怒ってられるほどこっちも暇ひまじゃないわ」

「そっ。ならいいや」

「『ならいいや』じゃない。ちっとは反省しろ反省。アンタってホント学習しないわよね。そんなんじゃいつまで経たっても目が離はなせないじゃないのよ」

「……どっちだよいったい」

「言葉の裏を読めってことよ。言われたら何でも信じちゃうわけ？　だからアンタはいつまで経っても鈍どん感かんなのよ。もうちょっと空気を読め」

「できるかそんなこと」

　呆あきれたように嘆息する彼女の声には、けれど優やさしい響ひびきが含ふくまれていた。だからだろう。怒られているというのにも拘かかわらず笑ってしまう。

　彼はもう一度強く手を握り返していた。他のなにを手放すことになっても、この手だけは離すまいと誓ちかって。




　けれどもこの一年後、彼はその手を手放すこととなる。最愛の義姉――狭さ霧ぎり蓮れんの死という形で。
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　深夜二時を過ぎた頃ころ、自然公園は静せい寂じやくに包まれていた。『海上都市・桐きりヶが谷や』最大の自然公園である。一キロに渡わたる敷しき地ちを照らすのは微かすかな月つき影かげと僅わずかな電灯だけで、そのほとんどが暗く不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

　そんな闇やみに紛れた芝しば生ふの上で体中にこびり付いた汚お濁だくから鉄に似た独特の臭においを撒まき散ちらすと、『彼』であったモノはまだ少し息の残るかつての同族いきたえものへと齧かじりついた。

　それは異様な光景だった。犬に近い頭部に真っ赤な眼をした二本足で立つ獣けもの。がっしりとした肉体は白い体毛に包まれ、その太い手足からは鋭えい利りな爪つめが覗のぞいている。

　物語に出てくる狼の獣人ライカンスロープが近い表現だろうか。そんな空想上にしか存在しえないはずの生き物が白しら髪がの混じる中年男性へと貪むさぼりつき、口元からは臓ぞう腑ふの混じった個体を垂らしていた。

　気の弱いものが見れば卒そつ倒とうしかねない、あまりにも非現実的でたらめでグロテスクなえぐい情景。

「……Ｇｒｒｒｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕ――」

　しばしの時を経へて大方の肉を喰くいつくしたのか。獣はかつて父と呼んだはずの餌えさを放り捨てる。次いで満たされない食欲に従って新たな臭いをたどると、嗅かぎ取とった中で最も近い位置にいる獲え物ものへと向かって走り出した。

　獣は空腹に苛さいなまれていた。だから縄なわ張ばりに近づくそれの臭いを察したとき、そちらへと向かうことに躊ちゆう躇ちよしなかったのだ。

　本能や直感といった感覚が機能していたのなら迷わずに逃にげただろう。だが『彼』は人から獣へと変わったばかりでしかなく、獣特有の危機管理能力までは備わっていなかった。そしてそれが逃げ遅れる決定打となる。




「――あぁ、オマエの言った通りあっちから来た。獣人事件の感かん染せん者しやだ」




　一人しかいないはずなのに誰かに話しかけるような声。その声を聞いてすぐに飛びかからなかったのは、獣にも多少の理性が残っていたからだろうか。獣は見た。一見無害そうな姿をした、どうしようもない死の恐怖しにがみのすがたを。

　それはどうということのない男だった。百七十センチを過ぎた背せ丈たけに女性のように華きや奢しやな体たい躯く。日本中どころか世界中を探してもあまり見ないショートカットの銀ぎん髪ぱつをしており、上着から靴まで黒一色で統一されている。

　問題なのはその顔。額から頬にかけて傷のある白い面。そこから感じられる異様なまでの威圧感に、獣は身み震ぶるいを止められなかった。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　殺意の籠こもった威い嚇かくと共に獣の右手が輝かがやきだし、掌てのひらから複雑な文字で組み上がった赤い陣じんが浮うかびあがる。直後、陣の中から三十センチにも満たないサイズの小さな狼が現れた。現れた狼はすぐさま獣の右腕へと牙きばを立てる。

　それと同じくして獣の爪にも変化が生じた。陣の輝きが獣の爪へと伝わったかと思うと赤く染まった爪が急激に伸び始め、最終的にその長さは一メートル近くにも及およんだ。陣の光が止むと共に狼の姿も消えていた。

「《呪法陣サークル》を使った強ごう引いんな人為変態メタモルフオーゼ……情報どおり、獣身魔術か」

　獣を観察していた少年が警けい戒かいするように重心を落とす。直後、獣が少年へ飛びかかった。

　体格でいえば少年の身体からだは二メートル近くある獣より一回り以上小さい。のしかかって爪を立てればそれで終わりだろう。先手必勝を込めた獣の爪はしかし、見事なまでに虚こ空くうを切る。

　獣の爪が届くよりも一いつ瞬しゆん早くに少年が一歩飛とび退のいたのだ。獣が力任せに腕を振り回しながらさらに飛びかかる。それも届かない。獣の爪は完全に読み切られ、少年から紙かみ一ひと重えのところを意味もなく通過していく。

　常識的にありえない。獣の速度は常人のそれを遥はるかに凌りよう駕がしているのだ。ただの少年に躱かわせるはずがなかった。だが現実は違う。少年の動きは獣のそれを上回り、それどころか数回に一回の割合で獣の爪を掻かいくぐっては反はん撃げきの打だ撃げきを浴びせている。

　裏うら拳けんの要領で振るう一いち撃げきをくらうたびに鋼のように硬こう化かした獣の筋肉が陥かん没ぼつし軋きしみをあげる。獣の喉のどからうめき声に似たなにかが零こぼれた。

「Ｇｒｒｒｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕ――」

　力の差を悟さとったのか。獣は少年に背を向けて走り出していた。脇わき目めも振らずに先さき程ほど喰い散らかした餌のところまで後退すると骨と皮だけになった餌を銜くわえ込こみ、追ってきた少年へと向けて銜えた遺体を投げ放つ。

　避よければ致ち命めい的てきな隙すきとなり、躱さねば死し骸がいに塗まみれ動どう揺ようが生じる。本来ならこれで詰み手となるべく獣の目もく論ろ見みに、けれども少年は予想外の方法で対処してみせた。

「閃せん断だん、月つく読よみ乃の剣けん」

　少年の左手付近の空間が歪いびつに乱れる。一瞬後には漆しつ黒こくの大剣が握られていた。斜ななめ上うえへと斬り上げた大剣は獣の放った遺体を粉ふん砕さいし、返す刃で獣の腕をも通り過ぎていく。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――!!」

　噴ふん水すいのように噴き出す深しん紅くの液体を獣が残った左手で押さえつける。獣は切り落とされた腕を捨て一目散にその場を離れようとした。が、少年に足を掬すくわれて前のめりに倒れ込む。

　立ち上がるよりも早く獣の左腕へと大剣が突き立てられる。逃のがれられなくなった獣の頭に重く冷たい感触がのしかかった。

「――！」

　獣の頭を少年が踏ふみつけていた。獣が振ふり解ほどこうともがくもその足はびくともせず、それどころか少年の靴くつがだんだんと獣の頭へと喰いこんでいく。

　人間の膂りよ力りよくや脚力ではありえない。獣の筋きん繊せん維いは刃は物ものを通さないほどにまで変質しているのだ。たとえ少年が見た目以上に力持ちだったとしても、先程のように腕を断たつことも頭ず蓋がい骨こつに守られた獣の頭を潰つぶすことも不可能なはずだった。

「じゃあな」

　仮面の少年が別れを口にする。感情の欠片かけらもない、冷たい一言。

　最後の瞬しゆん間かん。必死で動かした視界の先にバラバラとなった父親の遺体を捉とらえ、その直後獣の意識は頭と共に弾はじけて消えた。
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「こんにちは。いい景色でしょう。そこからの眺めは私もお気に入りなんです。どうですかこの船は？」

　甲かん板ぱんの手すりに寄りかかって海風に当たっていると彼女――白しら藤ふじ陽ひ彩いろは中年の男性船員からそんな声をかけられた。

「こんにちは。本当にいい景色ですね。あたし気に入っちゃいました」

「それはよかった。お嬢さん、この船は初めてですよね？　ご旅行かなにかですか？」

「引っ越しです。今日からあそこに住むんですよ、あたし」

　言いながら海の先に見える大きな壁を指し示す。『壁』という表現が正しいだろう。かなり高い位置まで続く塀へいに阻はばまれて先は見えないが、彼女の目的地である海上都市はそこにあるはずだった。

「へぇ、桐ヶ谷に。ご存知ですか？　あの灰色の壁は都市内にあるどの建物よりも高いんですよ。だいたい三百メートルほどあると言われてますね。ここからでは見えませんが、あの壁にある門を越えた先が港になってるんです」

「そうなんですか？　てっきり迂う回かいでもするのかと思ってました」

「初めてきた方は皆みなそう思われるみたいなんですけどね。実は違うんです。それにしても桐ヶ谷に引っ越しとは珍めずらしいですね。お嬢さんもあれですか？　《魔術師ユーザー》とかってそういう類たぐいの？」

「いえ、あたしは違います。それどころかあたし《魔術師》の方ってお会いしたこともないんですよ。でも才能はあるらしくて、それで来月からあの都市の高校に通うんです」

「なるほど。《魔術師》の卵ってわけですね。それならぴったりのところだと思いますよ桐ヶ谷は。あそこは《魔術師》のための都市ですから」

「《魔術師》のための？」

「はい。魔術を学ぶなら国内最高の環かん境きようだと言われていますね。耳を疑うような悪い噂うわさもありますが、住むにはいい街ですよ」

　男性船員は腕うで時ど計けいを見ると「おっといけない。職務中でした。それでは失礼しますね」とだけ言い残し去っていった。

「住むにはいい街か。うん、新しい一歩としてはいい感じだよね」

　これから向かう先へと思いを馳はせる。壁の中にある都市・桐ヶ谷。日本では一番新しく出来た街であり、高校を卒業するまでの三年間を暮らす予定の都市だ。《魔術師》の都市というものがどんなものかはわからなかったが、それでも期待せずにはいられなかった。

　それからはただ黙って海の先を眺めていると、

「――さん、お嬢さん」

「？」

　声に気づき振り返る。景色に気を取られ反応が遅れたのだ。見ると先程の男性船員がすぐ後ろにまでやってきていた。

「すみませんすぐに気づけなくて！　今ちょっとぼうっとしてまして」

「いえ、お気になさらずに。むしろ邪じや魔まをしてしまったようでごめんなさい。たいした話ではないんですが、桐ヶ谷に住むなら一つだけ注意しておこうと思いまして。先程言った悪い噂の一つなんですが……」

「悪い噂？」

　船員は少し言いい辛づらそうにしたあと、ひそひそ話でもするように囁ささやいた。

「《黒の断罪者ウルスラグナ》にだけは関わらないほうがいいですよ」

「？　なんですかそれ？」

　意味がわからずに小首を傾かしげる。船員は困ったように頬を掻いた。

「桐ヶ谷にいる《魔術師》の名前です。私も直接会ったわけではないので詳くわしくないんですが、顔に傷のある面をした凶悪な《魔術師》がいるんですよ。『千人以上の《魔術師》を始末した』とか『生血を啜すする』とかって言われている、悪あく魔まみたいなやつのことなんですが」

「生血を――確かに怖こわいですね。でもそういうのって都市伝説の類ではないんですか？　悪魔とかって言われてもいまいちピンとこないんですけど……」

「全部が全部本当ではないと思うんですけどね。でも実在することだけは確かみたいですよ。普ふ通つうに暮らしている分には出会わないので大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、間ま違ちがって見かけでもしたら事ですので。ほら、知っていれば逃げることだって出来ますから」

「わかりました。どうも親切にありがとうございます」

「いえ、それだけです。何度も失礼しました」

　そう言って今度こそ去っていく船員に小さく手を振ってさよならする。一つ不安材料が出来てしまった。

「まっ、どうにかなるよね」

　聞いたばかりの話とは裏腹に、雲ひとつない空は彼女の門かど出でを祝っているようだった。




†




「……誰だよ朝っぱらから」

　目覚めと共に零れたのは、枕まくら元もとから鳴り響く電子音ざつおんへの愚ぐ痴ちだった。買ったときから変わらない無む味み乾かん燥そうな着信音を鳴らす携帯電話を鬱うつ陶とうしそうに睨みつけたあと、狭さ霧ぎり絆きずなは目を閉じ直しゆっくりと寝ね返がえりを打つ。

「おやすみ」

　電話を放置してもう一度毛布へと潜り込む。昨夜は急きゆう遽きよ頼たのまれたバイトのため朝方まで家に帰ることができなかったのだ。それも街中を走り回らされていたため疲ひ労ろうも溜たまっている。今はなにも考えずに眠ってしまいたかった。

　しかし、

「あーもう、空気読めっての！」

　いつまで経っても鳴りやまない着信音に痺しびれを切らせ上体を起こす。そのまま電話に手を伸ばすと寝ねぼけ気ぎ味みのまなこを開きディスプレイを凝ぎよう視しした。名前欄に『変態女好き教師』と表記された画面を見て目め眩まいを覚える。仕方なしに電話口へと出た。

「もしもし――」

『おはようキーちゃん！　今日も愛して――』

　開口一番にハイテンションで捲まくし立たててくる男の声を聞いて無言で通話を切る。自然と頬が引きつるのを感じた。気持ち眉み間けんに皺しわも寄っているだろう。少しして二度目の着信音。今度はすぐに出た。

「なあ祥しょう太た郎ろう、今何時だかわかってるか？」

『もう昼前だな。昨夜キーちゃんと約束した定時報告の時間は十時だったと思うから、こっちは少なくとも二時間近く待ちぼうけ喰らってることになるか？』

「……で、用件は？」

　都合の悪いことは聞き流し本題を促うながす。祥太郎と呼ばれた声の主は特に気にした様子もなく続けてくれた。

『昨夜ヘルプに入ってもらった仕事についての報告が欲ほしいのと、できたらもう一日だけ頼めないか？　今日の便で来るはずだった増員が遅れてるみたいでさ。早くても明日の昼ごろまで人手が足りないんだよ』

「増員が遅れてる？　《賢人教会ウイズダムズ》に頼んだって言ってたよな？　頼んでからもう二週間近く経ってないか？」

『なんでも人手不足で回せる《魔術師》が見つからなかったんだと。一応明後日あさつてには来るみたいなんだが、それまでは現状のメンツでどうにかしなきゃならなくなっちまったんだよ』

「人手不足ねぇ。世界最大の《魔術師》組織が聞いて呆れるな」

『まったくな。で、ダメか？』

「なぁ、確か昨日だけだって話だから引き受けたよなオレ？　もう一日ってのは契けい約やく違い反はんじゃないか？」

　昨日は「どうしても」と頼まれたため断り切れなかったのだが、本来なら避けて通りたい類の仕事だったのである。このままずるずると続けられるのは正直勘かん弁べんしてほしかった。

『その件に関しては悪いと思ってる。けどこっちもキーちゃんたち以外に頼める当てもなくて……どうしてもダメ？』

「……ったく、わかったよ。絶対に今日までだからな。明日以降は何があってもお断りだ」

『ホント恩に着る。バイト代のほうは弾はずむから期待しててくれ』

「そうさせてもらう。で、オレはこれからどうすればいい？」

『さっきも言ったとおり昨夜の報告がほしいのと、他にも色々と打ち合わせておきたいからすぐにでも学校のほうに来てくれないか？　いつもどおり現代魔術研究会げんまけんの部室にいるから直接訪ねてきてくれると助かる。それと悪いけど紗さ月つきちゃんにも声かけといてくれないかな』

「……前半は了りよう承しようしたとして、なんでオレがアイツの面めん倒どうまで？」

『なんでってそりゃあ……紗月ちゃん、キーちゃんと同じアパートの住民だろ？　部屋だって隣となり同どう士しだし。寝てるんだと思うけど今朝から連れん絡らくとれなくてさ。正直困ってたんだよな』

「了りよう解かい。アイツを起こしたらすぐ向かう」

　のろのろと起き上がりながらあくびを漏もらす。すぐにでもベッドに戻もどりたかったが仕事の話では仕方なかった。

『あー、それとキーちゃん。もうすぐ春休みも終わることだし、そろそろこの時間帯に起きるのは止めにしとかないと新学期になってから苦労――』

「余計なお世話だ」

　電話口から聞こえ始めたお説教は無視して通話を切る。洗顔などの身み支じ度たくを終えてから私服に着き替かえると鏡台に視線を移した。

　鏡台には、吊つり上あがり気味の眼を眠ねむ気けで染めた黒くろ髪かみの少年が映っていた。黄こ金がね色いろをした独特の瞳ひとみに意思の強そうなまなじり。どちらかといえば中世的な顔立ちだろう。華奢な体躯のせいもあってか、少年というよりはどこかひねた少女を彷ほう彿ふつとさせる。

　無地の黒シャツに紺のジーンズという地味なコーディネイトをしており、特にアクセサリーなどで飾かざっている様子もない。

「あとは、っと。構成、偽ぎ装そう法ほう衣い」

　左手を右みぎ肩かたに当て唱える。直後、なにもないところから白い上着が現れて彼の肩へと被さった。その上着へと袖そでを通し、軽く生き地じを叩たたいてその出で来き栄ばえを確かく認にんする。

「こんなもんか……じゃ、行ってくる」

　一度棚たなの上に置かれた義姉の位い牌はいへと視線を投げたあと、彼はその日の行動を開始した。
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「寒っ」

　自室から出てすぐに濁にごりだした息を見てぼやくと、狭霧絆は気だるそうに歩きだした。快晴のようだがまだ冬からは抜け出せないのか。三月も終わりだというのに外は肌はだ寒さむい。

　自身の部屋の隣となり。『二○三号室　真ま野や紗さ月つき』と書かれた部屋の前で足を止め軽くノックした。

「紗月、居るか？」

　これはいつものことなのだが、真野紗月と書かれたネームプレートの主は声とノックがセットでないと顔を出さない偏屈者だ。紗月ほんにん曰いわく「言葉で挨あい拶さつも出来ないようなやつにろくなやつはいないわ。そんなやつの相手、わたしがすることもないでしょう？」とのこと。

　待つこと十数秒、当然のように返事はない。もう一度ノック。

「紗月、居ないのか？」

　今度は少し大きめに声をかけてみる。やはり返事はない。諦めずノックしようとして、

「……こんな時間になんの用かしら？」

　あくびを隠かくそうともしない長身の少女が扉とびらから顔を出した。

（……やっぱり寝てたか）

　そこにいたのは、彼と同い年のどこか冷めた印象を受ける少女である。腰こしの下まで伸びるストレートの黒髪にしっかりと整った目鼻立ち。スタイルにも恵めぐまれているのか。寝ね巻まきにしていたと思おぼしきワイシャツの隙すき間まから覗く胸むな元もとには白い素す肌はだと立派なふくらみがでんと構え、裾すその下からはスラッとした長い素す足あしが覗いている。

　とても残念な格好ではあるが、かなりの美女であることに間違いなかった。

「オマエ……またそんな格好で出てきて。顔を出す前にズボンぐらい穿はいてきたらどうなんだ？」

「会うなりいきなりお説教？　いいじゃない別に。今はわたしときずな君しかいないんだし。どうせ誰も見てないわよ」

「待て。その基準は明らかにおかしいからな。頼むから気にしてくれ」

　シャツの隙間から見え隠れする上下ピンクの下着を隠そうともしない紗月に目眩を覚える。そんなこちらの様子にくすくすと笑うと、紗月は挑ちよう発はつするように胸を寄せわざとらしく上うわ目め遣づかいをした。

「そんなに気になるかしら？」

「アホか。もっと良識を持てと言ってるんだオレは。もうすぐ学年も三年になるんだから少しはしっかりしろよ」

　大おお仰ぎように息を吐はきながら「どうでもいい」と切って捨てる。紗月はわざとらしく「残念」と言って体勢を戻した。

「相変わらず色いろ仕じ掛かけはダメね。わたしのなにが不満？」

「不満とかって問題か？　いい加減用件に入るぞ」

「はいはい」

　こちらの反応をつまらなそうに捉える紗月のことは放っておく。とりあえず先程の電話の件をそのまま伝えた。

「祥太郎からの伝言だ。今から学校のほうまで来てほしいんだと。昨夜の報告と、出来ればもう一日だけ協力してほしいって言ってきてる」

「協力っていうと――獣人事件のこと？　桐ヶ谷先生、今日中には増員が来るって言ってなかったかしら？」

「その増員が遅れてるって話だ。それでもう一日オレとお前の手を借りたいらしい」

「そういうことね。別に構わないけど、高いわよ？」

「それについては交こう渉しようしてくれ。あっちも無理な頼みだってわかってるから十分たかれるだろ。それとわかったなら早く着替えてこいよ。さすがにその恰かつ好こうじゃ外には出られない」
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「別に待たなくていいわ。わたしは行かないから。じゃ、行ってらっしゃい」

「……オマエ、今の話ちゃんと聞いてたか？」

「聞いてたわよ。桐ヶ谷先生が呼んでるんでしょう？　早く行ってきたら？」

　素知らぬ顔で白を切り通すつもりなのだろう。彼はわかりやすい嫌いや味みを込めて紗月の通り名を口にした。

「《風神ゼピユロス》……オマエの仕事はなんだ？」

「探索サーチと後方支援カバーね。今は必要ないでしょう？　そういうわけだからおやすみなさ――」

「だから寝ようとすんな！　そしてオマエの本職は情報収集及び情報管理だ。こういうときに働かないでどうすんだよ！」

「いちいち怒ど鳴ならないでくれるかしら。耳にキーンときたわ……桐ヶ谷先生にはあとでちゃんと連絡入れるから、きずな君は先に行って話だけでも聞いておいてちょうだい。それはきずな君にも必要なことでしょう？　じゃ、そういうことでよろしく」

　眠そうにあくびを漏らしたあと、「起こさないでね」とだけ念ねん押おししてあっさりと部屋の中に引っ込んでしまう。それっきり紗月の声は聞こえなくなった。

「ったく……行くか」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、このままここに残ってもしょうがないので彼は一人学校へと向かうことにした。
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「ここが多分ここだよね……ってことはこっち？」

　港に降りてから三十分ほどが過ぎた頃。白藤陽彩は住宅地と思しき街並みの中を一人を歩いていた。

　壁に囲まれた都市という風評からもっと古く窮きゆう屈くつな場所をイメージしていたのだがそんなことはなく、建物や街路については以前に住んでいた街よりも遥かに綺き麗れいな印象を受ける。店の品しな揃ぞろえも豊富なようで、引っ越し先としては理想的な環境のように思えた。

「あっ、間違えちゃった。さっきのとこ左だった……まあでもいっか。遠回りになっても」

　手に持った地図を眺めながらあれこれ思案する。目的地であるマンションまではまだ距きよ離りがあるのか。それらしき建物は見えてこない。地図で見てもまだ少しかかりそうだった。

「えっと次は……っと。こっちの道に行ってみようかな」

　十字路に出たところで地図を再確認する。まっすぐに行ったほうが早くたどり着けそうだったが彼女はあえて少し遠回りする道を選んだ。

（ついでだし来月から通う学校も見ておきたいよね。今のうちに通学路も覚えておきたいしさ）

　地図上で発見した私立桐ヶ谷大学付属高等学校という文字に思いを馳せる。桐ヶ谷大付の推薦受験は都市の外で行われたため実際に校舎を目にしたことがなかったのだ。

　春休みなうえに日曜日なため教職員ですらほとんど登校していないだろうが、それでも見ておく価値はあると思った。

「～♪」

　鼻はな唄うた交じりに歩いていると少しして学校の建物が見えてくる。次の角を曲がった先が正門のようだった。期待に膨ふくれる気持ちを隠そうともせずに曲がろうとしたところで、

「ざけんなよてめえ！」

「っ」

　曲がった先から響く罵ば声せいに驚いて足を止める。角に隠れたまま顔だけ出して確認すると、学校指定と思しき制服を着き崩くずした二人の男性が険悪なムードで睨みあっていた。

「あっ？　そっちからぶつかってきたんだろうが？　謝あやまれよおい」

　近きん距きよ離りで揉もめ合あう二人に気け圧おされて出していた顔を引っ込める。深呼吸して気持ちを落ち着けてからもう一度様子を見た。

（喧けん嘩かだよね？　止めなきゃまずいかな。でも――）

　年上の異性が二人。下手に声をかけて巻き込まれでもしたら事である。だがなにもせずに放置しておく気にもなれなかった。

（どうにかして学校に入って先生を――でも日曜日だから先生方も来てないか。部活動の顧こ問もんとかならいるかもしれないけど探してる時間もないし）

　悩なやんでいるうちにも二人の口論は激しくなる。ついには手まで出始めた。片方の男の拳こぶしがもう片方の男の頬を捉えたのがしっかりと目に映る。

「……てめぇ、やりやがったな」

　殴なぐられた男が唾つばを吐き捨てる。唾には赤いものが混じっていた。殴られた男は懐ふところから複雑な陣の描えがかれた紙を取り出すとそれを地面へと叩きつける。

「もう謝っても許さねぇからな。魔ま導どう戦せん刃じん長なが曽そ禰ね虎こ徹てつ！」

　紙に描かれた陣が赤い光を放ち、その中から蝙蝠こうもりが一匹飛び出してくる。現れた蝙蝠が男の肩かたに牙を立てたかと思うと陣から漏れだす光がコンクリートの地面へと移った。数秒後にはコンクリートの中から一ひと振ふりの日本刀が姿を現す。

（なによあれっ！　もしかしてあれが《魔術師》？）

　初めて見る《魔術師》と普通ではありえない現象を目まの当あたりにして息を呑のむ。止めに入らないと人死にすら出る雰囲気だった。けれども中学を卒業したばかりの彼かの女じよに止める術すべなど思いつくはずもない。

　焦あせる気持ちだけが加速していく。そんな中で動いたのは殴った男だった。男が刀を構えたことで殴った男も腕うでをあげる。

「はっ、御大層な呪じゆ文もん唱えるからどんなもんかと思えば教科書通りの術式かよ。俺おれが本物の魔術ってやつを見せてやるド素人しろうと！　焼き尽くせ、イグナイテッドウィップβ！」

　こちらは掌自体に陣が描かれていた。先程と同じように陣が赤く輝きだしたかと思うと小さな狐きつねが姿を現し、男の掌へと爪を立てすぐさま傷口に舌を這はわせる。狐が血を舐なめ終おわると同時に男の手から炎ほのおが顕けん現げんした。炎はゆっくりと鞭むちの形を模かたどっていく。

「――っ！」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。そんな中、彼女は自身の行動を決めかねていた。

（止められないよこんなの……でも止めないとどちらかは死んじゃいそうだし。どうすれば――）

　そうこうしているうちに状じよう況きようは悪化する。最初に動いたのは刀の男だった。「死ねや！」という掛かけ声ごえと共に上段に構え、鞭の男へと向かって一直線に斬きりかかる。

（ダメ！）

　彼女はとっさに飛び出していた。なにか考えがあったわけではない。ただ「止めなくては」という思いに突き動かされ物陰から走り出し、二人の男のあいだへとその身を割り込ませる。

　しかしそれがまずかった。刀の男は急に現れた乱入者を見ても止まる気配を見せず、刀はあいだへと割り込んだ彼女目がけて真正面から振り下ろされる。

「っ！」

　目を瞑つぶって身を固くする。飛び出した体勢からではどうすることもできなかった。咄とつ嗟さに頭を庇かばうも助からないだろう。襲い来る痛みに備え歯を食いしばっていると、

（……あれ？）

　いつまで経っても訪おとずれないことに違い和わ感かんを覚える。状況を飲み込むためにゆっくりと目を開いた。

「えっ？」

　彼女の目の前に黒い刀身をした大剣が突き刺さっていた。その大剣が男の刀を受け止め、刃がこちらへと届くのを阻そ止ししている。

「ったく、往来で喧嘩なんかすんなよな。迷めい惑わくだっての」

　聞き覚えのない声。喧嘩をしていた男たちのものではない。声のほうに顔を向けると、黄金色の瞳をした黒髪の少年がつまらなそうに歩いてくるところだった。
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　誰だれもが動けないでいる中、狭霧絆は一人見覚えのない少女へと歩み寄った。中学生ぐらいだろうか。ギリギリのタイミングだったがどうやら最悪の結末は免まぬがれたらしい。彼かれの作りだした漆黒の大剣〝月つく読よみ〟は男の刀を完全に受け止めていた。

「無事か？」

「……えっと、はい。なんともないです」

「そっか。ならよかったな。すぐ終わらせるからちょっと下がってろ」

　驚いたように瞬まばたきを繰くり返かえす少女を下がらせる。少女が安全な場所まで移ったのを確認したのち、彼は〝月読〟を構成する魔術を解いて二人の男へと向きなおった。

「で、なんでこんなことになってんだ？　たかが喧嘩ごときで魔術まで使いやがって。こんな真っ昼間から殺し合いでもするつもりか？」

「なんだてめえは？」

　反応したのは刀の男だった。殺意すら含んだ眼つきで彼を睨にらみつける。

「桐ヶ谷大付うちの生徒だろ？　想像つかないか？」

「あっ？　ふざけてんのかテメエ」

　男の刀が彼の喉のど元もとへと向けられる。が、彼はその切っ先を軽く裏拳の要領で払はらった。同時に男の正面へと身体を潜り込ます。

「先に手を出したんだ。文句言うなよ」

「なに言ってっ――」

　男のみぞおちへと肘打ちを叩きこみ言葉を遮さえぎる。涎よだれを垂らし膝ひざをつく男の顎あごに膝ひざ蹴げりを当て意識を奪うばいとった。

「これで一人っと」

「っ！」

　もう一人の男が息を呑む気配が伝わってくる。状況についてこられなかったのだろう。彼は特に気にした様子もなくそちらへと視線を移した。

「で、そっちはどうする？　今ならまだ見み逃のがしてやるけど」

「……雑ざ魚こに勝ったぐらいで調子に乗るなよ。見逃してやるだと？　誰に言ってんだテメェ！」

　炎の鞭が振ふり抜ぬかれ、一秒前まで彼のいた地面に焦こげ跡あとを残す。彼は一瞬早く後方へと跳とび逃れていた。着地するよりも早く左手を薙なぐ。

「喝かつ采さい、孤こ軍ぐん奮ふん闘とう」

　鞭の周りに歪ゆがみが生じ、漆黒の閃せん光こうが発生して鞭がはじけ飛ぶ。男の顔に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。

「《呪法陣》も《使い魔フアミリア》もなし!?　お前まさか、さぎ――」

　男が全すべてを言い終えるより早く距離を詰つめる。急な接近に焦りながらも男が拳を突き出してきた。彼は拳を軽くいなすと、合気道でいう小手返しの要領でコンクリートの地面へと男の背中を叩きつける。

「がっ！」

　背中からもろに落ちたことで息が出来ないでいる男の顎を蹴け飛とばし先程と同じように黙だまらせる。二人の男たちが動けなくなったのを確認したあと、目を見開いてこちらを見つめる少女へと顔を向けた。

「これでよしっと。とりあえず、茶でも飲んで落ち着かないか？」

「……えっと、はい？」

　状況についてこられなかったのだろう。呆あつ気けにとられた様子で返事をする少女に、彼は悪いと思いつつも苦く笑しようを漏らした。
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「あの、狭霧さん……でいいんですよね？　先程はどうもありがとうございました。それに飲み物まで奢おごっていただいて」

　職員室に居合わせた養護教諭へと男たちの身み柄がらを引ひき渡わたしたあと、狭霧絆は先程の少女を連れて校内にある食堂までやってきていた。端はしの席に腰こし掛かけて自じ販はん機きで買ったミルクティーに口をつけていると少女がすっと頭を下げる。

「いいって別に。たいしたことしてないし」

　白藤陽彩と名乗るその少女は、つい先程の船便で都市の外から来たばかりだと話してくれた。普通ではありえない緋ひ色いろの髪かみのハーフアップが印象的な少女で、少し話しただけだがころころと変わる表情は愛あい嬌きようがあって見ているものを和なごませる。白いコートに紺のミニスカート。それに黒のレギンスという動きやすい格好をしており、紗月のような美人系ではなく可愛かわいい系けいの小動物を思わせた。

（ちょっとだけ似てる、か？）

　今はもういない義姉あね――狭霧蓮れんも陽彩と同じような赤い髪をしていたことを思い出す。当然顔や背丈は違ちがうが、表情豊かなところなどどことなく雰ふん囲い気きが似ているような気もした。そんなこちらの視線に気づいたのか。陽彩が訝いぶかしそうに首を傾げる。

「あたしの顔になにかついてますか？」

「あー、いや……悪い。ちょっと知り合いに似てたんでな。じろじろ見てたなら謝る」

「いえ、別にそれは構わないですけど。お友達に似てたんですか？」

「いや、義姉。だから妙みように懐なつかしくて」

「お姉さんに？　それじゃあ仕方ないですね。懐かしいってことはお引っ越しされたんですか？」

「……そんなようなもんかな」

　さすがに死別したとは言い辛く、気を遣われても面倒なので言わないことにする。話を逸そらすべく曖あい昧まいに笑いながら先程のことを話題に上げた。

「にしても運がなかったな。引っ越し早々《魔術師》同士の喧嘩に巻き込まれるなんて」

「それについてはホントびっくりしましたよ。あたしここに来るまで《魔術師》の人って見たことなかったんです。それもいきなり喧嘩し始めるからどうしていいかわからなくて」

「あの程度の喧嘩は桐ヶ谷じゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じだけどな。《魔術師》を初めて見たって言ったけど、どんなものかは知ってるのか？」

「テレビなんかで見る異能力者のことですよね？　ここに来る前に少し調べてきたんですけど詳しくは……」

「ン、なら簡単に説明するか。さっき見たばかりだと思うが、地面から刀を出したり炎が鞭になったりしたやつがあったろ？　ああいうのを魔術って言うんだ。で、それを出来るやつのことを魔ま術じゆつを使うものって意味を込めて使うものユーザーって呼ぶ」

「あー、だから《魔術師》なんですね」

「そっ。キミも見たよな？　彼らが使ってた特とく殊しゆな陣じんを。あれは《呪法陣》って言って、魔術を使うための手段の一つなんだよ」

「あの蝙蝠とか狐とかが出てきた円のことですよね？　あの動物も魔術と関係があるんですか？」

「ある。《使い魔》っていう魔術をサポートする存在だ。この都市にいるほとんどの《魔術師》は《呪法陣》と《使い魔》を使って魔術を行使してる」

　なるだけわかりやすいよう噛かみ砕くだいて説明する。あまり難しいことを言ってもこんがらがるだけだろうし、なにより彼自身それほど説明が得意な方ではなかったので余計な説明は端はし折よったが。

「いろいろあるんですね。さっき日常茶飯事って言ってましたけど、そんなに争い事が絶えないんですか？」

「さすがに殺し合いに発展するようなものは少ないけどな。なまじ力があるだけに血の気の多いやつが多いから、《魔術師》間の争い事なんかは起きやすいと思うよ。特に今は獣人事件のこともあってピリピリしてるから、騒そう動どうなんかはよく起きるし」

「獣人事件？」

「あー、来たばっかりじゃ知らないか。ちょっと待ってな」

　携帯電話を取り出して検けん索さくをかける。ほどなくして引っかかった検索結果のうち一件を陽彩へと見せた。

「……人が狼おおかみのような獣となり一いつ般ぱん人じんを襲う事件が相次いでいる？　ありえるんですかそんなことって？」

　Ｗｅｂに書かれた記事を読みながら陽彩が訝しげに眉まゆを寄せる。都市の外から来たばかりでは当然の反応だろう。

「この記事が事実かどうかはともかくとして、獣になること自体はありえるよ。この事件の獣――都市内では《獣人ビースト》って呼ばれてるんだが、魔術には獣に姿を変えるものもあるんだ。《獣人》の被ひ害がいは毎日のように出てるし、獣と思しき遺体も保安局のほうで確認されてるからいるのは間違いないな」

「怖いですね……それとすみません。保安局って言うのは？」

「そういや都市の外にはないんだっけ？　保安局は桐ヶ谷の治安維持をしている行政機関のことで、外でいう警察ってやつに近いかな。《魔術師》絡みの事件をメインに扱あつかってるプロフェッショナルたちのこと」

「そんなものもあるんですね。なんだか同じ日本にいるとは思えないや」

「今後都市内でもめ事があったら彼らを頼たよるといい。大たい抵ていのことはなんとかしてくれるし、親切とまではいかないが相談にも乗ってくれるから。言えばさっきみたいないざこざなんかも解決してくれるよ」

「今度からそうしてみます。なにからなにまで本当にすみません」

「気にしないでいいって言ったろ。ただ一つだけ――」

「？」

　そこで一度言葉を切る。言う必要などない。が、これから先桐ヶ谷で暮らすのなら注意しておいたほうがいいと思った。反感を買うと知りつつも、彼はあえてそれを口にする。

「自分の身も護まもれないのに首を突っ込むもんじゃない。正直言って邪魔なだけだ」

「なっ」

「なにもできないなら手を出すな」というこちらの言葉に少女が目を大きくして絶句する。だがすぐにムッとした顔をすると今度は噛みついてきた。

「あの……助けてもらっておいてこんなことを言うのもなんですけど、さすがにそういう言い方ってないんじゃないですか？　あの人たち、放っておいたら殺し合ってたかも知れないんですよ？　ほっとけないじゃないですかそんなの」

「そうだな。けどそれはキミに関係ないことだろ？　人の心配する前に自分の安全を確保しろよ。都市の外じゃそれでよかったのかもしれないが、今キミがいるここは桐ヶ谷だ。下手に《魔術師》へと手を出せば命にすら関かかわってくる。さっきのだってそうだ。偶ぐう然ぜんオレが居合わせたからよかったものの、そうでなければ死んでたろ」

「それは……」

　陽彩が痛いところを突かれ言葉に詰まる。言い返せずにいる彼女に追い打ちをかけた。

「本来なにに口を挟はさむのもキミの自由だ。が、身の安全が確保できないならやらないほうがいい。ちっぽけな正義感なんてここじゃなんの役にも立ちやしない」

「正義感なんかじゃ――っ！」

「忠告は一度だけだ。次は誰も護ってくれないかもな。そのことを忘れないように。じゃ、また縁えんがあったら」

　それだけ言うと空あき缶かんを持って席を立つ。食堂を出る直前――背後からなにかを訴うつたえるような視線を感じたが、あえて振り返らなかった。
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「ったく、もうちょっと優やさしい言い方ってもんが出来ないのかお前は。あれじゃ絶対誤解してるぞあの娘こ」

　狭霧絆が食堂から出た途と端たん。出入り口の脇わきから聴こえてきたのは、これから会いに行く約束をしていた教師の声だった。

「優しく言ったって本人のためにならないだろ。っていうかいつから聞いてたんだ？」

「ちょっと前に来たばかりだよ。喧嘩してた二人の生徒をキーちゃんから預かったって崎さき先生に聞いてな。食堂のほうに行ったって言うから迎むかえにきたとこ」

「そっか。悪いな遅おそくなって」

　食堂を出る前に確認した壁掛け時計の針は午後一時を指していたと思うから、最初の待ち合わせ時刻から計算してかれこれ三時間近く待たせていることになる。けれどもこの教師は怒おこったふうでもなく、それどころか笑え顔がおを見せて答えてくれた。

「別にいいよ。愛いとしのキーちゃんを待つのは苦じゃないからな。お預けプレイだと思えばそれはそれで」

「……前言撤回。半径三メートル以内に近づくな変態」

　わざとらしく「じゅるり」と涎よだれを拭う眼鏡の教師を半眼で睨み距離をとる。

　桐きりヶが谷や祥しょう太た郎ろうという名の教師は数少ない友人の一人だ。遡さかのぼること五年程前。初めてのバイトのときに知り合ったのが祥太郎だった。特に馬が合ったとかそういうわけではない。何があったのかと訊きかれれば、そのときの彼が女装して仕事に当たらされていたことが原因だろうか。運の悪い出来事が重なった結果、当時まだ大学生だった祥太郎は『きずな』と名乗る少女に惚ほれてしまったのだ。

　少しして誤解は解けたものの、そのときのことを未いまだ根に持っているのか。ときどきこういったからかい方をしてくる。

　桐ヶ谷という名字からもわかるとおり、都市とは深い関係にある家いえ柄がらの男だった。

「それにしても珍めずらしいな。キーちゃんが直接あーゆうこと口に出すのって。普ふ段だんならあんなお節せつ介かいなこと絶対口にしないのに。いつから宗しゆう旨し替がえしたんだ？」

「そんな大層なことはしてない。それに普段からガンガン言う方だと思うが」

「知り合いにはな。興味ない相手に口出すようなやつじゃないだろお前。一ひと目め惚ぼれか？」

「ンなわけがあるか。危なっかしくて見てられなかっただけだ。都市に来たばかりだって言うしな。それ以上でも以下でもない」

「ホントかねぇ。あの娘、どことなく誰かさんに似てるよな。さすがにこっちからじゃ顔までは見えなかったけど、髪の色とか雰囲気っていうかそういうのがさ」

　祥太郎がにやにやと意味深な瞳を向けてくる。その反応が癪しやくに障さわったので少し声こわ音ねを下げた。

「なにが言いたい？」

「うーん、あえて言葉を選ぶならシスコン？」
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「……」

「……そんなに睨むなよ。ちょっとからかっただけだろ」

「そのちょっとを許せるかどうか決めるのはオマエじゃないけどな」

「悪かった。謝る。確かに少しデリカシーにかけてた」

「……」

「頼むから無言で睨むのは止めてくれ。本気で怖こわいっての。それと早く場所を移そうぜ。ここにいたらさっきの娘とバッティングしそうだし。さすがに都合悪いだろ？」

「そうだな」

　先に歩きだした祥太郎の後ろを歩き始める。途と中ちゆうにあったゴミ箱に空き缶を捨てていると祥太郎が思い出したように振り返った。

「そういえば紗月ちゃんは？　連れてきてくれって頼んでたよな？」

「眠ねむいからあとで連絡するだと。多分夕方までには連絡いくだろ」

「……それはとても紗月ちゃんらしいな」

　祥太郎が苦笑を漏らす。彼は呆あきれたように嘆たん息そくした。

「笑い事じゃ済まないっての。自覚が足りないんだアイツは」

「そうはいうけど、それを考こう慮りよしたうえでも優ゆう秀しゆうだぞ紗月ちゃんは。前線でしか仕事のないキーちゃんと違ってどこにいても役立つし。他人には真ま似ね出来ない特技もあるからいつも引っ張りだこだ」

「それがあの女の厄やつ介かいなところだよな。あの気分屋な性格だけどうにかしてくれりゃいいのに。それでどれだけオレが楽になることか」

「それはまあ否定できないかな。っと、着いた」

『現代魔術研究会』と書かれた部屋の前で足を止める。鍵かぎを開け部屋に入ると祥太郎は奥おくの席へと腰を下ろした。

「じゃあ本題に入ろうか。まずは昨夜の報告から頼む。あっ、椅い子すはその辺にあるやつ勝手に使えよ」

「わかってる。で、昨日のことだが――」

　入口付近の席に腰かける。彼は昨夜の出来事を思い出しながら話し始めた。
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「一○二五号室……一○二五号室っと。ここだよね。よしっ」

　エントランスにて管理人の男性から渡された電子キーを差し込み扉を開くと、白藤陽彩は部屋に入ってすぐに照明をつけた。

「……」

　ただ黙って内装を眺ながめる。部屋は１ＤＫの簡素なものだった。真っ白い壁かべに埃ほこり一つないフローリング。マンションの建物を見たときにも思ったが新築だろう。これといって目立った傷や染しみなども見当たらない。物件の手配などは全て叔母おばに頼たのんでいたため彼女がこの部屋を目にするのは初めてのことだったが、正直中学を出たばかりの自分には贅ぜい沢たくなように思えた。

「ここがあたしの部屋か。うん、いい感じ」

　満足げに頷うなずいてから手荷物をテーブルの脇へと置く。ベランダに出てみると桐ヶ谷を囲う大きな壁が目に映った。

「あの壁の向こうから来たんだよねぇ」

　新居であるマンションの自室へとたどり着いたのは午後二時半になる少し前のことだった。桐ヶ谷大付からここまでの距離はたいしたことなかったものの、管理人からの説明を受けていたりと時間がかかり気づけば今の時間帯になってしまったのだ。

「それにしても……」

　ベランダから部屋に戻ってベッドへと倒れ込む。それまでの爽そう快かいさとは打って変わって陰いん鬱うつな気分で枕まくらへと顔を埋うずめた。

「やらかしちゃったなぁ」

『自分の身も護れないのに首を突っ込むもんじゃない。正直言って邪じや魔まなだけだ』

　黄金色の瞳をした眼つきの鋭するどい男性の言葉を思い返す。今年で高三になると言っていたので来月からは先せん輩ぱいになるのだろう。先さき程ほどは感情的になって反論してしまったが、冷静になってみれば彼の言ったことは当然のことでしかない。

（なにもできないならなにもするな、か。それを変えたくてここに来たんだけどな）

　飛び出したのは確かに軽けい率そつだったと思う。なにが出来るわけでもないのに飛び込んでいき意味もなく命を危機に晒さらしたのだ。ああいう言い方をされるのも仕方なかった。

（今度会ったら謝らなきゃ。許してくれるかはわからないけど、あのままにしてなにも言わないっていうのは不義理だよね）

　そうと決めると目を閉じる。旅の疲つかれもあり意識はすぐに遠とお退のき始めた。荷物の整理などやることは残っていたが、そんなものは起きてからゆっくりやればいいだろう。

（おやすみなさい）

　それから五分と経たたずして、彼女は深い眠りへと落ちていった。
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「なぁ、こんなんで本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？　嘘うそだったらただじゃおかねぇぞ」

　胡う散さん臭くさそうな瞳でノートパソコンのディスプレイに映る《呪法陣》を覗のぞきこんだのは、顎にガーゼをつけた柄がらの悪い少年だった。

　少年がいるのは、桐ヶ谷のとあるマンションの一室である。真っ白い壁に着き替がえやゴミで埋もれたフローリング。１ＤＫのうちほとんどのスペースが荷物で溢あふれ返かえっており、足の踏ふみ場ばを探すのですら一苦労な状態である。だが部屋のあり様こそ違うものの、そこはつい先さき程ほど白藤陽彩が引っ越してきたマンションの一室と同じ間取りをしていた。

『ああ、それを使えば君はあの狭霧絆にも引けを取らない。それだけは保証するよ』

　ハンズフリーにした携帯電話から聞こえてくる声に少年が顔を顰しかめる。疑ぎ惑わくは声となって出た。

「ホントかよ？　アンタの言ってることっていまいち信用できねぇんだよな。そもそもアンタは使ったのかこれ？　俺を実験台にするつもりじゃねぇだろうな？」

『力にはあまり関心がなくてね。自分で使う必要性を感じないんだ。それと実験だということも否定しないよ。最終的にもっと上を目指すつもりだからね』

「……なるほどな。それで俺なわけか。まっ、いいけどよ。あの野や郎ろうに借りを返せるならそれで。で、どうやって発動するんだこれ？」

『その前に君の魔術を準備してくれないか。これを使うのはそれからだ』

「魔術を？　来い、イグナイテッドウィップβ」

　狐の《使い魔》が現れ少年の腕に炎の鞭を巻きつける。少年は昼間喧嘩していたうちの一人――名を加か藤とう達たつ也やといった。

「これでいいんだろ。次は？」

『画面上に描かれた《呪法陣》をクリックしてくれればいい。それで終わりだよ』

「あっ？　そんなんでいいのか？　ほらよ」

　達也がディスプレイ上に映された《呪法陣》を左クリックする。けれども目に見えた変化は起こらなかった。

「おい、なにも起こらねぇじゃ――」

　そこで突とつ然ぜん達也の言葉は途と切ぎれる。代わりにノートパソコンのスピーカーから機械音声が流れ始めた。

『認にん証しようを確かく認にん。《邪悪な魔女ケイオス・クイーン》より《姫殺す毒林檎エコーズギフト》のプレゼントです。お受け取りください。ＢＥＡＳＴ‐ＴＩＭＥ・ＢＥＧＩＮＳ』

　画面上の《呪法陣》が赤く輝かがやくのと同時、ディスプレイから狼を模した《使い魔》が飛び出してくる。狼は躊躇ためらいもせずに達也の腕に噛みついた。達也の心臓は大きく脈打ち、それを機に全身の血管が膨れ上がっていく感覚に襲われる。自身の身体に起こる急な変化についてこられずに達也はその場で膝をついた。

「な……んだよ……これ」

　その問いに応こたえる声はない。そのあいだにも達也の変化は進んでいく。毛という毛が色を失い、それにつれて筋肉が増大し体格も一回り以上大きくなる。

「――！」

　悲鳴を上げようとするも声は出なかった。喉から零こぼれたのは獣のような息いき遣づかいだけで、それはだんだんとイヌ科の鳴き声へと変わっていく。

　ただ必死に腕を伸のばす。が、達也の腕は人のものとは思えない異形のモノと化していた。白い体毛で覆おおわれた手に達也の目から涙なみだが零れ落ちる。

『はい、出来上がり』

　人のいなくなったその場所に、冷たくせせら笑う男の声だけが響き渡った。
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「……ン～、なに？」

　聞こえてくる喧けん騒そうで意識を覚かく醒せいさせると、白藤陽彩は目ま蓋ぶたを擦こすりゆっくりと身を起こした。寝ぼけ頭を働かせてベッドから立ち上がり、耳を澄すませ音の正体を導き出していく。

「火事？」

　それはすぐに分かった。サイレンの音に悲鳴のような叫び声。それもすぐ近くから聞こえてきている。のろのろと窓まど際ぎわへと向かって外を見る。目を見開いてぎょっとした。消防車はマンションのすぐ下に止まっていたのだ。

「うそでしょっ！」

　来るときに持ってきた手荷物を抱かかえマンションの廊ろう下かに出る。部屋についてすぐに寝たのが幸いだった。持ってきた荷物は全て鞄かばんの中に入ったままだったのである。

「うわっ！」

　外へ出て唖あ然ぜんとする。マンションの廊下は既すでにパニックだった。火事に気づいた住民たちでごった返しており、誰もが一階へと続く階段に向かって駆かけだしている。手すりから身を乗り出して階下を覗のぞき見みる。火の手はここより下の階から上がっているようだった。

（なんで今日に限ってこんなことばっかりなのよ！）

　嘆なげきたい気持ちを抑え歩き始める。ここで立ち止まっているわけにもいかなかった。持っていたハンカチを口元へと当て煙けむりを吸わないよう注意すると、他の住民たちと同じように火元から離はなれた場所にある非常階段へと向かって歩いていく。

　走り去る人波にぶつかりつつもなんとか階段までたどり着いた。ようやく一息ついたと思ったそのとき、階下からの悲鳴が耳に届く。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――！」

「っ！」

　すぐさま声のほうへと視線を向ける。最初はそれがなんだかわからなかった。否いな、脳が理解したくなかったのだろう。だが確かに見た。

「なによあれ……」

　二階下の階段の踊り場。そこに見たこともない獣の姿があった。犬に近い頭部に真っ赤な眼球をした異形の獣。自然界ではありえない生き物に息が詰まるのを感じる。

「《獣人》だ」

　誰かがぼそりと呟つぶやくのが聞こえた。それに釣つられるようにして喧騒が加速しさらなるパニックが巻き起こる。蜘く蛛もの子を散らしたように周りの住民が走り出したのだ。

「落ち着いてください！　まだここまできてないです！　焦るのは逆に危な――」

「そんなとこで立ち止まってんな！　退どけよっ！」

「痛っ！」

《獣人》から逃にげるように四散する人波に語りかけるも意味をなさず、そのうちの一人に突き飛ばされて廊下に尻しり餅もちをつく。直後、階下から咆ほう哮こうが響いた。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

《獣人》が腕を振ると炎が伸び、数人の住人を捉とらえる。鞭に当たった住人たちは炎に呑まれその場でのたうち回った。

「……今のって、さっきのだよね？」

　起きた現象もそうだがそれ以上に《獣人》の持つ鞭を凝ぎよう視しする。昼間見たばかりの炎の鞭が脳のう裏りに浮うかんだ。それは先程目にしたものとまったく同じもののように思えたのだ。

『……人が狼のような獣となり一般人を襲う事件が相次いでいる？　ありえるんですかそんなことって？』

　昼間に自分の口から零れた言葉が蘇よみがえる。あまり考えたくなかったが、今の彼女にはその可能性を払ふつ拭しよくすることができなかった。

「アレ、もしかして人なの？」

　そのあいだにも《獣人》が鞭を振るい住人を焼き尽くしていく。鞭はこの階まで伸び、先さき程ほど彼かの女じよを突き飛ばした男性にもその牙きばを向けた。

「――っ！」

　少し離れた場所で燃えながら倒れていく男性を震ふるえた目で見つめる。突き飛ばされていなければ燃えていたのは自分だったかもしれないと思うとゾッとした。

（無理だよこんなの。助かりっこない）

　あまりの状況に目の前が真っ白になる。恐きよう怖ふで立ち上がることさえ出来なかった。《獣人》が階段を駆け上り、ついには彼女の眼前へと姿を現す。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

《獣人》が吠ほえているあいだにも地を這って離れようとする。が、うまく身体からだを動かせずほとんど進むことはできなかった。それでも必死に手だけ動かし続ける。

（引っ越してきたばかりで死ぬなんて嫌いやだよ！　まだあたし、なにもしてないじゃない！）

《獣人》は彼女を眺めていた。殺意に満ちた目を見るだけで心が折れるのを感じる。自然と動きが止まった。ただ黙って《獣人》が鞭を振るのを見つめる。それはスローモーションのようにこちらへと伸び、

「閃断、月読乃剣」

　けれども割り込んできた漆しつ黒こくの大剣に阻はばまれて彼女の下までは届かなかった。

（えっ？）

　目の前に突き刺さった黒い刀身に既視感デジヤヴを覚える。その大剣には見覚えがあった。昼間も彼女の命を救ってくれた大剣である。

「狭霧さ――」

　背後に現れた気配に振り返り呼びかけようとする。だが最後までその名を呼ぶことはできなかった。そこにいたのが先程も助けてくれた先輩などではなかったからだ。しかし彼女はその人物を知っていた。

（《黒の断罪者》っ！）

　彼女の目に映ったのは、額から頬ほおにかけて大きな傷のある面をした銀ぎん髪ぱつの男だった。
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　狭霧絆が獣人事件の情報を元にマンションへとたどり着いたのは、午後九時を回る少し前のことだった。マンション周辺は火事の影えい響きようで大おお騒さわぎである。隣となりを歩く真野紗月と共に足早で人ひと混ごみから離れると、彼は無人の通りまで出たところでようやく足を止めた。

「状況わかるか？」

「ちょっと待って。今調べるわ。門開放ゲート・オープン」

　呪文に従うようにして紗月の右目が紅あかく輝きだし、その瞳ひとみに《呪法陣》が浮かび上がる。直後、紗月の肩かたに鷲わしの《使い魔》が現れた。現れた《使い魔》は紗月の腕に軽く噛みつきその血を少し口に含ふくむ。

「領域解放ドメイン・リリース」

　瞬しゆん間かん、周りの空気に変化が生じる。この辺り一帯の風が紗月の支配下へと置かれたのだ。《風神》の名の通り、彼女は風を操あやつるエキスパートである。

「……件くだんの《獣人》は一体だけね。今はマンションの十階にいるわ。被ひ害がい者しやの数までは把握できないけど、かなりの数が殺やられてるみたい」

「少し遅おくれたな。早めに来られればよかったんだが……」

「連れん絡らくを貰もらったの自体遅かったんだからどうしようもないわ。それより、まだ一人取り残されてる子がいるわよ。急げば間に合うんじゃないかしら？」

「先に言えそれを。降こう臨りん、冥めい界かい番ばん人にん」

　彼の顔を傷のある面が覆う。それに続くようにして上着の色も白から黒へと塗り変わり、靴とジーンズにも黒いコーティングが施されていく。最後に髪が銀一色へと染まった。

《黒の断罪者》――都市内にいる全ての住人が知るであろうその呼び名こそが、彼に与あたえられた通り名だった。

　仮面が現れてからの動きは早かった。人間離れした速度で跳びあがるとマンションの外がい壁へきを蹴けるようにして上階へと駆け上り、《獣人》のいる十階へと跳び込んでいく。

　フロアに跳び込むのと《獣人》が鞭むちを振るうのとはほぼ同時だった。

「閃断、月読乃剣」

　尻餅をついて動けないでいる少女へと伸びた鞭を〝月読〟が食い止める。白い毛の《獣人》には見覚えがあった。昨夜始末したばかりの獣と同じ、獣人事件の感かん染せん者しやである。

〈間に合ったみたいね。どう、なんとかなりそう？〉

「誰に言ってる」

　風を伝って聞こえてくる紗月の声に返答しながら歩きだし、少女の前に回ると床ゆかに刺ささった〝月読〟を引き抜いて左手一本で構える。

（炎ほのおを使う《獣人》か。昨夜のやつとはだいぶ毛色が違うんだな）

《獣人》の使う鞭を観察する。使用者の姿かたちこそ違うものの、それは昼間の男が使っていたモノと同じモノのように思えた。ついで《獣人》から意識を逸らさないまま背後の少女へと一いち瞥べつをくれる。少女の姿にも覚えがあった。

（白藤陽彩か。なんというか、運のないやつ）

　本日二度目の邂かい逅こうは完全に予想外のものだった。できることならこちらの正体を感づかれる前に終わらせたいと思う。それがおそらくこの少女のためでもあるからだ。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　そんなことを思っているあいだにも《獣人》が咆哮し炎の鞭が振り抜かれる。彼かれは〝月読〟を持った左手を薙いだ。

「展てん開かい、紫し電でん外がい套とう」

　呪じゆ文もんに応じるようにして現れた漆黒のオーロラが眼前まで迫せまっていた鞭を受け止める。二度三度と振るわれる鞭はしかし、オーロラに阻まれて彼らの下へは届かなかった。

「少し屈かがんでろ」

「わっ！」

　白藤陽彩の肩を押して無理やり床に伏せさせる。《獣人》が鞭を引き寄せるタイミングに合わせてオーロラを消し前へ出た。狭せまい通路の中で〝月読〟を横薙ぎにする。

（ン？）

　昨日とは違う手ごたえに違い和わ感かんを覚える。昨夜の《獣人》なら今の一いち撃げきで切きり裂さくことができた。けれども目の前にいる《獣人》には薄うすい傷きず痕あとを残しただけで、致ち命めい傷しようどころかたいした傷を与えることも出来ないでいる。

「ちっ」

　舌打ちして身を捻ひねる。彼の頭があった場所を鞭が通り過ぎた。反はん撃げきに振るわれた鞭をギリギリのところで躱かわしながらさらに近づくと、接近して使つかい辛づらくなった〝月読〟を消して打だ撃げきへと切り替える。鞭を持つ《獣人》の手を払はらいのけて胸の内側へと入り込み、勢いを利用して魔ま力りよくの籠こもったひじ鉄を胴どう体たいへと叩たたきつけた。

　しかし、

（――そういうことか）

　昨夜なら効果があったはずの打撃も通らないことでそれは確信に変わる。見た目は似ていても明らかに昨日の《獣人》とは別物だった。

（毛に隠かくれてるからわかりにくいが肌はだじゃないな。なんだこれ？　甲こう殻かくか？）

　毛の下に見えた固い殻からを蹴って距きよ離りを離す。脳裏に嫌な予感がよぎった。

（単純な個体差、なわけないよな。対策されてるってのか？　それも昨日の今日で？）

　桐ヶ谷祥太郎から聞いた獣人事件の情報を思い返す。獣人事件の共通点は『爪つめと牙を武器にしている』『鋼のように固い筋肉に覆われた肉体を持っている』ということの二つだけだった。『それ以上に固い殻を装甲代わりにしている』ことや『魔術で作り出した道具を使って攻こう撃げきしてくる』などといったことは説明になかったはずである。

（祥太郎が隠してた？　なわけないか。そうなると残る可能性は――）

　推測を立てているあいだにも《獣人》が襲おそいかかってくる。体ていを低くして爪を掻かい潜くぐると隙すきの生じた《獣人》の腕うでに向け両手を振ふり抜ぬいた。

「連てん想そう、二重ふたえ双そう牙が」

　両手に一対の短たん剣けん〝黒こく葬そう〟が握にぎられる。漆黒に染まった二振りの〝黒葬〟は振り抜かれた勢いのままに《獣人》の腕へと喰くらいつき、けれども殻に止められて腕を斬り落とすには至らなかった。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――!!」

　だが効果自体はあったのだろう。《獣人》から悲鳴染みた鳴き声が上がりこちらを振り払うように暴れ回る。後方に跳とぶことでその腕の間合いから逃のがれ陽彩の横まで退たい避ひした。

「なにしてる。さっさと逃げろ」

「っ！」

　こちらの声に震えるだけで立ち上がろうとしない陽彩に苛いら立だちを覚える。いや、立ち上がろうという仕草は見せていた。けれども腰こしでも抜けているのか。仕草だけでそれは実を結ばないでいる。このまま放っておくわけにもいかなかった。

（かといってどうする？　あの鞭のリーチから考えると女一人担かつぎながら逃げるのは愚ぐ策さくでしかない）

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　陽彩を連れて逃げる算段を立てているあいだにも《獣人》が鞭を振るう。彼は両手を塞ふさぐ〝黒葬〟を手放すと陽彩を抱だきかかえ、そのままマンションの壁を蹴って足場のない中空へと身を投げ出した。

「――っ！」

　間かん一いつ髪ぱつのところで鞭から逃れる。手すりを飛び越えたことで自由落下に身を任せながら左手を薙ないだ。
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「喝采、孤軍奮闘」

《獣人》のいる周辺の空間に歪ゆがみが生じ漆黒の閃せん光こうが《獣人》を焼く。《獣人》から何度目かの悲鳴が上がった。全身を押さえもがき苦しんでいるあいだに畳たたみかけようと同じ呪文を口にしかける。が、それは陽彩の叫び声で中断された。

「喝采……」

「下ヤバいです、下！　もうぶつかります！」

「ちっ」

《獣人》へと割さいた意識を急いで地面へと引ひき戻もどす。既にかなり下の階まで落ちていた。このままいくと自分はともかく陽彩は即そく死しだろう。虚こ空くうに呼びかける。

「《風神》！」

〈もうやってるわ〉

　落下の途中で速度が下がる。紗月の風を利用して空中で体勢を立て直した。陽彩を抱えたまま《獣人》のいるほうへと視線を戻す。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――!!」

《獣人》は先程の場所にはいなかった。彼らと同じように手すりを飛び越え、こちらへと向けて鞭を振り抜きつつある。

「掴つかまってろ」

「えっ？」

　陽彩から手を離し《獣人》に向けて左手を構える。左手の甲こうに右手を重ねしっかりと照準を定めた。一いつ瞬しゆんの精神統一。自身の持つ最大威力の呪文を解き放つ。

「殲せん滅めつ、凄すさ王の霹へき靂れき」

　振り抜かれた鞭が届く直前。左手から放たれた漆黒の雷光いかずちは炎の鞭ごと《獣人》を飲み込み、そしてそれは雲ひとつない空へと消えていった。
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　火の手の上がるマンションから少し離れた通りに降り立つと、狭霧絆は白藤陽彩から手を離した。

「歩けるか？」

「……」

「おい？」

「っ！　すみません！　ちょっとぼうっとしちゃって！　大丈夫です歩けます！」

　こちらの仮面をぼうっと見つめたまま動かなかった陽彩が焦あせったように一歩離れる。そのまま胸を押さえると呼吸を落ち着けるように深呼吸を始めた。

（ホントに大丈夫か？）

　言葉では「大丈夫」と言っているものの陽彩の様子はとてもそうには見えなかった。こちらの様子をちらちらと見ては荒あらい呼吸を繰くり返かえし、「落ち着け、あたし」と自分自身に言い聞かせている。

（まっ、いいか。それより――）

　陽彩に背を向ける。出来ることならこのまま別れるのが一番だった。それがおそらく陽彩のためにもなるだろう。彼はそのまま走り出そうとして、

「待って！」

　気づいた時にはその場に足を縫ぬいつけられていた。黙だまって陽彩へと振り返る。陽彩はもう一度大きく深呼吸すると、精せい一いつ杯ぱいの勇気でも振り絞るようにして訊たずねてきた。

「狭霧さん……ですよね？」

「……人ひと違ちがいだ」

「嘘ですよ、それ。顔を隠してたり声こわ色いろを変えてたりしてもわかります。だってあたし、今日はずっとあなたの言葉を思い返してたんですから」

「……」

　さらに否定しようとして、止めた。陽彩の瞳がまっすぐに仮面の奥へと向けられているような気がしたからだ。どう誤ご魔ま化かそうとしたところで意味はないように思えた。

　そのうえ、

「今日は本当にありがとうございました。正直生きてるのが不思議なくらいです」

　そう言って深々と頭を下げてくる。これでは逃げだすこともできなかった。あまりのまっすぐさに根負して仮面を外す。

「昼間も言ったろ。余計なことに首を突っ込むなって。夜のは完全に不ふ可か抗こう力りよくだったのかもしれないが、ここはそういう場所なんだよ」

「そうみたいですね。身に染みました」

　緊きん張ちようのピークが過ぎたのか。陽彩はその場でへたり込んだ。

「ホントに大丈夫か？　なんだったら病院まで運ぶけど？」

「そこまでひどくありませんよ。少し休めば大丈夫ですから。なのでもう少しだけ待ってもらえませんか。そうすれば落ち着いてくると思うので」

「ならいいけど、無理だけはするなよ」

　それからはお互たがい黙ったままだった。彼は特になにをするわけでもなく近くの塀へいに寄りかかり、陽彩は何度も呼吸を繰り返し身体を落ちつけようとしている。

（にしても似てるな）

　昼間見たときも思ったことだが、陽彩の姿は彼の義姉あねを思い起こさせた。今はもういない義姉――狭霧蓮の髪かみも赤かったのを覚えている。後ろ姿だけとはいえ祥太郎が『似ている』と言ったのも頷けた。

　そんなことを思っているとようやく落ち着いたのか。陽彩が長い沈ちん黙もくを破り始める。

「一つ質問なんですけど……《黒の断罪者》っていうのは狭霧さんのことですか？」

「どこでその名を？」

「ここに来る途中の船で聞きました。桐ヶ谷には関わっちゃいけない危険な《魔術師》がいるって。あたしも殺すんですか？」

「殺す？　オレが？　どうして？」

　陽彩の言葉の意味が理解できなくて訝いぶかしむ。そんなこちらの様子に陽彩も「あれ？」と首を傾かしげた。

「こういうのってふつう正体を知られちゃまずいんじゃないですか？　顔を隠してたのだってそのためですよね？　口くち封ふうじしないとまずいんじゃ――」

「……あー、そういうことか」

　一度視線を外し考え込む。本来ならこのイレギュラーは許されるものではない。《黒の断罪者》の正体は彼の秘密の中でも上位に位置するものの一つだ。だが、

「さすがにそんな理由で殺すのもな。言い触らすっていうなら対処も必要になるが、しないだろそういうの？」

「しませんけど……でも」

「ならいいだろ別に。オレだって好き好んで殺しなんかしたくないし……それよりこれからどうするんだ？　あのマンション、今日はもう帰れないぞ。ご家族なんかはどうしてるんだ？」

「えっと、いないです」

「もしかしてさっきの《獣人》に？」

「いえ、違ちがいます。元々両親がいないんですよあたし。小さい頃ころに二人とも死んじゃったみたいで。それで叔母おばと住んでたんですけど、あまり迷めい惑わくもかけたくなくて。高校に入ったら家を出ようってずっと前から決めてたんです。そのときに桐ヶ谷の話を耳にして、あたしも《魔術師》になれば一人で生きられるかなって家を出たんです。ここなら奨学金制度もあったので」

　黙って耳を傾かたむける。どことなくだが、それは義姉ではない誰だれかに似ていると思った。

「叔母さんはずっと家にいていいって言ってくれてたんですけど、いつまでも甘あまえてるのも違うと思ったんですよね。だからここに来たんですけど、いきなり帰る場所を失っちゃいました」

「ホント、来た早々に事件とは運がないですよね」と自じ嘲ちようするように笑う。その姿はとても儚はかなく見えた。

「……で、もう一度訊くがこれからどうするんだ？　帰るとこないんだよな？」

「そうですね。とりあえず、今日のところはさっき言ってた保安局に顔を出してみます。こういうときも頼たよっていいんですよね？」

「ああ、多分今日の宿ぐらいなら用意してくれると思うが……」

「今日の分だけ、ですよね」

「おそらくは。面めん倒どうを見てくれるって言っても最低限でしかないからな。都市に知り合いがいないなら一度実家に戻ることをお勧すすめするよ」

「やっぱりそうするしかないですよね。まあでも仕方ないか。こうなっちゃった以上それしかできないし」

　陽彩は諦あきらめたように嘆息すると、もう一度こちらへと頭を下げた。

「本当にありがとうございました。このご恩は一生忘れません。新学期に学校で会ったときはよろしくお願いしますね」

「……」

　これでお別れだろう。引き止める理由などない。ないはずなのだが、なぜか放っておくのも気が咎とがめた。陽彩が立ち去ろうとした後ろ姿を見てようやくその理由に思い至る。

（違う。勘かん違ちがいしてた。蓮に似てるから気になってたんじゃない。昔のオレみたいだから気になったんだ）

　頼るものもなく一人都市に来たという陽彩。無謀だとわかっているのにも拘かかわらず刀の前へと飛び出したその姿がどことなく蓮と出会った頃の自分と重なったのだ。彼は陽彩に言った。『自分の身も護まもれないのに首を突っ込むもんじゃない』と。それは昔、彼がよく蓮に言われていた言葉。自然と口をついたのはおそらく、そのあり方を見て放っておけなかったのだろう。

　だからだろうか。彼は陽彩を引き止めていた。

「保安局に行く前に一つ聞きたい。もし都市を出ないでいい方法があったら、キミはそれを選ぶか？」

「狭霧さん？」

　彼の言うことの意味を理解できなかったのだろう。陽彩の顔に困こん惑わくの色が浮かぶ。彼は一度目を閉じると陽彩に気づかれない程度に深呼吸した。

（昔オレは誰に救われた？　それはなぜだ？）

　その答えは簡単なものだった。たった独りだと思っていた自分に『独りじゃない』と教えてくれた人がいたからだ。あのとき掴んだ手の温ぬくもりを、彼は今も覚えている。

　目を開けて陽彩を見る。彼は勇気を出してそれを口にした。

「選せん択たく肢しが欲ほしいならオレがくれてやる。あまりいい手にはならないかもしれないが、それでも保安局に行くよりかはマシな選択肢を用意できると思う」

「……ありがとうございます。でもそれって狭霧さんにご迷惑がかかるんですよね？　ならいいですよ。あたしのことは気にしないでください。一人でもなんとかしてみますから」

「迷惑なんかじゃない。それどころか今のキミを見捨ててしまったら、オレはきっと後こう悔かいする」

「？　どういう意味ですかそれ？」

「オレも昔、今のキミみたいに独りだった時期があるってことだよ。だからこれは同情なんかじゃない。ただ単純に、キミとなら仲良くなれると思ったから言ってるんだ。オレと来たくないなら来なくてもいい。でももし手をとるなら、一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

　言いながら陽彩へと右手を差し出す。陽彩はこちらの手と顔に視線を行ったり来たりさせると、なにかを決めたように息を吐ついた。

「二つだけいいですか？」

「なに？」

「この手を取ったら、あたしも狭霧さんみたいに強い《魔術師》になれますか？」

「なれるなれないじゃない。なりたいならなれよ。ここは《魔術師》のための都市だ。なるための方法だけはいくらでもあるし、努力すれば絶対にたどり着ける」

「努力次第か……うん、いいですねそれ。自分で切り開くっていうのはとても魅み力りよく的てきだと思います」

「で、もう一つは？」

「その……えっと……」

　陽彩はなにやら言いにくそうにしたあと、だがしっかりとした口調でそれを口にした。

「名前でお呼びしてもいいですか？　その……信しん頼らいの証として」

「好きにしろよ。オレも好きに呼ぶから」

「よろしくお願いします。きずな……さん」

　恥はずかしそうに言いながらこちらの手を掴む。それで答えは十分だった。

「ようこそ、《魔術師》の都市せかいへ。歓かん迎げいするよ、白藤陽彩さん」

「はい、ありがとうございます」

　そう言って笑う陽彩の顔は、その日見たどの表情よりも魅力的だった。







二章　獣人事件







　トントン、トントントン――

「きずなさん聞こえてる？　もう七時だよ。今日からきずなさんも学校だよね？　そろそろ起きないとまずいんじゃないかな？」

　寝しん室しつのドアをノックして返事がないことを確認すると、白しら藤ふじ陽ひ彩いろはドアの向こうへと声をかけた。

　四月第一週の金曜日。桐きりヶが谷やに来て二週間ほどが過ぎた日の朝である。あれから彼かの女じよは狭さ霧ぎり絆きずなの住む桐ヶ谷アパートの二○二号室――つまりは絆の部屋の居い候そうろうとなっていた。

　あの日絆が提示した選択肢。それは絆の住む桐ヶ谷アパートに別室を借りて住むというものだったのだが、大家との協議の結果その案はすぐにとん挫ざすることとなる。簡単な話、彼女の手持ちでは部屋を借りる敷しき金きんにすら手が届かなかったのだ。

　その後いろいろと話し合ったもののいい案は出ず、次の住居が決まるまでという条件付きで絆の部屋にある空き部屋を提供してもらうこととなった。

　理由が理由とはいえ男性と住むということに抵てい抗こうがないわけではなかったが、叔母おばの下に戻っても心配させるだけなので陽彩は仕方なくその案を受け入れることにしたのだ。

　最初のうちこそ不安はあったものの、今ではなんとかやっていけている。絆の寝室から見てリビングを挟はさみ向かいに面する部屋が陽彩の部屋となっていた。

「……返事なしか」

　ドアに耳を近づけ待ってみても一向に返事はない。おそらく熟じゆく睡すいしているのだろう。呆れたように嘆たん息そくすると、彼女は強きよう攻こう策さくに踏み切ることにした。

「時間もないし勝手に入るからね。失礼しまーす」

　ドアを開け部屋へと入る。絆はベッドの上にうつ伏ぶせで倒れ込んだまま小さく寝ね息いきを立てていた。ベッドの横まで歩いて行くと絆の肩を揺すり起こす。

「いい加減起きてって。きずなさんたちの学年は今日が始業式だよね？　こういうの、最初が肝かん心じんって知ってる？」

「……ン？　陽彩？　今何時だ？」

「もう七時過ぎちゃってるよ。しっかりしてってば。初日から遅ち刻こくなんて恥ずかしいじゃない」

「あー、そうか。そのとおりだな……おやすみ」

「き・ず・な・さん。いい加減起きろー！」

「……朝からうるさい。近所迷惑とか考えたらどうだ」

「そう思うなら一回で起きてよ。こっちだって好きで叫んでるわけじゃないんだからさ」

　大きくあくびを零しながら上体を起こす絆と目が合う。が、どうやら焦しよう点てんが定まっていないらしい。絆は目蓋を擦っていた。

「ふぁぁぁぁぁ……ったく、始業式までまだ二時間近くあるだろ。なんでこんな早くに起こすんだよ」

「全然早くない。朝食だって準備できてないし。それにギリギリだと忘れものだって増えるんだから」

「……ホント優等生だよな陽彩は。で、今日の食事当番ってオレだっけ？」

「今日は六日。偶ぐう数すう日びだからきずなさんの当番だよ」

「あー、やっぱり。悪い、ちょっとだけ待ってろ。すぐ作るから。朝だしトーストだけでも構わないよな？」

「却きやつ下か。寝直したいからって手て抜ぬきしないでよね。食事は当番制にするって言ったのきずなさんじゃない。言ったからにはしっかり責任とる。というわけでご飯。ハムに目玉焼き、それとお味み噌そ汁しる付きで」

「細かい注文を……味噌汁は昨夜の豚とん汁じるで構わないか？　ほら、晩飯のときに陽彩が作ったやつ。まだ残ってたろ？」

「そういえば残ってたっけ。なら味噌汁はそれでもいいや」

「了りよう解かい。すぐ済ます」

　ひと際大きいあくびを漏もらしながら台所へと向かう絆を彼女はすぐに引きとめた。

「あー、待った。作る前に顔洗ってきたらどう？　寝ぼけたまま調理して指でも切ったら嫌だしさ。しっかり目覚めてからやった方が安全だと思うんだよね」

「んなアホなミスしないっての」

「ミスはするかどうかじゃなくて注意すること自体に意味があるの。時間ならまだ余よ裕ゆうあるし、しっかり目を覚ましてきてください」

「……ったく、わかった。代わりに新聞取っといてくれ。朝刊来てるだろ」

「新聞については了解。きずなさんもちゃんと顔洗ってね」

「はいはい」

「はいは一回！」

　ぶつくさとぼやきながら方向転換し洗面所へと向かう絆を見送る。絆が顔を洗い始めたのをしっかりと確かく認にんしたあと、彼女は新聞を取りに行くべくアパートの郵便受けへと足を速めた。
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「それじゃ、いただきます」

「ン、よく噛かんで食えよ」

　リビングに用意した折り畳み式の丸テーブルについて二人向かい合うと、狭霧絆は目玉焼きへと箸はしを伸のばした。同じように目玉焼きへと手を伸ばす白藤陽彩に視線をやる。

「で、ちょっとは慣れてきたのか」

「主語がなきゃなにを指してるかわかりません。きずなさん、結構そういうとこあるよね。もしこの家について言ってるなら大だい丈じよう夫ぶだよ。たまに脱衣所に突とつ撃げきしてくる先せん輩ぱいを除いてはだけどね」

「……それに関してはホント悪かった。次からはちゃんとノックする」

「そうしてくれると助かるかな。次やったら本気で出て行こうって思ってたところだし」

　昨晩に起きた出来事を皮肉られ顔を顰しかめる。まだ一人で住んでいたときの気分が抜けないのか。つい癖くせでドアを開けたところ陽彩の着き替がえと遭そう遇ぐうしたのだ。それも三度目のことなので申し開きのしようもなかった。

（昔は出来てたはずなんだけどな）

　義姉が亡なくなるまでは共に住んでいたこともあり誰かと住むこと自体初めてではなかったのだが、やはりだらけきっていた習慣はすぐには戻らないのか。当面は苦労しそうだった。そんなことを考えながら箸を進めていると先に食べ終えた陽彩が席を立つ。

「ごちそうさま。食器洗ってるよ」

「ン、ちょっと待ってろ。オレもすぐ手伝うから」

　残った豚汁を一気に流し込んで陽彩の後を追いかける。片づけに関しては料理当番とは違い手の空いたほうがやることになっていた。陽彩の洗った食器を受け取ってはタオルで拭ふいて食しよつ器き棚だなへと戻していく。

「さっきの話だけどさ」

「ン？」

「もし桐ヶ谷自体のことを言ってたのならだけど、だいぶ慣れてきたかな。もう買い物なんかも一人でいけるし。まだちょっと道に迷うときはあるけどね」

「そっか。まっ、先は長いんだしそれでいいと思うぞ。ゆっくり慣らしていけばいいだろ」

「うん、そうする。っと、これで終わりー」

　そう言って最後の食器が手て渡わたされる。陽彩は一足先にキッチンから出て行った。

「それじゃ準備出来たら呼ぶからね。もう二に度ど寝ねしないでよ」

「安心しろって。ギリギリに起きるのは得意だから。起きなかったらそのときはよろしく」

「だから寝るなって言ってるの。あまり時間もないんだからさっさと準備してよ」

「わかってるって。じゃ、そういうことでおやすみ」

「言ってる側そばから寝ようとしないでってば！」

　陽彩の怒鳴り声を尻しり目めに、彼は部屋に戻ってすぐにベッドへと直行した。
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　狭霧絆が支し度たくを終えて自室を出たのは、八時半になる少し前のことだった。共に家を出た白藤陽彩と二人、学校までの道のりを歩いてゆく。

「……眠っ」

「あれだけ寝ててまだ眠いの？　あのあと結局二度寝してたじゃない。これからも平日は同じ時間に起こしにいくからね」

　口元に手を当ててあくびをしていると陽彩が嘆息を漏らす。知りあって間もないが、彼はこの少女がため息を吐つく姿をよく目にした。

「そうやってため息ばっか吐いてると幸せ減るぞ。もう少し心にゆとりを持ったほうがいいんじゃないか？」

「誰のせいよ誰の。そもそも桐ヶ谷に来るまではこんなに多くありませんでした。きずなさんと会ってから癖くせになっただけだよ」

「あーいえばこういうやつだよなオマエも」

「どっちがよ」

　陽彩をからかいつつ桐ヶ谷大付へと向かう。時間が時間なためか。歩いていると他の生徒たちの姿もちらほらと見えてきた。のんびりと歩く人込みに紛まぎれ話は続く。

「にしてもずいぶんと喋しやべるやつだったんだな陽彩って。初めて会ったときの大人おとなしくて礼れい儀ぎ正ただしい姿が嘘うそのようだ」

「……あたしが引っ越した初日に『一緒に住む以上遠えん慮りよも敬語もいらない』って言ってくれたのは誰だったかなぁ。それにあたしだってきずなさんがもっとしっかりしてたらなにも言いません」

「そりゃ悪かった。直さないけど」

「一言余計だよ」

　陽彩が再度嘆息する。けれどもこれ以上なにを言ったところで意味がないと悟さとったのか。別の話題へと変えてきた。

「ずっと聞きたかったんだけど、いつ頃ごろから魔ま術じゆつを教えてくれるの？　確か『最低限の基礎知識が身についたら』って約束だったよね？　この十日ちょっとでだいぶ学んだと思うんだけど、まだダメ？」

　陽彩と過ごすようになって最初にした約束が『魔術を教える』というものだった。基礎知識だけなら十分に教えたのも確かなので、「そう焦るなって」と宥なだめてからこれからの予定を説明する。

「『知識無きモノに力使う資格あらず』……うちの家訓だ。最低限の知識が身についてるか確認したいから、今日の夕方にでもテストするつもりでいるよ。教えるのはそれに合格してからだな。オレからは特にないけど、そっちから質問は？」

「そうアバウトじゃなにもわかりません。テストの場所と形式はどうするの？　それと用意しておくものってなにかあるかな？」

「形式については内ない緒しよ。それと道具なんかも用意しなくていいぞ。場所は勉強してたときと同じでリビングにするつもりでいる。他に質問は？」

「場所はいいけど筆記用具とかも要いらないの？　ペーパーテストなら必要だよね？」

「その手の誘ゆう導どう尋じん問もんには乗らないからな。筆記用具に関しては必要に応じてとりに行くことを許可するから心配しなくていい」

「もし落ちたら？　再テストはできる？」

　よっぽど気になるのか。不安そうな顔を浮うかべてこちらの顔を覗のぞき込こんでくる。

「落ちるような難易度のものを出すつもりはないが、もし落ちても再テストはやるつもりでいるよ。ただすぐに受け直しても意味がないだろうから、また十日間ばかし勉強し直してもらうけどな」

「よかった。一回ダメだっただけで『二度とチャンスをやらない』とか言われたらどうしようかって不安だったんだよね」

　陽彩がホッと息を吐く。緊張が解けたのだろう。表情の硬かたさが抜けていた。彼も少しだけ頬ほおを緩ゆるめる。

「安心しろって。そう意地悪な課題を出すつもりはないから。昨日までに教えたことをしっかり覚えてるなら問題ない。テストっていってもほとんどが復習みたいなもんだからな。ひっかけ問題なんかも出さないつもりでいるよ」

「それならなんとかなりそうかな。きずなさん、変なところで意地悪だから心配だったんだよ」

　足取りが軽くなったのか。並んで歩いていた陽彩が前に出てこちらへと振り返った。

「絶対に合格するね。だからこれから先もよろしくお願いします」

「気が早いっての。まあでも、こちらこそよろし――」

「おっ、きずなっち見っけ！」

「うおっ！」

　口にしかけた言葉を後ろから受けた衝しよう撃げきによって中断される。誰かに飛びつかれたのだろう。前のめりになって倒れそうになるのをなんとか踏ふみ止とどまって堪こらえた。そのまま首を曲げ真横を向く。肩かたの上に見慣れた顔つきが乗っていた。

「おっはー、きずなっち。元気してる？」

「誰かと思えばクリス先輩ですか……朝っぱらから飛びつかないでください鬱うつ陶とうしい」

「鬱陶しいとはひどいねぃ。軽いスキンシップじゃん。そうやって眉み間けんに皺しわばっか寄せてるとモテないよ？」

　満面の笑えみを浮かべながらピースなど向けてくる白衣の女性、クリスティナ・トワイライトを半眼で睨にらみつける。険悪な表情の彼とは裏腹にクリスティナはどこまでも軽い調子だった。

「春休み中はきずなっちと会えなくて寂さびしかったよ。きずなっち近所に住んでるはずなのに連れん絡らくくれないしさ。デートの一回や二回誘さそってくれても罰は当たらないと思うんだけどなぁ」

「携帯電話けいたいの番号交こう換かんしたことないんだから無理に決まってるでしょそれ。もっとも知ってても掛かけなかったと思いますが。いいから退いてください。重いうえに邪じや魔まだ」
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　彼に抱きついたままわざとらしく「およよよっ」と泣なき真ま似ねを始めるクリスティナを力ちから尽ずくで振り払う。クリスティナは「おっと」と声をあげて離はなれると、今度は陽彩のほうへと顔を近づけた。

「やっほー、はじめまして可愛娘かわいこちゃん。もしかしてきずなっちの彼女さんかな？　お名前はなんていうの？」

「えっ？　えっ？」

　急に振られた陽彩が困惑する。しかし聞かれたことには応こたえようと思ったのか。引きつった頬をなんとか押おさえていた。

「えっと、おはようございます。今年度から桐ヶ谷大付に通うことになった白藤陽彩です。……あの、失礼ですけどそちらは？」

「おー、陽彩ちゃんね。素す直なおそうで可愛い。それに髪の色も綺き麗れいだし。きずなっちみたいな堅かた物ぶつの彼女さんにしとくのはもったいないねぃ」

「……こちらはクリスティナ・トワイライト先輩。悲しいことに、これでも桐ヶ谷大付うちの卒業生だよ。あと先輩、陽彩は彼女じゃない。ただのオレの生徒だ」

　陽彩の問いかけを無視して暴走するクリスティナの代わりに説明する。が、彼かれの説明が不服だったのか。クリスティナは口を尖とがらせた。

「きずなっちさ、『これでも』って言い方はないんじゃないかな？　もうちょっと年上を敬ってもいいんじゃないの？　私が桐ヶ谷大付に在学中だったとき、どれだけきずなっちの面倒見て上げたか思い出してくれてもいいと思うんだけどなぁ」

「あれだけ目を掛けてあげたのにお姉さんは残念だよ」などと呟つぶやきながらわざとらしくため息を吐く。

「堂々と嘘をつくな嘘を。一年だって同じ学校に通ったことないだろアンタは。先輩が卒業したのはオレが入学した年ですよ」

「あー、そういえばそうだったかもねぃ。ところでさ、なんで陽彩ちゃんはそんなに不ふ機き嫌げんそうなのかな？」

「はっ？　不機嫌？　陽彩が？」

「……」

　言われて陽彩の方へと振り返る。陽彩は特になにをするでもなくそっぽを向いていた。先さき程ほどまで話していたときよりも気持ち頬も膨ふくれている気がしなくもない。

「陽彩？」

「なんですかー、狭霧先輩」

「……なぜ急に他人行儀になる？」

「別になってないですよー。元からこんな感じだったじゃないですかー。どうせただの生徒なのでー」

「いや、明らかにやりにくいんだが。つか狭霧先輩なんて呼ばれたのも初めてだろ」

「今呼んでるじゃないですかー。それより、狭霧先輩はトワイライトさんとどういったご関係なんですかー？」

　急に棘とげのある言い方になった陽彩に困惑する。彼にはどうして彼女の機嫌が悪くなったのか見当もつかなかった。とりあえず聞かれたことについてだけ答えておく。

「……オレと始めて会った日に学食に行ったのを覚えてるか？　あそこって実は桐ヶ谷大、桐ヶ谷大付の生徒が共用で使用できるんだよ。この人、なんでか知らないけどいつも金欠で学食に居てさ。しかも質たちの悪いことに誰にでもたかりやがる」

「貧びん乏ぼうって辛つらいと思わない？　みんなの優やさしさに感謝だよねぃ」

　クリスティナが他ひ人と事ごとのようにからからと笑う。彼は苛いら立だたしげに続けた。

「で、この先輩は特に絡みもなかったくせにオレの前に現れては幾いく度どとなく昼飯を奪うばっていった常習犯なんだよ。この二年で数えると十や二十じゃきかない」

「きずなっちの優しさにはホント感謝してもしきれないよねぃ。お礼に結けつ婚こんしてあげてもいいよ」

「絶対に嫌いやだかんな。つかあまり寄ってくんな」

「……つまりは他人ですか？」

「いやいや、私ときずなっちには目に見えない因いん縁ねんと宿命と運命がだねぃ」

「そういったものは一いつ切さいない。あと先輩、いい加減そのわざとらしい語ご尾び止めてもらえませんか。人をからかうときしか使わないだろそれ。それと陽彩もいい加減機嫌直せっての。なんで急に怒おこってんだよ？」

「だから怒ってないですー」

「きずなっちは相変わらずニブチンさんだねぃ」

「？」

　そっぽを向いたままこちらを向こうともしない陽彩とは対照的にクリスティナは満面の笑えみ。

　目の前のこの女性、クリスティナ・トワイライトという名の先輩が桐ヶ谷に来たのは今から約三年前。彼が中学三年に上がったばかりの頃のことだ。当時のクリスティナはアメリカの高校で三年目を迎むかえるはずだったのだが、ちょうどその時期に父親が他界したため仕方なく奨学金制度のある桐ヶ谷大付へと転校してきたという話だ。

　長いウェーブのかかった金きん髪ぱつにくりっとした碧へき眼がんが特とく徴ちよう的てきな麗れい人じんで、左の目元にある泣きボクロとその強きよう烈れつなキャラクターが強い存在感を放っている。整った容姿とプロポーション。それに根明で親しみやすい性格とが相まってか。その図ずう々ずうしさの割に異性からの人気は高いらしい。今は桐ヶ谷大のほうに在ざい籍せきしていて、こうして会うたびにちょっかいを出してくる少し面倒な先輩だった。

「そういえばさ。さっき言ってたきずなっちの生徒って話は本当？　今まで誰が頼たのんでも『オレなんかまだまだ未熟者ですから』って言って断ってたじゃん。都市内でも十人といない《言霊使いスペリオル》のくせに生意気なこと言っちゃってさ」

「スペリオル？」

「生意気は余計です。それに今でも未熟者だと思ってますよ。だから陽彩に教えるのも基礎だけのつもりでいます。ようは最低限の知識を教える家庭教師みたいなものですね」

　陽彩の上げた疑問の声は無視してクリスティナに応える。喋っているうちにも彼の表情は渋しぶくなっていた。

「なんだ。生徒を持つならついでに何人か紹しよう介かいしようと思ったのに。きずなっちに習いたいって人ならいくらでもいるからねぃ。紹しよう介かい料りようだけでも十分稼かせげるんだけどなぁ」

「だからそうやって誰にでもたかろうとしないでください。迷惑だっていつも言ってるでしょ」

「あの……割りこむようですみません。一つ質問なんですけど、きずなさんってそんなに有名人なんですか？」

「？　もしかして知らないの？　きずなっちは高等部のほうだけでなく大学のほうでも有名だよ。なんてったって本物の《言霊使い》だからね。うちの学校できずなっちの名前を知らない生徒はいないんじゃないかな？　口は悪いし性格はもっと悪いけど、腕うでだけは確かだから教わりたいって人がたくさんいるんだよ。ホント、世の中不公平だよねぃ」

「もう二度と奢おごりませんから。食堂で見かけてもスルーしますから」

　本気で縁えんを切ろうかと考えているとクリスティナが「タンマタンマ！　今の冗じよう談だんだって」と彼の前に割り込んでくる。そんなクリスティナには構わずに陽彩が別のことを口にした。

「それとさっきから出てきてる《言霊使い》ってなんですか？　きずなさんに教わった話の中には出てこなかった単語なんですけど……」

「えっ？」

　陽彩の言葉を聞いてクリスティナの表情に違い和わ感かんの色が浮かぶ。それはすぐに疑ぎ惑わくの視線となってこちらに向けられた。すかさず目を逸そらす。

「きずなっち、隠かくしたね」

「……なんの話ですか」

　言いたいことはわかっていたがあえて知らん顔を決め込む。クリスティナはにやりと笑い詰つめ寄よってきた。

「別にいいじゃん教えてあげたってさ。なに？　もしかして自じ慢まん話ばなしみたいになるから嫌なわけ？　確かにきずなっちが教えたら嫌みだよねぃ」

「……ちっ」

「どういうことですか？」

　図星を指され渋い顔をする。自然と舌打ちが漏れた。陽彩は会話の意図が理解できずに首を捻ひねっている。

　クリスティナはイタズラを見つけた子供のように微笑ほほえむと、今度は陽彩の方へと顔を近づけた。

「《言霊使い》って言うのはさ。声だけで魔術を扱あつかえる人のことを言うんだよ。きずなっちが魔術を使ってるとこって見たこと無いかな？　魔術を使うのに必要な《呪法陣サークル》を使ってなかったでしょ？　それが出来る人のことを《言霊使い》って呼ぶの。都市内どころか世界中でもほとんどいないから〝上位の《魔術師ユーザー》〟って意味を込めて《言霊使い》って呼ぶんだ」

「上位の《魔術師》……確かに嫌みな感じですね」

「でしょ～。だから教えるの嫌だったんじゃないかな？　きずなっちってこう見えて自慢話とかそういう類たぐいのやつ嫌いじゃん？　変に意地張ってるところが可愛いよねぃ」

「……さっきから聞いてれば好き勝手なことを。別に教えたくなかったわけじゃないですから。単に言う必要性を感じなかっただけですから」

　言い訳だとわかりつつも一応ぼやいておく。クリスティナは「あ～、はいはい。そういうことにしといてあげるよ」とけらけら笑った。

「そういえばきずなっちさ。春休みのあいだにバイトしてたでしょ？　しかも夜のやつ」

「……いろいろと訂てい正せいさせたい個か所しよはありますが、バイト自体は二日ほどしてましたね。なんで知ってるんです？」

『夜のバイト』という響ひびきに引っ掛かりを覚えなくもなかったがそこは呑みこんでおく。今はなぜ知っているかのほうが気になったからだ。疑念の混じった瞳ひとみを向けていると、クリスティナはあっけらかんとした口調でとんでもないことを口にした。

「なんでもなにも……獣人事件の検死担当はうちのゼミだからね。先月末に運ばれてきた《獣人ビースト》のカルテを見ればそれぐらいわかるよ」

「っ！　それってどういう意味ですか？」

　意外なところから出てきた《獣人》という単語に陽彩が険しい顔つきをする。陽彩にとって獣人事件はいまだ鮮せん明めいなイメージが残っているのだろう。あまりにも真しん剣けんな表情で訊たずねるので事情を知らないクリスティナが困こん惑わく顔がおを浮かべる。

「どういう意味もなにもそのままの意味だよ？　私の所属してるゼミって獣身魔術を専門に研究を行ってるの。だからこういった事件が起こるとすぐに保安局のほうから話がくるんだよ。それで先月末に運ばれてきた《獣人》のカルテに《黒の断罪者ウルスラグナ》の名前が記き載さいされてたのを思い出したから聞いたってだけの話なんだけど……」

「……その名前、口に出さないでくれって言いませんでしたか。聞かれるとかなりまずいんですが」

「あー、そういえばそうだったね。ゴメンゴメン。今の無し」

　クリスティナが両手を合わせウインクする。正直その仕草はかなり疑わしいものだったが、今はそれ以上に気になることがあったのであえてそこはスルーした。

「そんなことよりクリス先輩。先輩としてはどうなんですか？　あの事件、まだ解決してないんですよね？」

　今朝の朝刊の一面を思い返す。そこにはしっかりとした文字で『獣人事件、止まらず!!』と書かれていた。あれからバイトに駆り出されるようなことはなかったものの、事件自体は大きなものなので気になっていたのだ。

「それがさっぱりなんだよね。そもそも獣身魔術は他人に効果を及およぼせないはずだしさ。少なくとも私には出来ないよ、他人を完全に獣化させるなんてこと。というかそんなことできる人いないんじゃないかな？」

　お手上げといったふうに両手を上げるクリスティナに少しだけ落らく胆たんする。クリスティナの所属するゼミは獣身魔術を専門とするゼミの中でも有数のゼミの一つだと聞いたことがあった。だから専門家の彼女ならばなにか解決策を見いだせているかもと期待しての質問だったのだが、どうやら空から振ぶりに終わったらしい。

「出来るはずがない、か。だが起こりえるはずのないことが実際問題として起こってる」

「そこがこの事件の不可解なところだよね。おかげで糸口がさっぱり掴つかめないよ。保安局も同じところで頭を抱かかえてるんじゃないかな？」

「……あの、出来ればあたしにもわかるように説明してほしいんですけど」

　彼らの話についてこれなかったのか。陽彩が困ったような顔で頼んでくる。彼はわかりやすく説明するため言葉を選ぶことにした。

「魔術にはいくつかの種類があるってこの前話したよな？　で、そのうちの一つに獣身魔術って呼ばれるものがあるって話をしたの覚えてるか？」

「身体からだの一部もしくは全すべてを人間以外の生き物へと変化させる魔術だよね？」

「そうだ。獣身魔術と呼ばれるとおり、この魔術の特性は人体を別の生物へと変化させる。獣身魔術という名前だが実際は獣だけじゃなく、虫や魚なんかにも変化することができるみたいだな」

　そこで一度言葉を切る。陽彩が話についてきているか表情を見て確認すると彼は続きを切り出した。

「で、だ。ここからが問題なんだが、獣身魔術には一つの特とく徴ちようがある。それがさっきクリス先輩と話していたことで、獣身魔術は術者自身の身体にしか作用しない。これは獣身魔術の特性として絶対に覆くつがえらないことのはずなんだ」

「それっておかしくない？　獣人事件の被ひ害がい者しやは実際に獣になってるんだよね？　効果を及ぼせないなら被ひ害がいが出るはずないんじゃ――」

「そうだな。だから保安局も手を焼いてる。この事件の犯人は誰だれもが成しえなかったはずのことをやってのけ、そのうえでどうやって変化させているかの糸口さえ掴ませないでいるんだ」

　先程のクリスティナと同じように両手を上げてお手上げといったポーズをとる。だが陽彩は諦あきらめきれないのか。さらに深く踏みこんできた。

「被害者に共通点はないの？　そこからたどったりできるんじゃないかな？」

「それもない。年ねん齢れいや性別はバラバラだし、《魔術師》かどうかにも拘かかわらず被害は出てる。被害に遭ってないのはそれこそ小学生以下の子供ぐらいで、あとは無差別に選ばれてると言っていいかもな。だからこの事件の被害者は感かん染せん者しやと呼ばれる。《獣人》になること自体が感染症の病気であるかのように、な」

「……感染者」

　ようやく合が点てんがいったのだろう。陽彩の顔色が青くなっている気がした。だがそれも仕方のないことである。陽彩自身獣人事件の被害者なのだ。怖くないわけがなかった。彼はふっと頬を緩めると、陽彩を安心させるように少しだけ補足する。

「とは言ってもだ。実際に感染してるわけじゃないし、わかってないだけで法則性なんかはあるんだろうな。少なくともオレがいるあいだは安心していいぞ。被害になんか遭わせないから。《魔術師》になるんだろ？　ならこの程度のことで怯おびえるなよ」

「……ン、信じてる」

　不安はまだ残っているのだろう。けれども陽彩は笑って見せてくれた。強がりでしかないとわかる笑顔でも、信じると言ってくれたのは素直に嬉うれしいと思う。

　そこで一つ思い出して陽彩から目を離す。先程から黙だまったままでいるクリスティナの方へと顔を向けた。クリスティナが黙っているのが少々意外だったのだ。

「ところでクリス先輩。さっきからなんで黙ってるんですか？　いつもならオレが話してる途と中ちゆうだろうと構わずに割り込んできますよね？」

「いやさ、ホントに先生してるんだなぁって思ってついね。きずなっちって余計な説明とか嫌いそうだからちょっと新しん鮮せんで」

「あー、そういうことですか」

　そのことについては自分でも同感だった。正直に言ってしまえばこの手の説明なんかは自分でも向いていないと思う。だから普ふ段だんならあまりしないのだが、どうも陽彩といるときだけは話さずにいられなかった。

（シンパシーってわけじゃないんだけどな）

　陽彩の境きよう遇ぐうを聞いてからというもの、前の自分なら絶対にしないようなお節せつ介かいを焼いているという自覚がある。しかしそれは自分が義姉あねにして貰もらっていたことを返しているようで、それほど嫌なものでもなかった。

　陽彩へと視線を戻もどす。いつの間にやら意気投合したのか。陽彩はクリスティナと話している最中だった。

「ところで陽彩ちゃんさ。一いつ緒しよにＳＮＳやらない？　桐ヶ谷で流行はやってるスノーホワイトっていうサイトがあるんだけどこれが面おも白しろいんだよ。《魔術師》の参加者なんかも多いから、これから《魔術師》になるなら質問とかも出来て便利だと思うんだよね」

「ＳＮＳですか？　構わないですけど、きずなさんもやってるんですかそれ？」

「残念だけどきずなっちはやってないんだ。前から誘ってるんだけど『興味ないですから』の一言で全部却きやつ下か。ホント協調性ってものがないよねぃ」

「興味ないものはしょうがないでしょ。そもそもやる意味がないですから」

　話は完全に獣人事件から逸れていた。彼が一人どうでもよさそうにしていると二人は携帯電話を見せあってやり取りし、少しして終わったのかそれぞれの鞄かばんへと戻していく。

「じゃ、招待状送ったから。登録したら連絡ちょうだいね。桐ヶ谷大付でも流行ってるから説明なんかは同級生に聞くといいよ」

「わかりました。いろいろとありがとうございます」

「いいっていいって。っと、私はこっちだから。きずなっち、また今度会ったらお昼ご飯よろしくー」

　いつの間にかたどり着いていた桐ヶ谷大付の前でクリスティナと別れる。桐ヶ谷大の正門はここより少し先なので、自然とクリスティナの方から離れていく形となった。

「……それにしても」

　クリスティナと別れた途と端たんに陽彩が口を開く。見るからに疲つかれた顔を浮かべていた。

「強烈な人だったね」

「……ああ、ホントにな」

　しみじみといい終えたあと、下げ駄た箱ばこが違ちがうので陽彩ともそこで別れた。
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　下駄箱の前で受け取ったクラス名めい簿ぼに従って教室に入ると、狭霧絆は額を押さえ嫌そうな顔を浮かべた。

「やっ、おはよーキーちゃん」

「……またオマエのクラスか」

　教室へと入ってすぐに出で迎むかえてくれた新しいクラス担任の顔を見て嘆息する。予想していなかったわけではないが、それでも落胆せずにはいられなかった。

「またもなにも、キーちゃんみたいな問題児を他の教師が面めん倒どう見てくれるわけないだろ。それと紗さ月つきちゃんも僕ぼくのクラスだよ。今年もよろしく」

「……いつも言ってると思うが公私をわけろ祥しよう太た郎ろう。平日の学校であだ名は止めろ」

「いや、学校で教師を呼び捨てにするやつにだけは言われたくないからなそれ」

　今度は祥太郎が嘆たん息そくする。そんな祥太郎を無視して教室を見回すと、自身へと割り当てられた席を見つけ腰こしを下ろした。あとからついてきた祥太郎はこちらの机の前に立つ。

「で、紗月は？　また遅ち刻こくか？」

　席に座すわったまま教室内を一いち瞥べつするも真ま野や紗さ月つきらしき人ひと影かげは見当たらない。手洗いに行っている可能性もないではなかったが、彼はあえて『遅刻』という単語を強調した。

「休み明けのこの時間帯に紗月ちゃんが来てるわけないだろ。同じアパートに住んでるんだから起こしてきてやればいいのに」

「なんで朝っぱらからそんな面倒な真似しなきゃならないんだよ。オレはアイツのお守じゃないって言ってるだろ」

「はいはい。ホント、紗月ちゃんも報むくわれないよな」

　わけのわからないことをぶつくさと漏らす祥太郎は無視してクラス名簿に目をやる。先程受け取ったときはぱっと見でしか確認しなかったため今度はしっかりと確認した。

「にしても癖の強そうなのが揃そろってるな。去年の問題児だらけじゃないのかこれ？」

「その言葉、みんなもキーちゃんにだけは言われたくないと思うから。うちのクラスが曲くせ者ものぞろいだってこと自体には同意するけどな」

　祥太郎の呆れ声はあえて無視する。見終わったクラス名簿をしまいこみ、かわりに携帯電話を取り出して二行ほどの短い文章を送信した。

「これでよしっと」

「紗月ちゃんに送ったのか？」

「そっ。どうせすぐには返ってこないけどな。かといって送っとかないとうるさいだろアイツ」

「だったら最初から起こしてきてやれっての」

「いちいちうるさいぞ祥太郎。文句があるなら自分でやれ。あとオレは寝る」

　机に突つっ伏ぷす。始業式まであまりなかったが仮か眠みんぐらいならとれると思った。今日はいつもより早く起こされたためもう少し寝ておきたかったのだ。

　そんなこちらの様子を察してか。祥太郎が気を遣って立ち去ろうとする。

（ン？　そういや――）

　けれどもすぐに顔を上げる。脳のう裏りに過よぎるものがあった。気づけば立ち去りかけた祥太郎を呼び止めていた。

「ちょっと待て祥太郎……すっかり忘れてたんだが、このあいだのバイトのあとに頼んどいたアレってどうなってる？　調べもの頼んだよな」

「アレ？　……あー」

　教室には他のクラスメイトもいたため『獣人事件』という単語は避さけたのだが、祥太郎にはそれで通じたのか。彼と同じ高さになるように屈かがむと声を小さくして話しだした。

「例の強化型の件だよな？　それなら進展なしだ」

「進展なし？　あれから二週間も経たってるってのにか？」

　白藤陽彩と出会った日に遭遇した《獣人》のことを思い浮かべる。あの日の《獣人》は明らかに前日の《獣人》とは違うものだった。そのことについていくつか調査を頼んでおいたのだが、どうやら空振りらしい。

「そのことなんだけどさ。ちょっと不可解なんだよな。キーちゃんから受けた報告だと、あの日キーちゃんと遭遇した《獣人》は炎ほのおを鞭むち状じようにした魔術を使うって話だったろ？　それは他の目もく撃げき者しやからも証言が取れてるんだけど、あの日以外で同じことができた《獣人》ってのが確かく認にんされてないんだよ」

「それっておかしくないか？　あの日の《獣人》も獣人事件の獣だったんだよな？」

「それは間ま違ちがいないと思う。他人を獣化させるなんて真似が出来る《魔術師》は獣人事件以外で確認されてないから、こればっかりは模倣犯なんかもありえないし」

　それは確かに妙みような話だった。強化された《獣人》が獣人事件の獣なら、それ以後の《獣人》にも同様の変化が現れるのではないかと踏んでいたのだ。

「となるとあの日の《獣人》だけが特別だったってことか？」

「そう考えたほうが妥だ当とうかもな。これは仮説だけど強化された《獣人》……呼びにくいから《強化獣人ハイビースト》と呼こ称しようしようか。《強化獣人》にはなにか別の目的があったんじゃないか？」

「別の目的……」

　口元に手を当てて押し黙る。なんとなく嫌な予感がした。彼が関わったときにだけ現れた《強化獣人》。これの意味するところがなんなのか。嫌でも勘かん繰ぐってしまう。

「それとキーちゃんが言うように甲こう殻かくがあったなんて話も聞かなかったぞ。あれ以降に事件を担当した《魔術師》は前日と同じ魔術を使っても始末できたって報告してきてる。そういうことだから検証するにもデータが足りないんだよな。《強化獣人》の遺体でも残ってればよかったんだけど、それはキーちゃんが完全に吹ふき飛とばしちゃったし」

「あー……」

　あの日のことを思い浮かべる。彼が最後に放った漆しつ黒こくの雷かみなりは《強化獣人》を完全な消し炭へと変えていた。遺体からデータが取られているかもしれないという可能性を考こう慮りよした結果、自身の魔術の痕こん跡せきを残さないようにと行った配はい慮りよのつもりだったのだが――どうやら逆の痕跡まで断ってしまったらしい。

「一応確認するけど、気のせいってことはないよな？　《強化獣人》と戦せん闘とうしたって記録はキーちゃんにしかないわけだしさ。それも二日間しか引き受けてくれなかっただろ？　言いづらいことなんだけど、保安局のほうでは完全に誤報扱いにされてるんだよな」

「それはないな。あれだけ違ってたんだ。間違えようもないだろ」

　自然公園で見た《獣人》は《強化獣人》よりも数段劣おとるものだったという確信がある。彼の得意とする〝月つく読よみ〟で斬きり裂さくことができたし打だ撃げきも効果的だった。けれども《強化獣人》にはそのどちらも通用しなかったのである。

「まあそうだよな。僕もキーちゃんがそういった分ぶん析せきミスするとは思ってないし。他の誰かならともかくキーちゃんにピンポイントって言うのが悪意感じるしな。恨うらみ買ってるからなぁ、キーちゃんはさ」

「……」

　それには目を逸らして応えないでおく。代わりに別のことを口にした。

「そういえばさっきそこでクリス先輩に会ったんだが、獣人事件の検死担当してるって話は本当か？」

「ああ、その話なら本当だ。あの事件の検死はうちの大学のほうで行われてる。獣身魔術に関してなら保安局の検死官なんかよりよっぽど有能だよ、うちのゼミは」

「へぇ、有名だとは聞いてたけどそんなにすごいのか先輩のいるゼミ。ちょっと意外だな」

「すごいなんてもんじゃないぞあれは。それもクリスちゃんのゼミというよりはクリスちゃん個人の活かつ躍やくだな」

「あの人の？　ただの偶ぐう然ぜんじゃないのか？」

　予想外の答えだったので怪け訝げんな顔をする。普段のクリスティナの態度からは全く想像がつかなかったのだ。ゼミの中でも下したっ端ぱだとばかり思っていたのだが、祥太郎は「とんでもない」と言ってその思い込みを否定する。

「あまり知られてないことだけどこの一、二年間で都市内の獣身魔術が発達したのって全部クリスちゃんの功績によるものだぞ。本人は『可愛い子の頭に猫耳を生やすにはどうしたらいいか？』っていう如い何かにもなモノを研究テーマにしてるみたいだけど、彼かの女じよの研究の応用が都市内での獣身魔術の基き盤ばんになりつつあるんだ。死んだ父親も優ゆう秀しゆうな《魔術師》だったみたいだからなにかコツでも教わってたのかもな。ああいう性格だからわかりにくいけど、本物の天才ってのはあの娘こみたいなのを言うんだと思うぞ」

「ホントかよそれ？　どうも信用できないんだよな。先輩素すがあんなんだし。もしそれが本当ならあの人が犯人じゃないのか？」

　祥太郎にしては珍めずらしい賛辞の声を聞いてもいまいち信用できず冗談めかしてしまう。祥太郎もそれがわかっているのか。苦笑交じりの声で返してきた。

「さすがにあの性格でそれはないだろ。そもそもクリスちゃんが《獣人》を作り出す理由もないし。仮にそれが出来たとしてもあのお気楽な性格からしてもっとくだらないことに使うと思わないか？」

「だよな。さすがに的外れか」

　結局なんの進展もないまま振り出しに戻ってしまう。そんなとき携帯電話に振しん動どうが走った。確認するとメールが一通届いている。

「紗月ちゃん？　これから来るって？」

「……始業式なんて無意味なものは休むでないだと。ったく、アイツまた出席日数ギリギリになるんじゃないのか？　さすがに今年は留年だろ」

　出席日数に関しては去年、一昨年と最低記録更新中の紗月である。新年度が始まった今からでも留年決定はありえない話ではなかった。

「紗月ちゃんはなぁ。一応成績だけは良いから大だい丈じよう夫ぶじゃないか？　どうせ桐ヶ谷大付うちに通う生徒のほとんどが桐ヶ谷大うえに持ちあがりだし。それほど難しい話でもないだろ」

「推すい薦せん取れればな」

「あー……」

　二人して紗月の行く末を案じていると予よ鈴れいのチャイムが鳴り始める。彼は嘆息した。

「まっ、そこは本人がどうにかするだろ」

「そうだな。ああ見えて紗月ちゃんしっかりしてるし」

　それでこの話題を終える。時間も時間なので始業式の会場へと向かおうとしたとき、

「にしてもキーちゃん。最近ため息増えたんじゃないか？　幸せ減るから気をつけたほうがいいぞそれ」

「ほっとけ」

　先さき程ほど白藤陽彩に言ったのとまったく同じ類のことを祥太郎から言われたのだった。
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「ただいま。きずなさん帰ってる？」

　学校が終わってアパートに戻ると、白藤陽彩は靴くつを脱ぬぎリビングへと声をかけた。

（……まだ帰ってないのかな？）

　狭霧絆の靴を確認する。絆の靴は玄げん関かんに置かれていなかった。

「とりあえず連絡だけしとくかな」

『Ｔｏ▽狭霧絆　Ｓｕｂｊｅｃｔ▽テスト対策　本文▽テスト前に復習しておきたいので寝しん室しつにある参考書をお借りします。それときずなさん、まだ学校ですか？』

「これでよしっと。入るね」

　簡単なメールだけ打って送信するとリビングを越こえて絆の寝室へとお邪魔する。まっすぐに本ほん棚だなへと向かい手を伸のばした。

「えっと……これだったよね」

　表紙に『《魔術師》入門・基礎知識編』と書かれた本を手にとって腰を下ろす。ページを開いて復習に励はげんでいると携帯電話からメールの着信音が響いた。

『Ｆｒｏｍ▽狭霧絆　Ｓｕｂｊｅｃｔ▽好きにしろ　本文▽ちょっと気になることがあるから遅おそくなる。夕方までには帰るからテストは予定通りに。』

「……もう、タイトルぐらいまともにつけられないのかな。どこにいるかも書いてないし」

『Ｔｏ▽狭霧絆　Ｓｕｂｊｅｃｔ▽ＲＥ：好きにしろ　本文▽了解です。準備ばっちりにして待ってます。絶対受かるからご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いしますね！』

「これでよしっと。さて、勉強勉強」

　それだけ送って満足すると、彼女は参考書へと意識を移した。
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『Ｆｒｏｍ▽白藤陽彩　Ｓｕｂｊｅｃｔ▽ＲＥ：好きにしろ　本文▽了解です。準備ばっちりにして待ってます。絶対受かるからご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いしますね！』

「ったく、今日はそればっかりだなオマエ」

　携帯電話をポケットに戻すと、狭霧絆は誰もいない教室から出て歩きだした。放課後の学校である。先程白藤陽彩にメールしたとおり気になることがあったので一人教室に残っていたのだ。

　がらんとした廊ろう下かを越えて目的地までたどり着くと足を止め部屋を覗のぞきこむ。部屋にはまだ数人の生徒が残っているようだった。目的の人物がいることを確認したのち、死角になりそうな場所まで移動すると壁かべに背を預け無関係な生徒たちがいなくなるのを待つことにする。

　三十分ほど待っただろうか。生徒たちの去る声が聞こえてくる。声が遠ざかるのを待ってから再度扉とびらへと向かった。軽く扉をノック。

　トントン――

『どうぞ』

「失礼します」

『保健室　担当：崎さき和かず成なり』というプレートの張られた扉を開けて中に入る。奥おくの椅い子すに座っていた養護教諭が出迎えてくれた。

「やあ、狭霧君か。今日はどうしたんだい？」

　彼が会いにきたのは、くたびれた表情が全面に浮うかぶ冴さえない感じの初老の男性である。元々は黒かったであろう短たん髪ぱつはほとんどが白へと染まっており、その疲れ切った表情と合わさって年齢以上に老ふけさせて見せる。おそらく学外で会っても気づかないだろう。特徴らしい特徴のない、影かげの薄うすい白衣の教師だった。
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「今日は崎教諭に聞きたいことがあって参りました。少しお時間を頂けないでしょうか？」

「聞きたいこと？　思い当たる節がないね。このあと職員会議もあるからあまり時間は取れないけど、それまでのあいだでいいなら構わないよ。なにかな？」

「なら率そつ直ちよくにお聞きします。春休みにお会いしたとき、オレは崎教諭に二人の生徒を預かってもらいましたよね？　あの二人、あのあとどうしましたか？」

　陽彩と初めて会ったあの日。喧けん嘩かをしていた男たちを預けたのがこの崎和成という養護教諭だった。これはつい先さき程ほど桐ヶ谷祥太郎に確認をとってわかったことだが、あのマンションが火事になった日以降に加か藤とう達たつ也や――炎の鞭を使う少年の姿を見た者はいないという。

　あの日の火事と《強化獣人》に殺された死者の身元は保安局の《魔術師》により全て確認されているが、その中にも達也と思おぼしき遺体は出てこなかったという話だ。しかしマンションの防犯カメラにはあの日達也が帰宅した映像がしっかりと写っており、少なくとも火事になるまでのあいだ達也がマンションにいたことは間違いないという。

　既すでに瓦が礫れきも撤てつ去きよされており、身元不明のまま瓦礫の下にいるということもありえなかった。あの事件で出た唯ゆい一いつの行方ゆくえ不明者。だから消去法からして、《強化獣人》こそが達也であると彼かれは結論付けたのだ。

　そうなった場合、彼の知る限りでは行方不明となる以前の達也と最後に会っていたのがこの教師ということになる。

「どうしたというと？　あの二人とはちょっと話をしたあとに家に帰したけど、なにかまずいことでもあったのかな？」

「あの二人のうち一人が行方不明になってます。それもあの日を境に。なにか変わったことはありませんでしたか？」

「……なるほど。つまり私を疑っているのか」

「有あり体ていに言えばそうなりますね」

　ストレートに答える。彼はあの日の出来事を偶然で片づけるつもりはなかった。

《魔術師》にとって炎を鞭状にすること自体はたいして難しいことでもない。わざわざその形状を選んで使うものは少ないだろうが、出来るかどうかなら多くの《魔術師》が可能と答えるだろう。だからそこまでなら偶然で片付けることもできた。

　けれどもあの日を境に達也の行方がわからなくなっているというのなら話は別である。彼と関わった日に行方不明となり、それと同じタイミングで同じ魔ま術じゆつを使う《強化獣人》が現れた。しかも彼の魔術だけを対策した肉体を手に入れて。条件が揃い過ぎていると思った。

（《魔術師》の起こす事件に偶然はない。あるのは歪ゆがみ切きった必然だけだ。少なくともこの事件の犯人はオレを――《黒の断罪者》を疎うとんでる）

　そうでなければ彼が関わった日にだけ《強化とくべつな獣人じゆうじん》を用意する理由がわからなかった。あの日彼が関わったのは《賢人教会ウイズダムズ》から来るはずの増員が遅おくれていたために起きた偶然だと思っていたが、今はそれすらも疑わしい。

　それは和成が《賢人教会》から派は遣けんされてきた教師だからである。和成なら直接《賢人教会》にかけあって増員を遅らせることも可能ではなかろうか。

　本来なら獣人事件などといった物ぶつ騒そうな事件とは関わり合いになりたくない。が、ピンポイントで彼を狙ねらっているなら話は別だった。憂うれいは早いうちに断っておく必要がある。

「その様子だと特になにもなかった、と言っても信じてくれそうにないね」

「なにもなかったならなにもなかったなりに話してください。正直に言わせてもらえば、崎教諭以上に疑わしい人物もいないんです」

　あの日彼と達也の両方に関わったものは数人しかいない。白藤陽彩ともう一人いた刀の男。それと目の前にいる崎和成という教師の三人だけ。まず前日まで都市にいなかった陽彩は除外しよう。刀の男も実力的に見て除外していいと思う。残ったのはこの和成のみ。

　多少強ごう引いんな推論なのはわかっている。和成と別れたあと、達也が別の誰かと接せつ触しよくした可能性のほうが高いからだ。その人物からなにかしらの魔術を受け、達也は住居とするマンションに帰ってから《強化獣人》と化した。もし敵の狙いが《黒の断罪者》ならあの日の喧けん嘩か騒さわぎも監かん視しされていただろうし、達也に目をつけてもおかしいところはない。

　和成から解放された達也に接触し、なにか仕し掛かけることだってできたかもしれないのだ。獣人事件は感染方法がわかっていないから、この程度の推論でさえ行いき詰づまってしまう。

「とは言ってもね。本当になにもなかったんだから話のしようもない。彼、加藤君だったかな？　行方不明になったのは今朝の職員会議でも話題になっていたよ。春休み中に行方がわからなくなった男子生徒がいるとね。あのときの子だとわかったときは驚おどろいたよ。本来なら今日にでも反省文を書いてもらうつもりだったんだが、それは無理そうだね」

「……」

　淡たん々たんと話す和成の話に耳を傾かたむける。話の内容自体におかしなところはない。けれども引っ掛かることがあった。

（なんで行方不明者が出たってのにこんなに落ち着いてるんだ？　それも疑われてるのは教諭自身だってのに）

　和成の様子はあまりにも普通過ぎた。まるで行方不明者が出たことに関心がないとでも言うような、そんな印象すら覚える。

「こんなところでいいかな？　そろそろ職員会議のほうに顔を出したいんだがね」

「もう一つだけ。なぜあの日崎教諭は学校にいらしたんですか？　崎教諭は部活動の顧こ問もんはしてなかったはずですよね？　学校にいた目的がわからないんですが」

「研究のためだ。休日ぐらいしか好きに研究できなくてね。学校なら環かん境きようも整っているし、割とよく来るんだよ」

「……そうですか。ありがとうございました」

「いや、別に構わないよ。狭霧君はこのまま帰宅かな？　どうせだしそこまで一緒に行こうか。下駄箱なら途中まで一緒だしね」

「そうですね。行きましょうか」

　職員会議に向かうという和成と共に保健室をあとにする。無言で並び歩き下駄箱と職員室との別れ道で軽く会え釈しやくし別れた。が、少し歩いたところですぐに和成が振り返る。

「そういえば忘れていたよ。私からも一ついいかね？」

「なんでしょう？」

「私を疑うのは構わないが、探たん偵ていごっこもほどほどにしておきたまえ。獣人事件は都市内でも大きな事件だ。いくら君が《言霊使い》だからといっても、子供がむやみに首を突っ込むのは感心しないよ」

「……以後気をつけます」

　それだけ言うと和成は去っていく。和成がいなくなったあと、彼は小さく呟つぶやいた。

「獣人事件ね。加藤達也が行方不明になったのがなんの事件かなんて、オレは言ってませんよ」

　和成がいなくなった廊下を暫しばらく睨にらんでから、彼はその場を後にした。
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　トントン、トントントン――

「紗月、オレだ。いるか？」

　帰り道。狭霧絆は自室ではなく真野紗月の部屋の前で足を止めた。白藤陽彩を待たせたままなのは気がかりだったが、それ以上にやっておかねばならないことがあったのだ。

「……」

　インドアな紗月の性格からして部屋にいると踏ふんでいたのだがいくら待っても出てくる気配はない。さすがに夕刻前のこの時間帯まで寝ねているとは考えづらかった。紗月の携帯電話へとコールする。けれども電話は繋つながらない。

　が、すぐ近くから着信音が聞こえてきていることに彼は気づいていた。紗月の部屋の中。それもおそらくはドアのすぐ後ろから。

「『なにか用かしら？』」

　電話が繋がる。それと同じくしてドアの向こう側からも同じ声が響いてきた。

「……遊んでないでさっさと出て来い。電話代の無む駄だだ」

「『つれないわね。今開けるわ』」

　通話が切れドアが開く。暖だん房ぼうでもかかっていたのだろう。開くと共に熱気が漏もれだした。

「おはよっ、きずな君。今日もずいぶんと気だるそうね」

　そこには、胸むな元もとの大きく開いた黒のノースリーブシャツにデニムのショートパンツといった格好の紗月が立っていた。呑のん気きにあくびなどしながら緩ゆるい挨あい拶さつを交かわしてくる。

「だるそうってのはオマエにだけは言われたくないけどな。少し調べてほしいことがあってきたんだが……頼たのめるか？」

「ドアを開けるなりそれ？　もっと他に言うべきことがあるんじゃないかしら？」

　紗月が呆れたように嘆息する。なにを求められているのか察して面倒くさそうに紗月の姿を凝ぎよう視しした。当てずっぽうで答える。

「そのシャツ新調したのか？　似合ってるな」

「ありがと。でもハ・ズ・レ。新調したのはカチューシャよ。このシャツを着てきずな君に会うのは二度目ね」

「……いちいち覚えてられるかそんなの」

「別にいいわ。たいして期待してたわけでもないし。それで、調べてほしいことってなにかしら？　長くなるなら中でコーヒーぐらい出すけど？」

「ここでいい。一つ聞きたいんだがオマエ、獣人事件についてどの程度の知識がある？」

「獣人事件？」

　場の空気が重くなる。紗月の顔からも緩さが抜ぬけた。

「春休みに桐ヶ谷先生から説明を受けた程度ね。多分きずな君と同程度だと思うけど――それがどうかした？　きずな君、獣人事件には関わりたくないんじゃなかったっけ？」

「そのつもりだったんだけどな。少し事情が変わってきた。いくつか気になることがあってその調査を頼みたいと思ってる」

「気になることねぇ。調べもの自体は構わないけど、高いわよ？　わたしと同じ苦学生のきずな君に支し払はらえるかしら？」

「……獣人事件は都市内でも大きな事件だ。自主的に調べ糸口でも掴めれば祥太郎から保安局のほうに口くち添ぞえしてもらえる。解決まで漕こぎ着つければかなりの額の報ほう酬しゆうが入るはずだが、それじゃダメか？」

「ダメね。きずな君の言う〝気になること〟がなにを指しているかはわからないけど、報酬としては確実性にかけるわ。調べたあとにもしそれが空振りだったらわたしの取り分もゼロになっちゃうものね。そんな博ばく打ち、打つほうがどうかしてると思わないかしら？」

　紗月の言い分は正しい。彼の提案では紗月に報酬が入るとは限らないからだ。散々調べ回った挙句に見けん当とう違ちがいとなると完全に無む駄だ骨ぼねでしかない。

「……なにが望みだ」

「それほど高い要求をしようってつもりはないわ。こっちも学費を支払ったばかりで手持ちがないのよ。今月分の家賃を肩かた代がわりしてくれるなら手を打って上げる」

「……」

　暫しばしの沈ちん黙もく。彼自身も今年度の学費を支払ったばかりで手持ちがあるとは言えなかった。家賃にしてもそうで、おそらく貯金を合わせても二部屋分には届かないだろう。

（まっ、しょうがないか）

　最悪自身の家賃は大家に待ってもらうよう頼めばいい。今はなんとしても紗月の力を借りておきたかった。

「わかった。それでいい」

「契約成立ね。それで、調べてほしいことって言うのはなにかしら？」

「崎和成について」

「養護教諭の？　それと獣人事件になんの関係があるの？」

「勘かんだ」

「勘？」

「そっ。オマエも見てたと思うが二日目に現れた《獣人》――祥太郎と話した結果《強化獣人》と呼称したんだが、ソイツは明らかに前日の《獣人》とは違うモノだった。オレへの対策をした形けい跡せきがあったし、獣化した人物にも心当たりがある。それを踏まえたうえで考えると、あの日オレと関かかわった人間が怪あやしいって結論に至るんだ。そうすると崎教諭ぐらいしか怪しいやつが思い浮かばない」

「ずいぶんと無理やりな推論ね。そんなのに家賃なんて賭かけちゃっていいのかしら？」

　皮肉気に口の端が上がる。そう言ったシニカルな表情はとても紗月らしいと思えた。

「本音をいえば嫌いやなんだけどな。それでも一つずつ当たってかなきゃ前に進めないだろ」

　今は少しでも手がかりが欲ほしいところである。自分だけならなんとでもなるが、部屋には陽彩もいるのだ。多少博打に出たとしても行動を起こさねばならない。

　紗月もそれで納なつ得とくしたのか。得心したように頷うなずいた。

「それもそうね。ところでつい最近きずな君の部屋に居ついてる泥どろ棒ぼう猫ねこだけど、あの娘こは元気にしてるかしら？」

「泥棒猫ってオマエな……陽彩なら元気にしてるぞ。それがどうしたんだ？」

「少し気になっただけよ。あの日きずな君と関わったって条件ならあの娘も同じじゃないかしら？　確かあの娘よね。きずな君が助けたのって。疑わない理由がないと思わない？」

「言いたいことはわかるが、陽彩はあの日桐ヶ谷に来たばかりなんだぞ？　獣人事件の発生はもっと前からだってオマエも知ってるだろ」

「別に都市にいなかったからといって容疑が晴れるわけでもないでしょう？　獣人事件の感染方法は誰だれにもわかっていないんだもの。桐ヶ谷の外からでも可能かもしれないわよ」

「それを言い出したら切りがないけどな。オマエだって怪しいうちに入るぞ」

「きずな君も、ね。今のきずな君がアリバイ工作のために自演してるって可能性は拭ぬぐえないんじゃないかしら？」

「……腹の内を探さぐりあってても埒らちが明かないな。ここらで一つ身の潔白といかないか？」

「それがよさそうね。とりあえず、容疑者を挙げましょう」

「オレがあの日関わったのは六人だ。今さっき名前の挙がった白藤陽彩、喧嘩をしていた二人組、崎和成、桐ヶ谷祥太郎、そしてオマエ。あとは特にいなかったと思う」

「それにきずな君自身を入れて七人ね」

　黙って頷く。彼は順番に容疑を外していくことにした。

「まずオレとオマエだが……白だ。そもそもの問題として獣身魔術が使えない」

「それに関しては同意しておくわ。桐ヶ谷先生も白。先生も獣身魔術には精通していない」

「陽彩に関しても同じだ。理論上はオマエのいうとおり都市の外からでも仕掛けられないわけじゃないが、実際にそんなこと出来るやつまずいないしな。効果範囲の広い風水魔術を得意とするオマエでも海は越えられないんだ。ほとんど不可能と言っていいだろ」

「残念だけどそれも肯こう定ていするしかないわね。特に獣身魔術は効果範囲が狭せまいことで有名だから、海を渡わたって発動するなんてことは考えられないし」

　紗月があっさりと肯定する。半眼で睨みつけた。

「なんだよ。わかってるなら陽彩を疑う必要なんてなかっただろ。さっきはどうしてあんなこと言ったんだ？」

「八つ当たり、かしらね。最近かまってもらえなかった分の」

「？」

「気にしないでいいわ。どうせ言ったってきずな君にはわからないから」

　言っている意味がよくわからなかったのでとりあえず流しておく。残った可能性について検証を始めた。

「喧嘩をしていた二人組についてだが、一人は事件の感かん染せん者しやで間違いないと思う。もう一人については……実力的に見て力不足だな」

「能ある鷹たかは爪つめを隠かくすって言うけど？」

「その手のタイプには見えなかった。キレて簡単に魔術を使うようなやつだったし。仮に犯人ならもっと慎しん重ちようにいくんじゃないか？」

「それで残ったのが崎先生ってわけ？　崎先生は《賢人教会》の関係者だし、まあ妥当なところね。他の可能性はどう？　きずな君と会っていなくても、きずな君を監視していた人物の可能性なら捨てきれないんじゃないかしら？」

「そうなった場合は完全にお手上げだな。いくらでも容疑者が増えちまう。だからその可能性を探るのは崎教諭を調べてからでも遅くないだろ」

「それがよさそうね。崎先生についてなにかわかったことがあったら連れん絡らくするわ。それでいい？」

「頼む。あとで気になったことがあったらメールするからそっちもチェックよろしく」

「了解。じゃあまたね」

　紗月と別れる。なにかわかるかはともかくとしてこれで状じよう況きようが変わると思った。

（まっ、なんとかなるだろ）

　胸中でそう言い聞かせたあと、陽彩との約束を守るべく自室へと帰った。
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　狭霧絆が部屋に戻もどると、白藤陽彩は本棚の前で参考書と格かく闘とうしている最中だった。折おり畳たたみ式しきの丸テーブルを準備して陽彩と向かい合う形で席に着く。

「それで試験はどういう形式なの？」

「それなんだが、陽彩にはこれから出題する質問に答えてもらおうと思ってる。問題数なんかは決めてないがそれなりに出すつもりだからそのつもりで」

「答えるだけでいいの？」

「確認したいのは《魔術師》としての常識が身についてるかどうかだからな。陽彩は都市で暮らしてきた同級生より遅れてるわけだし、細かいことはおいおい覚えればいいだろ」

　都市の外から来た陽彩とは違ちがい、桐ヶ谷で生まれ育った子供達には小学校の頃ころから《魔術師》としてのカリキュラムが与あたえられる。早い者だと低学年から魔術を使う者も出てくるぐらい、都市の子供たちは魔術と密接だと言えた。

　陽彩にはその下地となるべき知識が不足していたため、魔術を教える前に叩たたきこんでおきたかったのだ。

「っと、あんまり遅くなってもあれだし始めるか。一問目だが――魔術とはどういったものか、だ」

　陽彩と初めて会った日に話したことをわざと大おお雑ざつ把ぱな括くくりで問いかける。陽彩は頭を捻ひねるようにしてゆっくりと答え始めた。

「魔術とは……異能の業のことです。用よう途とはさまざまだけど、無機物を自在に操あやつる媒ばい介かい魔ま術じゆつや風や水などといった自然的な力エレメントを司つかさどる風水魔術などに分かれます」

「そこまではいいな。媒介魔術は錬れん金きん術じゆつなんていう呼び方をされていたこともあり、物質を別の金属に変えたり質量を増やしたりなんていうことも可能だ。ヘアピン一本からでも殺傷度の高い道具を作り出せるから使い勝手はいいし人気なんかも高い方だと思う。それとは逆に風水魔術は扱あつかい辛づらい魔術だな。風を自在に操ることで自身の視界以上のモノを見み渡わたす広こう範はん囲い索さく敵てきなんかも行えるが、その分術者の実力が問われる高度な魔術と言っていい」

　真野紗月が得意とするのがこの風水魔術だった。彼女は風水魔術のエキスパートであり、風を使うことに特化した《魔術師》である。

「魔術の種類に触ふれたことだしもう少しいくか。オレの使ってる魔術はなにか、だ」

「きずなさんの使っている魔術は二種類あります。一つは思い描いた空想を具現化する幻げん想そう魔ま術じゆつ。それともう一つは自身の肉体に直接魔ま力りよくを流し強化する気功魔術ですね。気功魔術は少し特とく殊しゆな性質があり、この魔術には《呪法陣》や声を必要としません」

「前者の例をあげるならオレの作る〝月読〟や今着てるこの上着なんかが幻想魔術だ。幻想魔術は術者の想おもいに比例して力を上げる。オレが『〝月読〟は折れない』と思ってる限り絶対に折れないといった感じにな。だが逆にいえば恐きよう怖ふや焦あせりなんかで力を無くすもろ刃はの剣でもある。強く念じなければ形なんかも安定しないから、使い勝手としては良くない方だよ。もっともオレが教えられるとしたらこの魔術だけだけどな」

「あれ、気功魔術はダメなの？」

「ダメってわけじゃないが、うまく説明できる自信もないな。気功魔術は身体からだに魔力を流すことでスピードや打だ撃げき力りよくなんかを大おお幅はばに強化する魔術だ。癖くせが強くて習得しにくいから教えるのにも向いてない。で、次だが……魔術の起源について説明してもらえるか」

「どうしてこのような力を扱えるのか？　これについてはいろいろな説があるけど、一番有力なのは悪あく魔まから授さずかったっていう説です。人は悪魔の持つ魔術を授かり、特殊な力を備える《魔術師》となった。これが一いつ般ぱん的てきに知られる《魔術師》の解かい釈しやくですね。合ってますか？」

「だいたいいいな。それじゃ次は――」

「あっ、ちょっと待ってもらってもいい？　一つ気になることがあるんだけど」

「ン？　どうした？」

「ずっと気になってたんだけど悪魔って本当にいるの？　どの本にも必ず名前だけは出てくるんだけど、どんな姿をしているのかが全く書かれてないよね？」

「……あー、そういうことか。ちゃんと存在するよ。というか陽彩も見たことあるはずだ」

「えっ、嘘うそ？　どういうこと？」

「《使い魔フアミリア》だよ。何度も見てるよな？」

「《使い魔》？　あんなに可愛かわいいのに悪魔なの？」

　余よ程ほど意外だったのだろう。こちらの解答を聞いて陽彩が目をパチクリとさせる。

「見た目に騙だまされるなよ。これを言うとこれから出す質問に触れるんだが、魔術って言うのは目に見えない力――魔力を使って事象を成すことを言うんだ。で、悪魔って言うのは身体の全すべてがその魔力で出来ている存在のことを言う」

「魔力で？」

「そっ。だから形なんかも一定じゃないし、個体によっては実体を持たなかったりもする。幽ゆう霊れいってわかるよな？　成じよう仏ぶつできない死者の霊れい魂こんがどうこうってやつ」

「わかるけど、それとどう関係するのかな？」

「一般的にはああいうのも悪魔の類だと言われてる。死者の魂たましいなんてモノは存在せず、おそらくは魔力によって形成された生前の残留思念なんだろうな。そういったモノと接触することにより人は魔術を扱えるようになった、っていうのが魔術の起源だ」

　当あたり障さわりのない範囲でだけ説明する。本当は少し違う意味も含ふくまれているのだが、それについてはわざと言げん及きゆうしなかった。

「《使い魔》で思い出した。さっきクリスさんも言ってたけどきずなさんって《使い魔》を必要としないんだよね？　《言霊使い》だっけ？」

「そのことか。それについては次の問いを終えたらな。魔力についてはオレが説明したから、その分類について詳くわしく頼む」

「了解。魔力には大きく分けて三つあります。個人に宿る力《己魔力オド》と、大気中に満ちている力《世魔力マナ》。それとその二つを合わせることで生まれた《混合魔力ハイブリツド》の三つですね。魔術はそのどれかを使って力を発揮します」

　説明に戻ったことで陽彩が再度頭を捻らせ始める。彼は黙だまって耳を澄すませた。

「《己魔力》は武道で言うところの気功に近いものだと言われていて、その人自身の力を使って魔術を行使するイメージが近いです。これは誰もが持って生まれた力というわけではなく、生まれつき持っている人もいれば苦難の末に得る人なんかもいるみたいですね」

「その見分け方が生まれつきの髪かみの色だ。髪の色が黒から離はなれるほど《己魔力》が強く、逆に黒に近いほど《己魔力》は弱いとされてる。東洋人は基本的に《己魔力》とは無む縁えんだと言われてるな。そしてそれがオレの《使い魔》を必要としない理由の一つでもある。自分自身で《己魔力》を保有してるから《使い魔》を介かいして魔力を得る必要がないんだよ」

「でもきずなさんって黒くろ髪かみだよね。ってことは苦労して会え得とくしたの？」

「いや、生まれつきだよ。元々黒髪じゃないからな。オレが仮面をしてるときのことを覚えてるか？　今と髪の色が違うだろ。本来はあっちの色が正しい。オレは《己魔力》で魔術を使ってる。ちなみに気功魔術や獣身魔術は《己魔力》でしか扱えない魔術だ」

「……みたいだね。さっき読んだ参考書にも書いてあったよ」

　説明しながら獣人事件のことを思い浮かべる。今言ったとおり獣身魔術は《己魔力》を持っていなければ扱えない魔術だった。自身の身体と魔力を馴な染じませることで身体を分解し全く違う生き物のそれへと再構築するのが獣身魔術の正体である。この性質ゆえに獣身魔術は他人に効果を及およぼせないと言われていた。

　それは自身の身体に作用することはできても他者の身体を作り変えることはできないからだ。魔力の馴染まない身体では効果を得ることができない。

　だから本来獣人事件のような事件は起こり得ないはずなのだが、現実にはそれが起こっている。これが昼間クリスティナと共に頭を悩なやませた問題点だった。

（その謎なぞさえ解ければ一気に解決する気がするんだけどな、この事件）

　物思いへと耽ふけるあいだにも陽彩が続きを話し始める。彼は慌てて耳を傾けた。

「次は《世魔力》の話だけど――《世魔力》とは大気中の火や水といったエレメントに含まれる魔力のことを指します。《己魔力》とは違い自身の力ではない分扱い辛い面はあるけど、魔力の量は桁けた違ちがいに多いです。《己魔力》が自身の力を制せい御ぎよして力を引き出すイメージなら《世魔力》は世界から力を借りて魔力を行使するイメージですね」

「魔術の発動及び《世魔力》を使う際のインターフェースとして機能するのがさっきから話にでてる《使い魔》だ。人は大気中から直接《世魔力》を得ることができないから、その部分を《使い魔》に担になってもらってる。で、《混合魔力》だが」

「《混合魔力》は《賢人教会》によって開発された魔力だよね？　前述した《己魔力》と《世魔力》を合わせることにより使いやすく大きな力を扱うことに成功したのが《混合魔力》です。参考書によると習得も容易たやすく、早い者だと半月もあれば使えるようになるってあったんだけど……本当なのそれ？」

「みたいだな。だから陽彩にはまず《混合魔力》を試ためしてもらうつもりでいるよ。髪の色からして陽彩も《己魔力》を持ってるはずだし、《賢人教会》が押おしてるだけあって参考書なんかにも詳しく書かれてるから習得自体は難しくないと思う。っと、だいだいこの辺でいいな。ちょい休きゆう憩けい挟はさむか」

　準備しておいた紅茶に手を伸ばす。陽彩も手元に置いたカップへと口をつけていた。二人して一口飲んでから息をつく。

「やっぱり緊きん張ちようするか？」

「うーん、思っていたほどでもないかな。試験って言っても形式的に見ればいつもきずなさんに教わっているときと変わらないしね。ただ間ま違ちがったこと言っちゃったらどうしようってのはあるよ」

「今のところ問題ないと思うけどな。ゆっくり答えていいからその分しっかりやるぞ」

「うん、最後までよろしくお願いします」

　紅茶を飲み終えてからカップを置き、一息入れて落ち着いてからテストを再開する。

「じゃあ次だが、《賢人教会》について説明してもらうか」

「《賢人教会》とは、古くからある《魔術師》を纏まとめる組織の名めい称しようです。《魔術師》に仕事を斡あつ旋せんしたり魔術について深く研究したりと幅はば広ひろい範囲で活動してる組織で、その歴史は約二千年前――」

（そういや崎教諭も《賢人教会》から来たんだったか）

　陽彩の話を聞きながらそんなことを思う。《賢人教会》とは《魔術師》のための組織だった。桐ヶ谷ができるもっと以前から存在し、その歴史は西せい暦れきの始めまで遡さかのぼると言われている。《魔術師》がしたことの後始末には必ず彼らが関わっていると言われるほどに彼らと《魔術師》の関係は根深い。

（だからこそ怪しいんだ）

　獣人事件のような《魔術師》事件が起きた際、《賢人教会》が関わっていてもなんら不思議ではなかった。《賢人教会》にはモラルというものが存在しない。魔術実験のためにそれ以外の一いつ般ぱん人じんが巻き込まれようとも、隠いんぺいするだけで解決しようとはしないからだ。彼らにとって魔術こそが絶対のルールなのである。

　だからもし獣人事件のような特殊な事件が起きた場合、協力することはあっても邪じや魔ますることはないのではないかと思えた。少なくとも獣人事件の犯人は今まで誰もが成しえなかった『他人の獣化』をやってのけた人物である。後あと押おしする理由は十分といえた。

（もしくはこの事件自体《賢人教会》の仕組んだ事件かもしれないしな）

　彼の推論通り崎和成が関わっているのなら《賢人教会》の関かん与よは否定できないだろう。《賢人教会》には十分警けい戒かいしておく必要があった。そんなことを考えていると、

「――ずなさん、聞いてますか？　《賢人教会》についてはこんなところでいいかな？」

「……悪い、聞いてなかった」

　陽彩の話を聞きき逃のがしていたことに気づく。陽彩が呆れたように嘆たん息そくした。

「もう、テスト中に試験官がぼうっとしないでよね。もう一度言い直しますよ？」

「……誠まことに申し訳ない」

　結局テストが終わったのはそれから二時間ほどあとのことだった。
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「まあこんなとこか。とりあえず、合格でいいぞ」

　白藤陽彩が合格の言葉をもらったのは、午後六時半を少し回った頃のことだった。ずっと睨めっこしたままだった狭霧絆から目を離し、胸の前で小さくガッツポーズを作る。

「よっし！」

「そんなに嬉うれしいか？」

「嬉しいに決まってるよ。この日のために毎日勉強してきたんだからね」

「まあそうだよな。でも合格って言っても最低限の範囲でだからな。学習自体は続けないと意味ないぞ」

「もう、今はそんなこと言わないでよね。念願叶かなったばかりで浮かれてるんだから水差さない」

「そりゃ悪かった」

「～♪」

　絆がいるのにも構わずに鼻はな唄うたなぞ口ずさみ始める。普ふ段だんの彼かの女じよからは考えられないほどにテンションが上がっていた。それもありふと思いついたことを口にする。

「そういえばきずなさん、クリスさんが言ってたＳＮＳってやってないんだよね？　あたしもさっき登録したばっかなんだけど一いつ緒しよにやらない？」

　先さき程ほど少し触さわってみたが《魔術師》や魔術に関するコンテンツが多く存在し彼女の興味は尽つきなかった。絆も一緒にできればさらに面おも白しろくなると思い誘さそってみたのだが、絆は「遠慮しとく」という一言で断ってくる。

「えー、やろうよ。クリスさんの言ってたとおり桐ヶ谷大付の生徒もだいぶ参加してるみたいだよ？　きずなさんの友達だってやってるかもしれないし。絶対楽しいって」

「楽しいかどうかじゃなくてそういうの自体興味ないんだよ。いちいち煩わずらわしいだろ」

「もう、ホント強ごう情じようなんだから。いいよーだ、あとで仲間に入れてくれって頼んできても招待してあげないからね」

「だからいらないっての」

　大おお仰ぎように嘆息すると絆は一人立ち上がる。そのままなぜか出で掛かける準備を進め出した。

「出掛けるの？」

「ちょっと知り合いんとこにな。約束してた試験も終わらせたことだし、そろそろ自分のことやらなくちゃまずいだろ。少し気になることがあるんだ」

「今日はもう遅おそいんだし明日でもいいんじゃないかな？　夕飯だってこれからなのに」

「紗月に頼んでることがあるんだよ。アイツ一人に任せて自分だけ胡坐あぐらを掻かいてるってのはさすがにな」

　外に向かう絆を追って彼女も立ち上がる。絆の言葉の中に気になる単語があったのだ。

「紗月さんって隣となりに住んでる真野紗月さんだよね？　どんな人なの？」

「挨拶してないのか？」

「何度も伺うかがったんだけど留守だったんだよ。一応時間をずらして伺うようにはしてたんだけど、どうもすれ違っちゃったみたいで」

　多いときは日に三度も訪ねたのだが一度として紗月には会えなかったのである。まさか居留守を使っているわけでもないだろうし、タイミングが合わなかったのだろう。

「アイツ……」

　が、絆はなにやら頭を押さえていた。なにか思い当たる節でもあるのだろうか。「その件についてはそのうち直接言っといてやる」とよくわからないことをぼやいていた。

「まあそういうことだから行ってくる……ってどうした？　なんで急に不ふ機き嫌げんになってんだよ」

「別に～。不機嫌なんかじゃないから。ただ一つ聞いていい？　その人って美人？　きずなさんとは仲が良いの？」

「一つって言って二つ聞いてないかそれ？」

「いちいち細かい！」

「……美人だよ。つけあがるから本人には口が裂さけても言わないけどな。仲がいいかどうかについては普通だと思うぞ。それがどうしたんだ？」

「……何でもない。早く行ったら」

「？」

　こちらの思いなど全くわかっていないかのような表情だけ残して絆が部屋を去っていく。

「アイツ……か。仲のよくない人には使わないよその呼び方」

　誰もいなくなった部屋の中で、彼女のぼやきだけが小さく残った。
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「私だ。当初の予定通り《黒の断罪者》が動き始めた。遅くても今月中にはこちらの詳しよう細さいを掴つかむだろうから、例の《呪法陣》についてはそれまでに頼む」

　それだけ告げて通話を切る。男は目め頭がしらの辺りを押さえ大きく息を吐はいた。

「ついにだ。これで念願が叶う。こんな檻おりみたいな島からも《賢人教会》の敷しいたレールからも抜け出して、ようやく自由になれる」

　それは男にとって子供の頃からの願いだった。《賢人教会》の《魔術師》を親に持つ男はずっと魔術の研究に縛しばられてきたのだ。敷かれたレールを歩き続け、次の世代へと受うけ継つがせるためだけの無意味な人生。生きているのか死んでいるのかさえもわからない、蟻ありのように働き続ける孤こ独どくの道。ついにその枠わくから抜け出せる。

　そのためならばどれだけ犠ぎ牲せい者しやが出ようと構わないというのが男のスタンスだった。だがそのためには、

「《黒の断罪者》」

　桐ヶ谷でもっとも有名な《魔術師》の名を口にする。彼かの《魔術師》を殺すことがその条件。《賢人教会》の《魔術師》をもっとも殺したと言われるこの《魔術師》さえ抹まつ殺さつできれば、男に与えられた契約は執しつ行こうされる。

「もう少しだ」

　口の端を大きく吊つり上あげて笑う男の顔は、既すでに狂きよう気きへと堕おちていた。
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（そもそも獣人事件とはなんだ？）

　アパートを出て通り慣れた道のりを歩きながら、狭霧絆はそんなことを考えていた。街灯の少ない夜道をとぼとぼと進みながら物思いに耽る。わかっていたことだが考えれば考えるほど不可解な事件だった。

（まず目的が見えてこないんだ。無差別に《獣人》を作り出して――犯人にいったいなんのメリットがある？）

　獣化させるだけさせておいて回収するわけでも元に戻すわけでもない。その結果保安局の《魔術師》や彼のような雇やとわれに始末されても構わないというのがこの事件のスタイルだった。件くだんの犯人は《獣人》を作っては使い捨ててを繰り返すだけで、テロの犯行声明などといったアクションを起こさないでいる。

（データを取ってるにしては雑なんだ）

　最初はなにかの実験だろうと踏んでいた。《賢人教会》が関わっているのならそれが一番ありえそうな話であり、彼と対たい峙じした《強化獣人》だけを見るならそのケースに当てはまる。

　通常の《獣人》で分ぶん析せきし《強化獣人》で対策を練って対応する。これだけならシンプルでわかりやすいやり方だろう。けれども彼が関わった日以外では特になんの対応もないというのが腑ふに落ちなかった。もし本当にデータをとっているのなら、彼が相対した《強化獣人》以外にも《強化獣人》が現れてもいいのではなかろうか。

（もしくは前提から間違ってるのか？　《獣人》を使ってなにかすることが目的なんじゃなく、獣化させること自体が目的とか？）

　それならば納得できる点も出てくる。彼を狙ねらったのは獣人事件とは別の理由であり、本来の目的は《獣人》を作り出すことにあるというのなら辻つじ褄つまも合った。

（そうなるとただの愉ゆ快かい犯はんって可能性もないわけじゃないが、今度はオレを狙う理由がなくなるか）

　これがただの愉快犯であるのなら彼を狙うようにして《強化獣人》など用意する必要もないだろう。ただ気の向くままに《獣人》を作っていればそれでいいのである。

「……ったく」

　結局考えたところでなにがわかるわけでもない。そもそも保安局が動いてもわかっていない事件なのだ。彼一人動いたところで意味があるとも思えなかった。

（それでもやるだけやらないとな）

　目的地の前で足を止める。そこには、私立桐ヶ谷大学と書かれた正門が聳そびえ立たっていた。
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「おや？　珍めずらしいところで会うね。ちゃおー、きずなっち。どしたのこんなとこで？」

　狭霧絆の姿を見つけるなり、クリスティナ・トワイライトは明るい声こわ音ねで呼びかけてくれた。夕食時で人気のない研究室から出てくると物もの珍めずらしそうな顔つきで眺ながめてくる。

「クリス先輩に会いにきたんですよ。よかったすぐに見つかって」

　彼が訪おとずれたのは、クリスティナが所属するというゼミの研究室だった。以前にも来たことがあったため場所は問題なくわかったのだが、ちょうどよく本人が居合わせたのは幸いと言えよう。

「おっ、やけに素す直なおじゃん。なになに、告白でもしてくれるの？」

「……そう思いますか？」

「あっ、止めてその冷たい目。答え聞かなくてもだいたいわかったから。愛を、恵めぐまれない私に愛をプリーズ」

「……アホなことばかり言ってないでください。獣人事件のことで聞きたいことがあって来ました。少しいいですか？」

「獣人事件？　つまりはお仕事ってわけか。いいよ、なんでも教えてあげる。とりあえずこっち入ってよ」

　招かれるままに研究室へと踏み入れる。依い頼らいされてきたわけではなかったがいちいち説明するのも面めん倒どうなのであえて訂てい正せいしないでおいた。クリスティナは書物や研究器具で散らかった机の中から割かし綺き麗れいな机を選ぶと椅い子すに座すわり、彼にも座るよう促うながしてくる。

「それでなにが聞きたいのかな？　あの件って今朝も話さなかったっけ？」

「それなんですが、クリス先輩は獣人事件の検死をやってるんですよね？　その件でちょっとお聞きしたいことが――」

「いいけどその前にこれ持ってくれないかな？」

「なんですかこれ？」

「いいからいいから」

「？」

　よくわからないままに《呪法陣》の描かれた紙きれを手て渡わたされる。「でさ、悪いんだけどこの呪じゆ文もん唱えてくれる？」と頼まれたので彼は素直に従うことにした。

「いでよ、きゃっと・いやー？」

「……」

「……」

　なにも起こらないまま数秒の時間が流れる。半眼でクリスティナを睨にらみつけた。

「……で、なんなんですか今の？」

「おっかしいなぁ。構成は完かん璧ぺきだったと思うんだけど……ちょっときずなっちそれ返して」

　言われるがままに紙きれを返へん却きやくする。今度はクリスティナが唱えた。

「いでよ、可愛い猫耳キヤツト・イヤー！」

　瞬しゆん間かん、《呪法陣》が輝かがやいたかと思うと猫型の《使い魔》がクリスティナの腕うでに現れる。《使い魔》が歯を立てると同時にクリスティナの頭に変化が生じた。クリスティナの頭から髪と同じ金色の体毛を持った猫耳が生え、それがピクピクと動き始めたのだ。

「よっし成功！　やっぱり私の構成に間違いはなかったねぃ」

「で、もう一度お聞きしますが……なんなんですかこの茶番？」

　完全についていけなかった。なにが起きたのかも認めたくなかったが、聞いてみないことには進みそうにないので嫌いや々いやながら先を促す。

「なにって猫耳だよ。見てわかんないかな？」

「オレが聞きたいのはそういうことじゃなくてですね。このデモンストレーションおふざけになんの意味があるのかってことです」

「ああ、そっち。でもすごくない？　猫耳だよ猫耳」

「猫耳だろうが犬耳だろうがどうだっていいですよ。そもそもたいして変わらないし」

「いや、その二つには決して交わることのない大きな違いがだね」

「知るかそんなことまで」

　自然と口調が荒あらくなる。まさか獣人事件の話を聞きに来て猫耳の実験に付き合わされるとは思わなかった。

「ちぇっ、相変わらず頭固いよねぃきずなっちはさ。ロマンがないというか」

「いるかそんなロマン。とにかく、意味はなかったんですね？」

「そだよ。ちょっと試してみたかっただけ。でさ、きずなっち。つかぬことをお聞きするけどどうしてきずなっちが使ったときには発動しなかったのかな？　この《呪法陣》、誰が使っても発動するように設定してあったはずなんだけど」

　自身の作った構成に絶対の自信があるのだろう。《呪法陣》にミスがあるとは考えていないようだった。

「言いませんでしたっけ？　オレはそもそも《呪法陣》使えないんですよ」

「えっ、嘘？　そんな人って存在するの？」

「体質的な問題なんですけどね。オレが《呪法陣》に魔力を供給しても、《呪法陣》のほうが一いつ切さい受け付けないらしくって」

「ふーん、そういうことってありえるんだ。初めて聞いたよ。ってことはなに。今朝言ってた未熟者とかってのはそういう意味？」

「そういうことになりますね。オレは《呪法陣》が不要なんじゃなくて、使えないだけなんですよ。だから別に《呪法陣》が必要ないこと自体特別でもなんでもないというか――そんな感じです。ところでオレからも質問いいですか？　クリス先輩さっき妙みようなこと口走りましたよね？　『この《呪法陣》、誰が使っても発動する』とかって。獣身魔術は《己魔力》を持つ《魔術師》にしか効果がないはずでは？」







[image: ]







　つい先さき程ほど白藤陽彩にも話したことだが、獣身魔術は《己魔力》を持たない人間には使用できない魔術だ。それは自身の身体と馴染みやすい《己魔力》でしか肉体を変異させられないからである。彼の疑問の意味を察したのだろう。クリスティナが嬉き々きとして説明し始めた。

「普ふ通つうならね。でもこの《呪法陣》にはさ、ちょいと特殊な構成を組み込んであるんだよ。《呪法陣》を発動させた人が《己魔力》持ちならそのまま《己魔力》を使って発動するように出来てるんだけど、持ってない場合はその人の生命力っていうのかな？　気力みたいなものを無理やり《己魔力》に変へん換かんして効果を成すんだ」

「生命力を無理やり魔力に？　そんなこと出来るんですか？」

　自然と顔を顰しかめる。それがもし本当なら獣人事件と関係しているかもしれないと思ったからだ。獣人事件の感染者は《魔術師》かどうかに拘かかわらず《獣人》となっている。この技術を応用すれば一般人を獣化することも可能なように思えた。

　やっている内容ねこみみじたいはどうしようもなくくだらないものだったが、その成果だけを見ると恐おそろしいモノである。クリスティナは誇ほこらしげに胸を張った。

「これができちゃうんだよ。本来《使い魔》って人間と《世魔力》を繋つなぐものでしょ？　この《世魔力》の部分を生命力と置おき換かえてるんだ。だから必要なのは対象者自身が《呪法陣》に触れて呪文を唱えることだけなんだよ」

「本当にそれだけで魔術を扱えるんですか？　それも《魔術師》かどうか拘わらずに？」

「うん、理論上はそのはずだよ。本来《魔術師》以外の人が《呪法陣》を使うことはできないけど、その辺りについても調整してあるんだ。この研究が進んでいけばね。将来的には誰だれもが《己魔力》を使って魔術を扱えるようになるんだよ。すごいでしょ」

　あっけらかんととんでもないことを口にするクリスティナを凝ぎよう視しする。彼女の言っていることが本当なら、それは《魔術師》の歴史に残る大発見だった。桐ヶ谷祥太郎が絶賛するだけのことはあるのだろう。人は見かけによらないとはこのことかもしれない。

「きずなっちさ、今失礼なこと考えてない？　顔に出てるよ」

「……気のせいじゃないですか。それより、そんな研究よく思いつきましたね。先輩一人で考えたんですか？」

「ううん、違うよ。元々は死んだパパの研究だったの。『誰もが魔術を使える世界になりますように』っていうコンセプトの元に進められた研究なんだ」

　クリスティナの目がどこか遠い眼まな差ざしを浮うかべる。クリスティナが父親のことを口にするのはかなり稀まれな話だった。

「お父さん……仕事中に亡なくなったんでしたっけ？」

「そだよ。正確には事故の責任をとらされて無理な仕事にあたらされちゃったんだよね。これは話したことあったっけかな？　パパ、《賢人教会》の《魔術師》だったんだよ」

「《賢人教会》の？」

「そっ。結構有名な《魔術師》だったみたいなんだけどねぃ」

「……その研究、先輩以外にも知っている人がいますか？」

　自然と喉のどが渇かわくのを感じる。気づけばクリスティナに向ける視線が険しくなっていた。

「あーこれ？　誰もが魔術を使える研究なんて《賢人教会》じゃ煙けむたがられてたみたいだし、ほとんどの人は興味すら持たなかったんじゃないかな？　でも研究データ自体は《賢人教会》のデータベースにも上がってるから、探そうと思えば誰でも探せると思うよ」

「ありがとうございました。十分です」

　これで当面の行動は決まった。クリスティナの父親の研究をたどっていけば、いずれ獣人事件の真相に近づけると判断したからだ。彼がそんなことばかり考えているとクリスティナの人差し指が彼の頬ほおをつついてくる。

「……なんですか？」

「そんな険しい顔ばっかしてるとモテないよ。女の子の前では笑え顔がおでいなきゃ」

　ニッと笑って見せるクリスティナを見て苦く笑しようする。彼女の言うとおりかもしれなかった。

「モテるモテないはともかくとして、確かに少し張りつめ過ぎてるかもしれませんね。それも今日は特に」

「もっと気楽に行かないとダメだよ。きずなっちって普段から真ま面じ目めな顔ばっかりしてるんだからさ。女の子の前でぐらい笑わないと。ところできずなっちが聞きたいことってなんだったのかな？　スリーサイズ含めてなんだって答えるけど？」

「もう終わったんで大だい丈じよう夫ぶですよ。陽彩を待たしてるんでそろそろ帰ります。あと最後のはセクハラですから」

「ホントきずなっちってお固いよねぃ。まっ、いいや。それじゃあね」

「ではまた」

　そういってクリスティナと別れる。研究室を出てすぐに携帯電話を取り出すと、今しがた聞いた話を真野紗月へとメールしておいた。







三章　《魔術鬼ウイザード》







「部屋に女の子連れ込んだって聞いてたから少しは変わったのかと思ったけど、相変わらず面白みのない部屋してるのね。あるのはつまんない書物ばっかり。きずな君はそんなにお勉強が好き？　いい加減テレビぐらい買ったらどうかしら？」

「ほっとけ。買う金もないしどうせ見ないんだからテレビなんて置いたってしょうがないだろ。それと連れ込んだんじゃない。部屋だってちゃんと分かれてるからな」

「とってつけたようないいわけよね。部屋が分かれてるかどうかなんて関係ないんじゃないかしら？　そこらへんどうなの？」

「だから手なんか出してないっつったろ。つかオマエが気にするようなことかそれ？」

「むしろわたしだからこそ気にするとなぜ思わないのかしらね？　ところで、肝かん心じんのその娘こはどこにいるわけ？」

「買出し。獣じゆう人じん事件の話なんて参加させるわけにはいかないからな。少し出てもらってる」

「……大事にされてるのね」

　狭さ霧ぎり絆きずなが獣人事件についての報告を受けたのは、真ま野や紗さ月つきに調査を頼たのんでから二週間ほどが過ぎた日の夕方だった。折おり畳たたみ式しきの丸テーブルを準備して紗月に座るよう促すと、あらかじめ作っておいた紅茶のカップをそれぞれの席へと置く。

「それでなにかわかったのか？」

「崎さき先生だけど、《賢人教会ウイズダムズ》とは深い関わりを持つ家いえ柄がらの出みたいね。何代にも渡わたって《賢人教会》に貢こう献けんしてきた家系は珍しくないけど、その中でも特に古い家系の出みたいよ。生まれてからずっと魔術の研究に勤いそしんできたんじゃないかしら？」

「研究分野は？」

「主に《呪法陣サークル》関係の研究をしていたわ。他人の作った《呪法陣》をいじって術式を上書きしたり《呪法陣》自体に特殊な設定を追加したりなんかもできたようね。代を重ねてるだけあって研究成果もかなりの数上がってた。一応一覧にしてあるから見ておいて」

「サンキュ」

　紙媒体の資料を手渡されたので目を注ぐ。そこにはいくつものデータが記されていた。

「で、肝心の獣人事件との関連はどうだ？　ありそうか？」

「ない――と言いたいところだけど、否定できないわね。崎先生だけど、獣人事件が起き始めて二週間ほどした頃ころに一度保安局からマークされてるわ。任意同行までされたようだけど、それはすぐに解放されてる」

「解放ってことは容疑自体はかかってたんだよな？　解除された理由については？」

「二つあるけど、大きな理由は本人を拘束中に《獣人ビースト》が現れたことね。監かん視ししていた係官が『彼の犯行は不可能』と判断した結果、その日のうちに解放されたそうよ」

「獣人事件は感染方法のわからない面倒な事件だ。にも拘わらずすぐに解放されたってことは、《賢人教会》の圧力が働いたと見るのが妥だ当とうかな」

「おそらくね。保安局には《賢人教会》の《魔術師ユーザー》も多いから、取り調べなんかもおざなりだっただろうし。感染方法がわからないっていうのがどうしようもないわね。どんなに怪あやしくても決め手に欠けるわ」

「で、もう一つの理由は？」

「崎先生の使える魔術の問題よ。崎先生だけど、獣身魔術は会得していないのよ。彼の家系が得意とするのは魔ま力りよくの増ぞう幅ふくや吸収、封印術なんかに長たけた陰いん陽よう魔ま術じゆつであってそれ以外の魔術については素人しろうと以下だったわ。獣人事件の犯人は獣身魔術に長けた《魔術師》のはずだから、崎先生は当てはまらないという結論に至ったみたいね」

「《呪法陣》の研究をしていたのなら他人の作った《呪法陣》に手を加えるだけでどんな魔術でも扱あつかえたはずだ。基本的に《呪法陣》の内容さえ理解できれば発動自体そう難しいことじゃない。魔力さえ準備出来ればだいたいのことは可能だろ」

「きずな君以外の《魔術師》には、ね」

　紗月が意味深な微び笑しようを浮かべる。あからさまな挑ちよう発はつだとわかっていたが時間の無む駄だだったので取り合わなかった。

「崎教諭が犯人かどうかはともかくとして、獣人事件に使われた《呪法陣》には目め処どが立ってる。クリス先輩……の父親が作った術式が《賢人教会》に保存されてるって話だ。その術式を使えば、《己魔力オド》のありなしに拘わらず獣身魔術を発動できる」

「このあいだメールしてくれた件ね。その件ならわたしのほうでも検証してみたわ。リオン・トワイライト――彼の作った《呪法陣》には生命力と言われるモノを強制的に《己魔力》へと変換する術式が組み込まれてる。《賢人教会》のデータベースに上がっていたデータを閲えつ覧らんしたけど、テストデータは獣身魔術によって行われたみたいね。その実験に失敗した結果、リオン・トワイライトは《賢人教会》から死し刑けいにあってる」

「死刑？　仕事中に亡くなったんじゃなかったのか？」

　クリスティナ・トワイライトから直接聞いた話と食くい違ちがったので訝いぶかしむ。紗月は手元の資料を覗のぞき込こんだ。

「公式的にはそう発表されてるわね。でも実際には死刑と変わらなかったって話よ。内容まではわからなかったけど、とても死亡率の高い仕事をさせられたみたい。最初から生きて帰ってくるのは無理だったんじゃないかしら？」

「さっき言ってた実験の失敗っていうのは？　実験結果として上がってたってことはある程度成功してたんだよな？」

「獣化自体には問題なかったそうよ。あったのはそのあとのことで、被ひ験けん者しやが元に戻もどれなくなったの。《獣人》と化した被験者が暴れ出し多くの被ひ害がいを出した――そのこともあってリオン・トワイライトの研究は異い端たん扱あつかいされてしまったようだわ。責任を取らされる形で無理な仕事への強制参加。そこだけ見ればよくある話じゃないかしらね」

　最後の一言は自身への皮肉も交じっていたのだろう。紗月の右手は自身の右目ま蓋ぶたへと伸のびていた。傷きず痕あとはない。けれどもそこに刻まれているものを彼は知っている。

「……それについては謝あやまらないからな。そもそもオマエから挑いどんできたんだし」

「別に恨うらんでないから安心していいわよ。傷も残らなかったし。わたしも仕事としてやったことだって割り切ってるからね。苦い経験ではあったけれど、今もこうやって生きてるからいいわ。そういう意味で言えばリオン・トワイライトはわたしと似ているのかしらね。アレだって《賢人教会》に命令された仕事だったもの」

「……」

　眉み間けんに皺しわが寄るのを感じながらも紅茶へと手を伸ばす。砂糖は入れておいたのに妙に苦く感じた。気分の問題でしかないのだろうが、これ以上紅茶をまずくするのも嫌いやだったので話題を元の形へとシフトする。

「話が逸それたな。オマエの意見としてはどうだ？　崎教諭は黒だと思うか？」

「私見で構わないならだけど、間違いなく黒ね。さっき渡した資料の中にあるけど、《呪法陣》を強制的に発動させる術式があったわ。それとリオン・トワイライトの研究をうまく利用すれば、遠隔操作で《獣人》を作りだすことが出来るはずよ」

「なら決まりだな。祥しょう太た郎ろうに報告して崎教諭の身み柄がらを押さえてもらおう。仮に別人の犯行だとしても無関係ってことはないだろ。一度任意同行までかかってるなら疑ぎ惑わくだって残ってるはずだ」

　携帯電話を取り出して電話帳を検索する。そのまま祥太郎の電話へとコールしようとしたとき、彼の携帯電話から着信音が流れ始めた。

「公衆電話？」

　ディスプレイに表示された文字を見て怪け訝げんな顔をする。手の仕草だけで紗月に断ってから電話口に出た。

「もしもし？」

『きずなさん？　助けて！　クリスさんが！』

　聞こえてきた白しら藤ふじ陽ひ彩いろの声は、その声だけでもわかるほどに急を要するものだった。




‡




「えっと、これでもう終わりだよね」

　夕方の商店街。手帳の一覧と手元の食材とを比べ終えると、白藤陽彩はまっすぐに帰路へついた。本日の買出しは彼女の当番だったため一人街まで買出しに来ていたのである。

「～♪」

　鼻唄なぞ口ずさみながら見慣れた道のりを歩いていく。桐きりヶが谷やに来てひと月近く経たっていることもありたどたどしさなどは抜ぬけていた。桐ヶ谷アパートへと向かってのんびり歩いていると商店街を抜けた辺りで急にうしろから声をかけられる。

「おっ、陽彩ちゃん発見。やほー」

「あっ、クリスさん。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　クリスティナ・トワイライトとは初めて会ったあの日以来だった。ＳＮＳサイトスノーホワイトを通してやり取り自体は続いていたので特に気負いもなく近寄っていく。

「久しぶりー。今日は一日研究室に籠こもってたから疲つかれたよ。きずなっちも元気してる？」

「元気にしてますよ。朝は起きないし気がつくとすぐにいなくなっちゃいますけどね」

「それは相変わらずみたいだねぃ」

　二人してくすくすと笑い合う。自然とクリスティナの荷物に目を引かれた。

「クリスさんもお買い物ですか？」

「うん、夕食だけ買いに出てきたんだ。ほら」

　クリスティナが手に持ったビニール袋ぶくろを掲かかげてみせる。袋の中には出来合いの弁当でも入っているのだろう。薄うすい長方形のシルエットが透すけて見えた。

「ってことはこれから大学の方に戻るんですよね？　途と中ちゆうまでご一緒してもよろしいですか？」

「いいよ。歩きながらお話ししよっか」

　クリスティナの隣に並び歩き始める。ネットでのやり取りがあるとはいえこうして二人きりで歩くのは不思議な気分だった。歳としも少し離はなれているためなにから話していいか悩なやんでいると、「そういえばさ」とクリスティナが問いかけてくる。

「陽彩ちゃん、きずなっちに魔術を習ってるんだよね？　もうなにか出来るようになったのかな？」

「うーん。出来るようになったと言えばなったんですけど、まだ出来るって言いきっていいのかは微妙なラインなんですよね。今も使ってるんですけどわかりますか？」

「嘘うそ？　どれどれ？」

　クリスティナがこちらの姿を興味深そうに観察し始める。

　暫しばしして、

「降参。わかんないや。答えはなに？」

「えっと、これですこれ」

　自身にかかっている魔術を解除する。直後、彼女の着ていた上着が消失した。

「うわすごっ！　成果出てるじゃん。もうそんなの出来るようになったの？」

「出来るようになったっていうと語弊があるんですけどね。この魔術、気を抜くとすぐに解けちゃうんですよ。最低でも半日着たままでいられるようにならないといけないんですけど、なかなか続かなくって。今だと一時間が限界ってところですね」

「それだけ出来れば十分だと思うけどね。それってきずなっちが着てる上着と同じ作りなのかな？」

「はい、きずなさんのと同じ幻げん想そう魔ま術じゆつで出来てます。きずなさん、あの上着で一日中いられるんですよ。長い時だと寝ねてるときも消えないみたいですし、一体どうやったらあんなに長続きできるのか」

　狭霧絆に師事して初めて習ったのがこの魔術だった。絆曰いわく、『衣服なら普段着てるだけでも訓練になるし、ついでに服代なんかも浮くから効率的だろ』とのこと。

「幻想魔術はイメージを固定することが重要なので、着ているだけでも訓練になるんですよ。だからなるだけ着てろって言われてて……構成、偽ぎ装そう法ほう衣いっと」

　右手の甲こうに《呪法陣》が浮かび上がり、続くようにしてリスの《使い魔フアミリア》が現れる。リスが噛みつくと共に先程と同じ上着が彼女の肩かたにかかった。

「おっ、きずなっちと同じ呪文じゃん。呪文変えなかったんだ」

「変えようか散々迷ったんですけどね。でもきずなさんの呪文で聞き慣れちゃって。もうこのままでもいいかなってそのまま使わせてもらってます」

「あー、まあそんなものかもね。でも正直お姉さんはびっくりだよ。陽彩ちゃんって先月末に桐ヶ谷に来たばかりなんでしょう？　それでもう魔術が使えるなんて凄すごい才能だよ」

「いえ、才能とかじゃなくて教え方がうまいんですよ。きずなさん、ああ見えて凄い丁寧に教えてくれるんです。それに《混合魔力ハイブリツド》で魔術を行っているので、普通よりもだいぶ習得しやすかったみたいですよ」

「《混合魔力》？　あー、そっか。陽彩ちゃん《己魔力》持ちだもんね。それなら《混合魔力》も使えるのか」

　試験のときに問題として出たが《混合魔力》は他の魔力よりも習得が早いと言われる魔力だった。それは《世魔力マナ》ほど扱あつかい辛づらい面がなく、《己魔力》だけだと不足しがちの魔力量が簡単に確保できるからである。魔力量の比率は割とアバウトでもいけるので、彼かの女じよのような素人にぴったりの魔力だった。

「それでも十分早いと思うけどなぁ。あっ、それじゃ私はこっちだから」

「あっ、はい。お話しできて楽しかったです。研究頑張ってください」

「うん、少しのあいだだったけど私も楽しかったよ。また今度ね」

　そういってクリスティナと別れようとする。と、ちょうどそのとき携帯電話のメール着信音が鳴り響いた。

「きずなっちから？」

「いえ、違います。ＳＮＳスノーホワイトの管理者メッセージみたいですね。なんだろこれ？」

「管理者から？　そんなの私の方には来てないけど……ちょっと見せてくれる？」

　クリスティナと二人携帯電話の画面を覗き込む。そこには管理者からの挨あい拶さつと共に一つの《呪法陣》が送られてきていた。メッセージの最後に『この《呪法陣》を押おすとアプリにリンクします』という一文が記されている。

「アプリの告知みたいですね。こういうのってよくあるんですか？」

「んにゃ。管理者からのお知らせなんかならよくあるけど、直接アプリの招待状が送られてくるなんて聞いたことないよ。ホントに管理者からなのこれ？」

「送信元は確かに管理者からみたいですけど……押しちゃって大丈夫ですかね？」

「管理者からなら大丈夫じゃないかな。それにしてもなんだろねこの《呪法陣》？　アプリのロゴとか？　どっかで見たような気が――」

「とりあえず押してみますね」

　クリスティナは眉間を険しくしてその《呪法陣》を覗き込んでいた。喉のど元もとまで出かかっているようだがあと一歩のところでそれが思い出せないといった微妙な表情。特に止められもしなかったので指示通り《呪法陣》をタップする。直後、携帯電話の受話器から機械音声が流れ始めた。

『認にん証しようを確かく認にん。《邪悪な魔女ケイオス・クイーン》より《姫殺す毒林檎エコーズギフト》のプレゼントです。お受け取りください。ＢＥＡＳＴ‐ＴＩＭＥ・ＢＥＧＩＮＳ』

「？」

「っ！　そういうことか！　逃げて陽彩ちゃん！」

「っ！」

　ディスプレイに映った《呪法陣》が赤い光を放ち始める。嫌な予感がした時には遅おそかった。彼女の身体からだはクリスティナによって弾き飛ばされ、携帯電話はクリスティナの手の中でその輝きを強くする。

「……これは……ちっとヤバいかもねぃ」

《呪法陣》から現れたデフォルメ状の狼おおかみが噛みつくと共にクリスティナがその場に蹲うずくまる。なにが起きているのかも理解できずに見つめているとクリスティナの手が獣のそれへと変わりだした。

「クリスさん！　それっ……なんで……っ！」

　声に震ふるえが混じる。それも当然だろう。その手の形状には見覚えがあったからだ。人にあるまじき形をしたその器官パーツを、彼女はひと月ほど前にも目撃している。

（《獣人》の手だ）

　恐きよう怖ふが身体の制せい御ぎよを支配し見ているだけで喉がからからになる。なんとかしなければと頭ではわかっているのに震えるだけでなにも出来なかった。

《魔術師》になればなにか変わると思っていた。前のようなことが起きた際、今度は救われるだけの存在でいるのは嫌だったから。だが今の彼女はひと月前と同じく震えることしか出来ないでいる。

　そんなこちらの様子に気づいたのか。クリスティナが辛そうな表情を浮かべながらも精いっぱいの優やさしい声で頼んできた。
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「陽彩ちゃん……さ……悪いんだけど……きずなっちを呼んで来てくれないかな……大学に入ってすぐのところに……公衆電話があるから……出来るだけ早く」

「でもっ！」

「なんでもいいから……急いで……これ以上は……もたない！」

　クリスティナの身体中から筋のようなものが浮かび上がる。無理な筋肉の増大によって変化が起きたのだ。

「っ！」

　気づいた時には駆かけだしていた。持っていたはずの買い物袋を放り捨て、ただ全速力で大学へと向かって走り続ける。

（あたしのせいだ――あたしが迂う闊かつに押したから！）

　勝手に大丈夫だと思い込み《呪法陣》をタップした自分の責任だった。怪しいことはわかっていたのだ。管理者からだろうと信じるべきではなかった。

　大学の敷しき地ちにはすぐにたどり着いた。時間が時間なこともあり見える範はん囲いに人通りはない。誰かに携帯電話を借りることができればよかったのだが、それは叶いそうになかった。

　入口横にあった地図を見て公衆電話の位置だけ確認し走りだす。公衆電話にはすぐにたどり着いた。財布から百円玉を投入すると急いで番号をプッシュ。

（早く出て！）

　呼出し音が鳴る間が数倍にもなったように感じる。実際にはそんなわけないのに焦あせっているせいか余計長く感じた。長い呼出し音のあと、電話越しに絆の声が響く。

『もしもし？』

「きずなさん？　助けて！　クリスさんが！」

　そういって絆に呼びかけた直後、先さき程ほどクリスティナがいた方角から獣の咆ほう哮こうが響き渡った。
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　電話を受けてからの狭霧絆の対応は早かった。桐ヶ谷祥太郎へとする予定だった連れん絡らくの類たぐいを真野紗月へと一任し、白藤陽彩と合流すべく桐ヶ谷大へ駆けだしたのである。

「きずなさん！」

「陽彩、無事か？」

「あたしは大丈夫だけど……でもクリスさんが！」

　桐ヶ谷大の前で待っていた陽彩から説明を受ける。陽彩の代わりにクリスティナ・トワイライトが《獣人》となったと聞いたときはさすがに耳を疑った。

（クリス先輩――！）

　説明を受けながらも陽彩と二人クリスティナの下へと駆ける。クリスティナの居場所はすぐにわかった。《獣人》の遠吠えを手掛かりにすれば自ずと位置が割り出せたからだ。二分と経たずして白い体毛に包まれた《獣人》の背が見えてくる。

「クリスさん！」

《獣人》は喉を鳴らしていた。陽彩の呼びかけなどまるで気づいた様子もなく、こちらを威い嚇かくするように睨みつけている。

（……遅かったか）

　既すでにクリスティナの意識はないのだろう。獣の姿からはクリスティナの面影を感じることができなかった。獣人事件の獣と同じ、狼の頭をした白い《獣人》である。

「クリスさ――」

「陽彩は下がってろ。あれはもうオマエの知ってるクリス先輩じゃない」

　もう一度呼びかけようと踏み出しかけた陽彩を手で制する。陽彩が悔しそうに歯噛みするのが伝わってきた。クリスティナが《獣人》となってしまったことに責任を感じているのだろう。その気持ちはわからなくもなかったが、平静を欠いた今の陽彩を前に出すわけにもいかない。それでは死にに行くようなものである。

（さて、どうするか）

　幸いなことに周囲に人ひと影かげはなかった。今のところ被害も出ていないのだろう。それらしきものが転がっている様子もない。

　正直彼かれは迷っていた。獣人事件の被ひ害がい者しやは元の人間には戻れない。それがこの事件唯ゆい一いつの常識である。この前提が覆されない限りクリスティナを救うことは出来なかった。

（望み薄でもクリス先輩の意識が戻ることに賭かけてみるか？　クリス先輩は獣身魔術のエキスパートだ。正気さえ取り戻せばあとは自力で戻れるかもしれないが……）

　今までに戻れたという前例のない事件である。それは不可能なことのように思えた。奇跡でも起こらない限り明るい未来など見えてこない。

（とはいってもだ。どうせやることは決まってる）

　己おのれを犠牲にしてまで陽彩を助けてくれたクリスティナを見捨てることなど出来はしない。他に方法が無くなるまで足あ掻がいてみようと思った。

（チャンスは保安局が駆けつけてくるまでの時間だけだ。それを過ぎたらもう、クリス先輩を助けることはできなくなる）

　保安局員ならすぐさま《獣人》の始末に入ることは目に見えていた。下手へたに手を出される前に終わらせなければならない。

「Ｇｒｒｒｕｕｕｕｕｕｕｕｕｕ、ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　いつまでも動かないこちらに業ごうを煮やしたのか。《獣人》が唸り声を上げながら跳とびかかってくる。彼はすぐさま動いていた。

「降こう臨りん、冥めい界かい番ばん人にん」

　傷のある面が現れ、それに伴うようにして全身が黒こく衣いに包まれ髪の色が変わっていく。彼は陽彩を抱かかえると一度後退し《獣人》から距きよ離りをとった。

「どうするの？」

「気絶させて動きを封じる。保安局が来る前に終わらせなきゃならないから陽彩はどっか隠かくれてろ」

「でもっ！」

「悪いが取りあってやる時間はない」

　気功魔術によって強化された彼の速度は《獣人》のそれを凌りよう駕がする。迫りくる《獣人》の攻こう撃げきを躱かわしながら退たい避ひして安全な距離まで逃げ切ると陽彩から手を離した。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

《獣人》は足を止めていた。彼が振ふり返かえったのと同じタイミングで雄お叫たけびを上げるとその手に刻まれた《呪法陣》が輝きだし、《使い魔》による魔術が発動する。両手の爪つめが伸びて剣けんのような鋭さを帯びた。

（不幸中の幸いだな。最初に見た《獣人》と同じか。あれなら甲こう殻かくもないから打だ撃げきだけでどうにかできる）

《獣人》の肌はだや魔術から《強化獣人ハイビースト》でないと推測し動き始める。伸びた爪を駆使して襲い来る《獣人》の懐ふところへと潜り込み、その頭に向けて数発の裏うら拳けんを叩たたきこんでいく。

　気功魔術によって強化された彼の拳骨は《獣人》の頭蓋を越え脳に響く。連続で頭を強打された結果《獣人》の動きはだんだんと鈍くなり始めた。

（これで――っ！）

　決めの一いち撃げきを放とうと左手の魔力を強める。多少やり過ぎたとしても《獣人》なら死なないという目算があった。動きの遅くなった《獣人》の頭に全力で叩きつけようとしたそのとき、

「生命吸収エナジー・ドレイン」

「っ！」

　死角から流れてきた灰色の瘴しよう気きが彼の身体を包み込む。急激に力が抜けるのを感じた。彼が纏まとっていたはずの気功魔術が霧散したのだ。決めるつもりで集めた魔力の大半を吸い取られその場で膝ひざをつく。

（今の声――っ）

　聞き覚えのある声に確信を覚える。近くにいるはずのその男を捜そうとしたところで後方へと吹き飛ばされた。

「――っ！」

　気づいた時には地面を転げ回っていた。腹部に強きよう烈れつな痛みを感じる。至近距離から《獣人》に蹴り飛ばされたのだ。

　攻防共に支えていた気功魔術を奪われたのが致ち命めい的てきだった。《獣人》の一撃をもろに食らい転がりながら吐血する。

「きずなさん！」

　彼の窮地に動転したのか。陽彩がこちらへと向かって駆け出そうとする。けれどもすぐに足が止まった。

「ようやく隙すきを見せてくれたね。この時をずっと待っていたんだ。悪いがこの娘は預からせてもらうよ」

　陽彩の腕うでを崎和かず成なりが掴つかんでいた。手に持っていた布切れを陽彩の口元へと押し付けると陽彩がその場でくずおれる。薬品かなにかだろう。和成はこちらに背を向けると陽彩を連れて走り去っていく。

「陽ひい――っ！」

　すぐさまそちらへと向かおうとして、けれども横合いから蹴り飛ばされて再度地べたを転げ回る。意識を《獣人》へと引き戻した。トドメと言わんばかりに《獣人》が爪を振り上げる。

『もっと気楽に行かないとダメだよ。きずなっちって普ふ段だんから真面目な顔ばっかりしてるんだからさ。女の子の前でぐらい笑わないと』

　最後に会った際にクリスティナと交かわした言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。痛みと吐気で大きな動きは取れなかった。これ以上の回避は不可能だろう。選択を迫られていた。

（……ごめん）

「閃せん断だん、月つく読よみ乃の剣けん」

　自然と身体が動きだす。気づいたときには気功魔術を再発動していた。《獣人》が爪を振り下ろすよりも早くに〝月つく読よみ〟が《獣人》の腕を斬り飛ばし、返す刃やいばでその胸へと黒刃を滑らせる。

〈じゃあね、きずなっち〉

《獣人》の動きが止まる直前、彼はクリスティナの声を聞いた気がした。
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「くそっ、こっちにもいないか」

　八つ当たり気味に電信柱を殴りつけて毒づくと、狭霧絆は一度落ち着くべくその場で立ち止まり息を整え始めた。

　あれからずっと崎和成を捜すべく街中を走り回っていた。すぐに追いかけたつもりだったのだが和成の方が一枚上手だったのか。未いまだ消息を掴めないでいる。

　既に一時間近く走り続けていることもあり服は汗でびっしょりだった。

「紗月、そっちはどうだ？」

〈ダメね。風で見通せる範囲にはいなかったわ。あと残ってるのは建物の中ぐらいだけど、そういうのはわたしの対象外だし〉

「了りよう解かい。その辺はこっちでなんとかしてみる」

〈それよりきずな君は大丈夫なわけ？　《獣人》に蹴られたって言ってたわよね？　そんな身体で走ったりして大丈夫なの？〉

「気功魔術の応用で傷は塞いだ。今すぐ病院どうこうってことはない」

〈……相変わらずデタラメな身体してるのね〉

「痛み自体が無くなったわけじゃないけどな。で、祥太郎からの連絡は？」

〈少し前にあったけど、あっちも手掛かりを掴めていないそうよ。引き続き捜してくれてるみたいだけど……〉

「当てに出来そうにない、か」

　小さく嘆たん息そくする。既に目ぼしい範囲での捜索は終えていた。それ以外の探たん索さくは紗月の風水魔術によって広こう範はん囲いをカバーし、桐ヶ谷祥太郎には保安局への目撃情報の確認やその他聞き込みを任せている。

　けれども一向に行方ゆくえは掴めない。まるで神隠しにでもあったように和成の足取りを追えないでいた。

「なぁ、一つ関係のない質問してもいいか？」

〈なにかしら？〉

「死ぬ直前になって急に正気に戻るなんてこと……あると思うか？」

〈やけに抽象的な質問ね。可能性の話でいいならだけど、ないこともないんじゃないかしら。都合よく聞こえるかもしれないけど、正気に戻るきっかけなんて人それぞれよ。死に直面して戻るなんてことがあってもおかしくはないわね……もしかして獣化した先輩になにか言われたの？〉

「じゃあねってな。多分あれは先輩の声だったと思う」

〈……そう。辛いわね〉

「いや、そういう話じゃない。オレはさ、今紗月が言ったような話って信じてないんだ。《魔術師》の起こす事件に偶ぐう然ぜんはない。だから都合よく意識が戻って挨拶してきたとは、到底思えない」

〈どういうこと？　なにが言いたいのかわからないんだけど〉

「これもあくまで可能性の話なんだけどな。だからもうちょっとまとまってから話す」

〈？〉

　そこで話を終わらせる。彼自身まだ納なつ得とくのいかない部分があったので話すべきかどうか悩んだのだ。あまり時間がないこともあり紗月も深くは追求してこなかった。代わりに別の話を振ってくる。

〈それにしてもやられたわね。感染にネット回線を使っていたなんて。ネット経由で《呪法陣》のやり取りをすること自体は今までの技術でもありえたけど、まさか感染までその手法をとれるとは思わなかったわ〉

「リオン・トワイライトの研究と強制的に《呪法陣》を発動させる技術の二つがあって初めて成功するものだろうからな。その二つが揃わなければネット越しに魔術を発動させるなんてこと不可能だったはずだ」

　先さき程ほど白藤陽彩から聞いた話ではＳＮＳサイトの管理者から送られてきたメッセージこそが元凶だということだった。

『獣化する《呪法陣》を対象の端末に転送して強制的に発動させる』――言葉にすれば簡単に聞こえるが、その実それを成した《魔術師》は今までの歴史上存在しない。

〈誰だれも感染方法がわからないはずね。おそらく今までの事件なんかもＳＮＳを通して送りつけていたんじゃないかしら？　ＳＮＳのメッセージなら携帯電話だけでなくパソコンなんかでも受け取れるから、感染媒体なんかも複数あっただろうし。メールと違って管理者が自由に削除出来るからサーバーに証拠も残らない〉

「獣化した際に感染媒体も壊れるだろうしな。携帯にしろパソコンにしろ《獣人》になってすぐ目の前にあるんだ。壊れないほうがまれだろ」

〈面めん倒どうな事件だけあってよく考えられてるわね〉

「胸むな糞くそ悪いだけだ」

　心の底から嫌悪感を覚える。事件の真相が見えてくるほど苛いら立だちが募るばかりだった。

「ところで紗月、ＳＮＳの管理者が誰かはわかるか？」

〈スノーホワイトよね？　スノーホワイトの運営は《賢人教会》よ。だけどメッセージを送っていた管理者個人まで特定するのは難しいんじゃないかしら？　《賢人教会》が協力してくれるなら話は別だけど、この状じよう況きようではそれも難しいだろうし〉

「それだけわかれば十分だ。あとはどうやって崎教諭を見つけるかだが――」

　言いかけたところで携帯電話の着信音が鳴り響く。ディスプレイには見覚えのない番号が表示されていた。

「……もしもし」

『狭霧君かね？』

「崎教諭」

　電話口から聞こえてきた崎和成の声に表情が強こわ張ばる。最初に確認すべきことがあった。

「オレの番号、どうして知ってるんですか？」

『白藤君の手帳に書いてあったよ。おかげで調べる手間が省けた』

　携帯電話を握り潰しそうになるのをなんとか堪こらえる。相手に気づかれないように深呼吸した。

「今どこにいるんです？」

『桐ヶ谷大付の地下にいるよ。《賢人教会》の《魔術師》しか知りえない施設があってね。準備が整ったから君を招待しようと思って電話したんだが……忙しかったかな？』

「……陽彩は無事ですか？」

『元気にしているよ。もっとも君が来ないようなら――どうなるかわからないがね？』

「今すぐ行きます。そこを動くな下げ衆す野や郎ろう」

『ははっ、随分と勇ましい挨拶だね。地下施設への入口は保健室だ。隠し扉は開けたままにしておいたから早く来てくれることを願っているよ』

　通話が切れる。携帯電話を無造作にしまい込んだ。

〈きずな君、今の電話って〉

「崎教諭からだ。今からオレに来てほしいんだと」

〈……一度落ち着きなさい。罠わなだってことはわかってるわよね？〉

「それがどうした？　罠だろうが関係ないだろ。やることは一つだけだ」

〈だから落ち着いて。今のきずな君は頭に血が上り過ぎよ。崎先生の場所はわかっているんでしょう？　なら安い挑発になんて乗る必要はないわ。桐ヶ谷先生に頼たのめば応援を手配してくれるはずだもの。それを待ちましょう〉

「待ってられるかそんなの。こっちは陽彩の命がかかってるんだぞ」

　桐ヶ谷大付へと向かって歩き始める。ここからならそこまで遠い距離でもなかった。おそらく歩いて五分とかからないだろう。急ぎ足気味に足を踏み出そうとして、

〈……ねえ、前から聞きたかったんだけどきずな君のモチベーションって何？〉

「あっ？　今聞くようなことかそれ？」

　唐突な問いかけに眉根を寄せる。気づけば足を止めていた。

〈今だから聞くのよ。もうどうせわたしたちがなにもしなくても崎先生は終わりよ。これだけ証拠が揃そろっているんだもの。言い逃れは出来ないし、あとは保安局にでも任せておけば事件は終息するわ。きずな君が危険に跳びこむ必要なんてない〉

「人質がいるだろ。見捨てろってのか？」

〈それだって手なんか出せやしないわ。これ以上状況を悪化させたって崎先生に得なんてないじゃない。待っていればそれだけで破滅よ。そんなこと言われなくてもわかってるはずよね？〉

　紗月の問いかけに対して渋しぶい顔を浮うかべる。紗月の言うとおりだった。おそらくこのまま何もしなくても和成は終わりだろう。自棄やけになって陽彩を道連れにする可能性もないではなかったが、それは彼が行ったところで変わるとは限らない。

〈もう一度聞くわ。きずな君のモチベーションは何？〉

「だからそれがなんの関係――」

〈言わせてもらうなら、きずな君の目的が見えてこないのよ。後輩の居い候そうろうが掴まっているから助けに行く？　それとも《獣人》にされた先輩の復ふく讐しゆう？　確率としては低いけど、ただの八つ当たりって線も残っているかしら。そもそもきずな君は獣人事件と関かかわり合あいになりたくなかったはずよね？　どうして今になってそんな好戦的なの？〉

「……今日はやけに絡むんだな」

〈正直に言わせてもらうなら、今のきずな君は見ていられないのよ。冷静さを欠いてる。らしくないわ〉

「らしくない、か。悪いな無鉄砲で。オレはただ、もう誰も失いたくないだけだ。自分が動かなかったばかりに誰かを失うのなんて、一度だけでたくさんだろ」

〈一度だけでたくさんね。つまりはもう後こう悔かいしたくないってことでいい？　それがこの二週間で急にやる気になった理由？　あの娘こを失いたくないから動いてたと？〉

「別に陽彩だけの話じゃない。オマエだってそうだ。だから出来ることはしようと思った。オレに関係ないところで起きた事件ならどうでもよかったが、獣人事件は想像以上にオレと近いところにあったからな。さっさと終わらせて安心したかった」

〈……そっ〉

　それが彼の動き出した理由であり、当初獣人事件を避さけていた理由でもあった。《黒のウルス断罪者ラグナ》である彼は望む望まないに拘わらず多くの恨みを買っている。そんな彼が事件に関わるということは当然周りにも迷めい惑わくがかかるということだ。

〈……いいわ。これ以上なにを言っても聞きそうにないし。ただわたしも行くからそれだけ待ちなさい。五分で行くわ。待ち合わせは桐ヶ谷大付の前でいいわよね？　それぐらいなら構わないでしょう？〉

「そっくりそのまま返すが罠だぞこれ？　オマエまで来ることないだろ」

〈そうね。でも放っておくわけにもいかないでしょう？　きずな君、どうせ無む茶ちやなことばかりするんだし。少なくともわたしがいれば防げることだってあるんじゃないかしら？〉

「……このお人よし」

〈なんでわたしがお人よしでいるか、少しは考えてくれてもいいと思うのよね〉

「そんなのは知るか。それより、五分しか待たないぞ」

〈はいはい。それじゃ待ち合わせ場所でね〉

　そこで紗月の声が途と切ぎれる。彼は桐ヶ谷大付へと向かって走り出した。

（崎教諭か。随分と舐なめた真ま似ねしてくれるよな。《黒の断罪者》を怒おこらせるってことがどういうことなのか――その身に刻みこんでやる）

　落とし前をつけるべく、彼は桐ヶ谷大付へと向かうスピードを速めた。




‡




「さてと。狭霧君への招待も済んだことだし、少し話でもしないかね」

　通話の終わった携帯電話をしまうと、崎和成はこちらへと微笑ほほえみかけてきた。

「……」

　白藤陽彩がいるのは、白くだだっ広いだけの空間である。桐ヶ谷大付にある保健室の隠し階段を降りた先にあるのがこの部屋だった。部屋の端にはひと組の机と椅い子すが用意されており、今は和成が腰こし掛かけている。彼女は少し離れた床ゆかに座らされていた。

　右手には手錠がかけられ、手錠の反対側は水道管のようなものと繋がれている。自力で逃にげだすのは不可能に近い。

「どうして……こんなことするんですか？」

「どうしてか。どうやら狭霧君からなにも聞かされていないようだね。簡単にいうなら、私が獣人事件の関係者だからだよ」

「それって――」

　無意識のうちに息を呑のむ。和成の言葉が本当なら、クリスティナ・トワイライトが獣化した原因となったのがこの男ということだった。自然と表情が硬くなる。

「なんでそんなことしたんですか？　獣人事件のせいでどれだけの人が犠牲になったのか、崎先生はわかってるの？」

「おかしなことを聞くね。殺した数で言うなら今回の事件など《黒の断罪者》のそれには遠く及およばないよ。私はダメで狭霧君ならいいのかな？」

「……なにが言いたいんです？」

　言葉の意味が理解できずに眉を寄せる。そんな彼女を和成が嘲あざ笑わらった。まるで無知な生徒にでも教えるように丁寧に説明し始める。

「君は狭霧君のことをなにもわかっていないようだね。時間もあることだし少し説明しようか。《黒の断罪者》についてなにか聞いたことはあるかな？」

「ありますけど、あんなのは悪い噂うわさじゃないですか。千人以上の《魔術師》を殺しただとか人の生血を吸うだとかなんて嘘に決まってます。あたしの知ってるきずなさんは、少なくともそんなことを出来る人じゃありません」

　まだ知り合ってひと月ほどしか経たっていないがそれでも絆のことはわかっているつもりだった。生活習慣はめちゃくちゃな上にとてもものぐさな性格だが、少なくとも好き好んで人を殺すような人物ではない。

「盲目的だね。それは噂などではなく変えようのない事実だ。生血を啜すする云うん々ぬんはわからないが、千人以上の《魔術師》を殺してきたのは紛まぎれもない真実だよ。あの男は君が思っているような善良な生徒などではない。《賢人教会》の《魔術師》だけでもどれだけの数が彼の手にかかりやられたことか。考えただけでもおぞましいよ」

「嘘よっ！」

「信じる信じないは君の勝手だがね。もっとも君がどう思っていようがもはやどうでもいいことだが。どうせ《黒の断罪者》の命運も今日で尽きる」

「……さっきから気になってたんですけどどうしてきずなさんを狙ねらうの？　恨うらみでもあるっていうんですか？」

「恨み？　そんなものは一いつ切さいないよ。ただ私が自由になるために必要なだけだ。それが契けい約やくでね」

「契約？」

「そのままの意味だよ。私はね、生まれたときから既に人生を《賢人教会》に握られていたんだ。親の代の研究を続けていくだけのつまらないものだったよ。自由なんてものは最初からなかったし、夢や希望なんかも持たせてはもらえなかった」

　和成の顔にはなんの感情も浮かんでいなかった。事実だけを語るその音声には、ただ虚むなしさだけが見え隠れする。

「子供の頃ころからずっと思っていたよ。『《賢人教会》なんか抜け出して自由になりたい。私はただ人並みの人生を過ごしたいだけなんだ』とね。そのためなら悪あく魔まに魂たましいを売っても構わなかった。そうして起こったのが今回の事件だ。どんな手を使っても構わない。ただ《黒の断罪者》を殺せれば、私は晴れて自由の身となれる。そういう契約を結んだんだ」

「そんな理由でこんなことを？　多くの人達を犠ぎ牲せいにしてまで……」

　和成の本意を聞いて怒りが込み上げてくる。この男の我わが儘ままのために多くの人が犠牲になり、クリスティナまで《獣人》になったのかと思うとどうしても許せなかった。そのことを感情のままにぶちまけようとした時、けれども先に口を開いたのは和成だった。

「そんな理由？　簡単に言わないでくれるかな。君だって同じ穴のムジナだろうに。自由を求めてこの都市へ来たんじゃないのかな？」

「……どうして知ってるんですかそんなこと？」

「狭霧君のデータを調べるにあたって周りの人間のプロフィールも調べたからだよ。白藤陽彩――君の家庭環境についても当然調べた。自分の居場所を求めて桐ヶ谷へと来た君に、私をどうこう言う資格があるのかな？　むしろ君にこそわかると思うんだがね。自由を求める私の気持ちが。自分だけの居場所がほしくてこの都市に来たんじゃないのかな？　私も同じだよ。自分の境きよう遇ぐうがどうしようも無くなったから、どうにか変えようと足掻いているんだ」

　和成は語る。自分たちは同じものを求めている同士なのだと。ただ境遇や手段が違ちがっただけで、お互たがい自由を求めていることに変わりはないのだと。

「一いつ緒しよにしないでください！　どこが同じだっていうの？　たとえ求めたものが近くても、手段が全然違うじゃない。人を殺してまで自由になろうとなんて、あたしは絶対にしません！」

「そんなものは能力タレントの違いでしかない。一人前の《魔術師》になればいずれわかるさ。自由を得るためにそれが必要なら、《魔術師》は鬼にも悪魔にもなれる生き物だとね」

「絶対に違います！　魔術だってそんなことに使われるのは不本意なはずです！」

　その言葉だけは全力で否定する。絆に習っている魔術がそんなものだと思いたくなかった。少なくとも彼かの女じよは救われたのだ。けれどもそんな思いすら和成は踏みにじる。

「ならばなぜ桐ヶ谷はあるのかな？　それもこんな壁かべに囲まれた海の上に」

「なぜって、そんなの《魔術師》のために決まってるじゃないですか。《魔術師》のための都市なんですよ？」

「そんなものは建前だよ。桐ヶ谷は今でこそ《魔術師》のための都市として知られているが、元々は優ゆう秀しゆうな《魔術師》を逃がさないために作られた檻おりだ。第二次大戦後、桐ヶ谷グループは《魔術師》の危険性をいち早く察知していた。だから陸路と空路を封鎖し、呪じゆ文もんが唱えられず一番逃れにくい水路だけを残して都市を作ったんだ。この都市はね。危険な《魔術師》を閉じ込めるために作られた檻なんだよ。《魔術師》のことなんて一切考えられてはいない。考えたことはなかったかな？　もしこの都市が本当に《魔術師》のための都市なら、壁で囲う必要などなかったはずだと」

「それはっ――」

　反論しようとするも否定できる言葉が見つからずに押し黙る。和成のいうとおりだった。壁のことについては桐ヶ谷に来た当初から気になっていた。もし本当に《魔術師》のためにあるのなら、あんな壁は必要ないのではないかと。

　彼女が黙って俯いていると和成の視線が入口の方へと移っていく。

「どうやら来たようだ、パーティーの主役がね」

　彼女が顔を上げるのと同じくして、入口の扉はゆっくりと開き始めた。
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　狭霧絆が扉を開けると、目の前にはただ白いだけの部屋が広がっていた。学校の体育館ほどもありそうな広大でなにもない空間。おそらくは魔術訓練用の施設なのだろう。二年以上在ざい籍せきしている学校の地下にこんなスペースがあるとは思いもよらなかったが、《賢人教会》が関わっているのならそれも頷うなずける。

　桐ヶ谷にはここ以外にもこういった施設がいくつも存在するのだ。《賢人教会》が桐ヶ谷グループに隠れて作ったと思おぼしき施設は見つかっているだけでも十を超える。真野紗月が感嘆の声を上げた。

「こんなものがあったなんてね。さすがに驚きだわ」

「同感。よくやるよな《賢人教会》も」

「そうね。ところで強度はどう？」

「……十分そうだな。これなら問題ないだろ」

　軽く壁を叩いて確かく認にんする。下手に暴れれば生き埋めに繋つながるのではないかと勘かん繰ぐったのだ。地下施設だけあってその辺りは配はい慮りよされているのだろう。壁はかなり頑丈だった。

　崎和成の姿を見つけゆっくりと歩きだす。和成の近くには白藤陽彩の姿も確認できた。

「ほう、真野君も一緒か。付き人がいるとは意外だね」

「一人で来い、とは言われませんでしたから」

「そうだったかな？　《黒の断罪者》に手を貸すような輩やからはいないものだと思っていたから失念していたよ。認識を改めなければね」

「……」

　互いに皮肉をぼやきあう。紗月は黙ってついてきていた。この手の手合いとは話すのも嫌いやなのだろう。口を開く気配すら感じられない。

「そういえば挨あい拶さつが遅おくれたね。こんばんは、といったほうがいいのかな。ようこそ《黒の断罪者》。君の死に場所へ」

「死に場所ねぇ。確かにそうかもしれませんね。もっともオレのではありませんが。ところで陽彩、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「……きずなさん」

　弱々しい瞳ひとみでこちらを見つめる陽彩と目が合う。怪け我がなどはないように見受けられた。衣服の乱れなども見られないが、精神的にはかなり参っているのだろう。その顔色からは疲弊の色が窺うかがえる。

「ちょっと待ってろ。すぐ助けるから」

「ずいぶんと自信過剰だね。もう勝った気でいるのかな？」

　和成が椅子から立ち上がる。机から離はなれると陽彩と彼のちょうど中間地点へと移動して足を止めた。

「この日を待ちわびたよ。君を殺すことができれば、私は晴れて自由の身となれる」

「自由ね。事情はわかりませんが、それがこのくだらない茶番の目的ですか？」

「くだらない？　君に私の人生を否定する権利があるのかな？　私はずっと《賢人教会》のレールに沿って生きてきたんだ。自由を求めることのなにがいけないというのかね？」

「別に悪いとは言ってませんよ。崎教諭がどう生きようと興味もありませんから。そんなことよりそこを退どいてくれませんか？　早く陽彩の枷かせを解いてやりたいんですが」

「……」

　和成の顔から笑みが消える。不快そうな表情を浮かべ携帯電話を掲かかげて見せた。画面には見覚えのある《呪法陣》が映っている。猫耳のときにクリスティナ・トワイライトが使っていたものとそっくりの、獣身魔術に特化した《呪法陣》である。

「少し残念だよ。《黒の断罪者》と呼ばれるほど《魔術師》に染まった君なら、自由を求める私の気持ちが理解できると思ったんだがね。君だってこの都市おりから出られない人間の一人だろうに」

「出られないのは確かですが、それが不自由かどうかは別問題でしょう？　オレは好きでこの都市にいるんです。それこそどうこう言われる筋合いはありませんね」

「閉じ込められているとわかっていてそれかね。モノ好きだな君も。やりあう前に少しだけお話ししないか？　君は悪魔という存在を知っているかね？」

「……魔ま力りよくで出来た生き物のことです。それがどうかしましたか？」

「誤魔化すなよ。私が言ってるのはそんな講義的な意味じゃない。真実の話だ」

「どういう意味ですか？」

　和成のうしろにいた陽彩が声を上げる。それは陽彩に話していないことだった。和成は饒じよう舌ぜつに続ける。

「悪魔とはね。人に魔術を与あたえた存在だ。その力は人間を遥はるかに上回る《己魔力》を持ち、一匹でも世界を変えるほどの魔力を持つと言われている。幽ゆう霊れいや《使い魔》を悪魔と呼ぶ者もいるが本物の悪魔とはそんなものじゃない。姿かたちは文献上にも残っていないが、その生き物は確かに存在する。《賢人教会》は彼らを神と呼び慕った」

「神？」

　実感のない陽彩の声。その声からは疑念のほうが強く読み取れた。

「そう、神だ。人知を超えた力――魔術を人へと与えた奇跡の使者。だから《賢人教会》は悪魔を神として崇あがめている」

「だからなんだって言うんですか？　その話、今となにか関係があるとでも？」

　苛いら立だたしげに告げる。和成はほくそ笑んだ。

「私はね。リオン・トワイライトの研究は本物の悪魔――《魔術鬼ウイザード》を生みだすためにあったんじゃないかと推測しているよ。彼の研究内容を読んだ時、まず疑問に感じたのは研究に使った魔術の種類だった。《魔術師》でもない人間に魔術を与えるのなら、どうして獣身魔術などという効率の悪い魔術を選んだのかな？」

「……」

　それには答えない。彼も同じ疑問を抱いていたからだ。クリスティナ・トワイライトは『誰もが魔術を使える世界になりますように』と語ったが、それならもっと安全な魔術で実験してもよかったはずである。彼の使う幻げん想そう魔ま術じゆつでも物質を変化させる媒ばい介かい魔ま術じゆつでも構わない。それなのにリオン・トワイライトは獣身魔術という人ならざるモノを生み出す魔術を選んだ。それがいったいどういうことを意味しているのか。

「おそらく彼は人から悪魔の代わりとなるものを生み出そうとしたんだ。今となっては確かめる術すべもないが、そうでもなければこんな厄やつ介かいな魔術を選ぶはずがない」

「たとえそうだったとしてそれがなんの関係あるんです？　リオン・トワイライトがなにを思っていたかなんてこと、今は関係ないはずですが」

「わからないかな？　つまりはこういうことだよ」

　和成が携帯電話のボタンを押すのが見えた。受話器から機械音声が流れ始める。

『認にん証しようを確認。《邪悪な魔女》より《姫殺す毒林檎》のプレゼントです。お受け取りください。ＢＥＡＳＴ‐ＴＩＭＥ・ＢＥＧＩＮＳ』

　何度か目にした狼おおかみの《使い魔》ではなく白いライオン型の《使い魔》が現れる。《使い魔》が和成に牙きばを立てると大きな変化が現れた。和成の筋肉が肥大化し、だんだんと白い体毛で包まれていく。けれども彼は別の事が気になっていた。

「童話の魔女ケイオス・クイーンに反響する贈り物エコーズギフト、か。ＳＮＳにつけた小人の姫スノーホワイトといい悪趣味ですね」

〈別に私がつけたわけではない。クライアントから指定があったんだ〉

　和成の声が直接脳に響ひびき渡わたる。《獣人》となって意識を失わずにいることもそうだが会話できることにも驚きだった。今までに現れた《獣人》とは姿かたちも異なるように思える。

　前に見た《獣人》は狼の頭を模していたが今回はそうではなく、ライオンのような頭部に三メートル近い体たい躯く。筋肉の量も比較にならないほど盛り上がっていた。

〈君の魔術を対策した完かん璧ぺきな《獣人》――いや、《魔術鬼》といったほうがいいかな？　万に一つとして勝機などないよ〉

「《魔術鬼》ねぇ」

「なにを呑のん気きにしてるんですか！　今ならまだ間に合います。きずなさんたちだけでも逃げてください！」

　和成が変わっていく様をつまらなそうに眺ながめる。陽彩が叫ぶのが聞こえた。けれどもその声にはなにも応こたえない。代わりに後ろにいる紗月へと確認する。

「そっちはどうだ？」

「ダメね。思った以上に風の量が少ないわ。ここじゃ力の半分も発揮できないんじゃないかしら」

「そっか。ならいつも通りオレが前衛だな。陽彩を先に助けたかったんだが、そっちはオマエに任せる」

「了解。それぐらいなら引き受けましょう」

「じゃ、またあとで。降臨、冥界番人」

　傷のある面が現れ衣類と髪が色を変える。彼かれは一人前へと出た。

「きずなさん！」

「悪いがそっちはあとにしてくれ。正直コイツには相当ムカついてるんだ。落とし前つけてやらないと気が済まない」

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　変化を終えた《獣人》が咆ほう哮こうする。彼は和成に向けて挑ちよう発はつするように呟つぶやいた。

「散々振ふりまわしてくれたんだ。楽に死ねるとなんか思うなよ？」

　その言葉を合図に、開戦の火ぶたは切って落とされた。
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「閃断、月読乃剣」

　現れた〝月読〟を即座に握ると、狭霧絆は躊ちゆう躇ちよなく《獣人》へと斬りかかった。まっすぐに振り下ろした斬撃を《獣人》の腕が難なく受け止める。

（予想どおりか）

《強化獣人》と同じ皮膚が甲殻化した《獣人》である。あのときよりもさらに堅固な肉体に仕上がっているのだろう。以前は〝月読〟で傷つけることができたのに対し今回は全くの無傷だった。

　彼は一度間合いを離すと、白藤陽彩や真野紗月に危害が及ばない距きよ離りまで《獣人》を誘導し始める。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　追ってくる《獣人》が雄たけびを上げる。直後、先さき程ほどと同じように崎和成の声が脳裏へと響いた。

〈開始早々逃げてばかりでいいのかね？　《黒の断罪者》と言っても所詮は人間でしかないのかな？〉

「黙れよ」

　彼は敬語を止めていた。《獣人》となったこの男に対してもはや敬意を払う必要など感じなかったからだ。襲い来る和成の爪つめを〝月読〟で振り払う。速度では分があるが腕力では完全に負けていた。高速で移動しながら激しい剣けん戟げきを繰り広げる。

（以前の《獣人》とはだいぶ動きが違うな）

　剣戟を繰り広げながら分ぶん析せきする。前の《獣人》とは違って動きが人に近く感じられた。おそらく和成の意識が残っているからだろう。

　生粋の研究者である和成にとって争い事は不得手なのか。スペックは上がっていても幾分かやりやすいように思えた。腕力やスピードが格段に上がったところで、元が素人しろうとでは持ち腐れに過ぎない。

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　ライオンの《使い魔》を使って爪を伸のばすと和成が攻勢を強めてくる。それに合わせて彼も動いた。

「呑噬どんぜい、紅ぐ蓮れん業ごう火か」

〝月読〟の刃から黒炎が噴きあがり、燃え盛る〝月読〟を上段から叩たたきつける。和成の爪と〝月読〟とが激しくぶつかり合った。鍔つば迫ぜり合あいのような姿勢で睨にらみあう。爪の一本に罅ひびが入った。

〈白兵戦への訓練は受けたつもりなんだがね。戦せん闘とうに関しての技量ではやはり君に分があるようだ〉

「……」

　無視して〝月読〟を薙なぎ払はらう。互いに少し後ろへと下がった。和成の右胸辺りから《呪法陣》が浮かび上がる。

〈生命吸収エナジー・ドレイン〉

　先程のライオンとは違うネズミの《使い魔》が和成に齧かじりつく。瞬しゆん間かん、和成の口から灰色の瘴気が吐き出された。横に跳んで回避する。今の呪文には聞き覚えがあったからだ。クリスティナとの戦闘の際、彼の気功魔術をそぎ落とした陰陽魔術である。

　ネズミの《使い魔》こそが和成本来のものなのだろう。あれをもう一度喰らうわけにはいかなかった。

「喝かつ采さい、孤こ軍ぐん奮ふん闘とう」

　和成の周囲を漆しつ黒こくの閃せん光こうが包み込み、和成の身体からだごと灰色の瘴気を焼き焦がす。

「なんだよ。策でも巡らせてたんじゃないのか？　その程度じゃ相手にもならないぞ」

〈……どうやらそのようだね。仕方ない。趣味ではないが舞台装置を使わせてもらうよ〉

「舞台装置？」

　同時に床全体が赤く輝かがやきだす。それは彼のよく知る光だった。

「《呪法陣》か」

〈それも特注のね。誇りたまえ、君を殺すためだけに開発した術式だよ。黒剣ウエポン・デ殺しストロイヤー〉

　直後、再度ネズミの《使い魔》が現れ和成へと噛り付く。効果はすぐに現れた。彼の手にあった〝月読〟が塵ちりと化したのだ。

「……武器破壊か。また手の込んだ真似を」

〈そんな単純なものではないよ。その剣、〝月読〟といったかな？　今まで集めた《黒の断罪者》のデータを検証した結果、それが一番厄介だと判断した次し第だいだ。君の戦い方のほとんどはその剣に依存する。ならばこの空間にその剣の因子を分解する術式を仕込めばいい。もっとも、それにリソースを食われ過ぎて他の対策まではあまり手が回らなかったがね〉

「細かいことするな。《魔術鬼》が聞いて呆れる」

〈根が研究者なものでね。これぐらいは勘かん弁べんしてほしいよ〉

　和成が突っ込んでくる。その言葉が本当なら再度〝月読〟を作り出すことは不可能なはずだった。

（さて、どうするか。正直それほど面倒な相手とも思えないんだが……今は陽彩がいるんだよな）

　和成の攻勢を避けながら陽彩の方を一いち瞥べつする。彼女の存在がネックだった。手段がないわけではなかったが、そのためには今まで隠かくしてきたことを露見しなければならなくなってしまう。それは極力避けたかった。

（まっ、少し面倒でもどうにかなるか）

　楽観的に思考を打ち切る。彼は和成へと意識を集中した。
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「きずなさん……」

　狭霧絆と《獣人》との争いが続くのを、白藤陽彩はただ眺めることしかできないでいた。拘こう束そくされていた場所から少し離れた部屋の隅である。彼女にかけられた手錠は真っ二つに割れ先程の場所に転がっていた。

　こちらが絆に視線を注いでいると隣となりに並んでいた女が確認するように問いかけてくる。

「手は大丈夫そう？」

「あっ、はい。なんともないです。先程はありがとうございました」

「礼なんかどうでもいいわ。それより、ここにいられてもきずな君の邪じや魔まになるだけよ。早く逃げなさい」

　そう言って女――真野紗月が出口の方へと彼女を促うながしてくる。先程初めて会ったばかりだが綺き麗れいな女性だった。《呪法陣》の浮かんだ赤い瞳がオッドアイとなっており、こんな場所で出会わなければアパートの隣人として挨拶もしたかったと思う。

「真野さんはこれからどうするんですか？」

「わたしは残るわ。きずな君を放っておくわけにもいかないでしょう？　出口までは付いていってあげるからさっさと行きなさい」

「えっと、あたしはいいですからきずなさんのお手伝いって出来ないですか？　きずなさん、少しまずいですよね？」

「……言われなくてもやってるわ。ただ効果が出てないだけよ。風の量が少な過ぎるのよここ。おかげであの甲殻を破れやしない」

　苛立たしそうに爪を噛む紗月の様子で理解する。こちらがいうよりも早くから紗月は絆の援護を行っているようだった。

「罠なのはわかってたけど〝月読〟を封じられるのは痛いわね。そのうえあの巨体。きずな君の魔術に耐性のある身体ってのも厄介だわ」

　ぶつぶつと呟く紗月の声を聞きながら考える。状況を打破するのになにか役立てないかと思った。暫しばし考えたのち、彼女は一つのことに思い当たる。

「えっと、要するに〝月読〟がないことが問題なんですよね？　それに代わるものがあればなんとかなりますか？」

「……そうね。絶対とは言えないけど状況は変わるわ。さっきまではきずな君のペースだったんだもの。優勢には持っていけるはずよ」

「わかりました。ならやってみます」

「？」

　右手を前にかざす。手の甲こうが赤く灯った。リスの《使い魔》が《呪法陣》から現れる。

「なにするつもり？」

「〝月読〟の代わりになるモノを作り出します。きずなさんほどじゃないですけど、あたしも幻想魔術を使えますから。武器作成の術式自体は前から考えてました」

「やめておきなさい。幻想魔術の弱点はわかっているわよね？　幻想魔術は恐きよう怖ふや焦あせりなんかで簡単に力を無くす魔術よ。中途半端なものを届けても余計状じよう況きようを悪化させるだけでしかないわ。あなたあの《獣人》が怖くないの？」

「正直言えば怖いですよ。あの《獣人》に限らず、《獣人》は全すべて」

「だったら――」

「でもだからってなにもしないでいるなんてできないですよ。ここで何もしなかったら、あたしはまた足手まといでしかないじゃないですか。きずなさんに言われたんです。きずなさんみたいな《魔術師》になるなら努力しろって。努力すれば絶対にたどり着けるからって。そういうふうになりたいと、変わりたいと思うから動くんです」

「だからってそんな感情論でどうにかなる問題じゃ――」

　紗月の言葉が途切れる。幻想魔術に関してはその『感情論でどうにかなる問題』なのだ。それがわかったから水を差すのを止やめたのだろう。代わりに別のことを告げてきた。

「やるからにはしっかりやりなさい。失敗は許さないわよ」

「絶対なんとかして見せます。創造、異邦刑具」

　瞬間、彼女の右手に〝十字架〟が現れた。
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「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

「喝采、孤軍奮闘」

　激しさを増した崎和成の腕をギリギリのところで躱すと、狭霧絆は左手を薙いだ。直後、和成の身体を漆黒の閃光が埋め尽くす。けれども和成は止まらない。ダメージなど一切気にせずに肉体一つで突っ込んできた。

「ちっ……連れん想そう、二重ふたえ双そう牙が」

　両手に一対の短たん剣けん〝黒こく葬そう〟が握にぎられる。まっすぐに向かってくる和成を避けながら左手の〝黒葬〟で斬きりつけた。が、それは甲殻に少しの傷を残しただけでたいした効果を出せないでいる。

〈だいぶ動きが悪くなってきたようだね。その身体でよく躱すものだ。疲つかれているだろうし、そろそろ眠ったらどうかね〉

「余計な御お世せ話わだ」

　目に見えて消耗していることは自分でもわかっていた。ここに来るまでに《獣人》の蹴りを二発もらい、少し前まで白藤陽彩を捜し回っていたのである。コンディションとしては最悪だった。

〈とはいえこちらは飽きてきたよ。そろそろ終わりにしようか〉

「ＧＡＡＡａａａａａａａ――！」

　再度《獣人》の右手に光が灯る。今度は両手だけではなく両足の爪も伸びた。肉体ももう一回り大きくなり、その全長は三メートルをもやすやすと越える。

　サイズアップが終わると同時に爪が襲い来る。自然と奥歯に力が入った。後ろに跳んで避けようと試みるが逃げ切れず、彼の跳んだ距離以上に伸びた爪が胴を掠かすり為なすすべもなく弾き飛ばされる。彼の身体は出入り口のある扉とびらのすぐ脇わきまで吹き飛ばされていた。勢いのまま壁に背中を強打して一いつ瞬しゆん息が詰つまる。握っていた一対の〝黒葬〟が手から離れた。

（……少ししくったな）

　背中の痛みに目め眩まいを覚える。口の隙すき間まから漏もれる血液の臭においに咽むせそうになるのを必死で堪こらえた。動きの鈍くなったこちらの隙を見逃すはずもなく、和成は一気に距離を詰めてくる。
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〈それでは狭霧君。これでさよならだ〉

　和成の爪がまっすぐにこちらの喉のどへと突き出される。ギリギリのところで横に跳とびそれを回避した。左手を仮面へと伸ばす。バレるバレないと言っている場合ではないと判断し本気を出そうとして、

「開錠、」

〈きずな君、受け取りなさい！〉

「？」

　急に名を呼ばれて詠唱を中止する。真野紗月の声に従って手を動かすと彼の左手に『それ』は収まった。

〈貴方あなたの生徒からよ〉

　緋ひ色いろの刀身をした十字架型の長剣が彼の手に握られていた。見覚えはないがおそらく陽彩の作ったものなのだろう。それが来るのとほぼ同時に和成の爪が振り下ろされる。

「爪そう痕こん、餓が狼ろう尖せん戟げき」

〝十字架〟を漆黒の魔力が包み込み、振り下ろされた和成の爪へと一息に叩きつける。爪と〝十字架〟とが交錯し今日何度目かの火花が散った。

（剣か。こんな呪文教えた覚えはないんだけどな）

　こんなときだというのにも拘かかわらず仮面の下で笑みがこぼれる。〝月読〟の代わりとしては十分だった。〝月読〟ほど使い慣れているわけではないが、それでもここを乗り切るだけならば問題ないだろう。

〝十字架〟を横薙ぎにする。先程纏った魔力から漆黒の三日月が放たれた。漆黒の三日月は和成の胴どう体たいへと食いこみ、そのまま十メートル近く和成を吹ふき飛とばしていく。

　すぐさま〝十字架〟を構え直す。再び距離を詰めようとしたところですぐ脇から気配が伝わってきた。

「きずなさん！」

「……」

　声には返さずに一瞥する。二人とも出口の近くまでたどり着いたようだった。彼女らがたどり着いたことで前に出る必要も無くなる。

「殲せん滅めつ、」

　彼はその場で〝十字架〟を手放していた。そのまま左手を《獣人》へと向け精神を落ち着かせる。以前に《強化獣人》と相対した際、彼はこの呪文で決着をつけたことがあった。手の甲を右手でしっかりと固定し照準を合わせる。彼のデータを取った完璧な《獣人》だと和成は言ったが、この呪文のデータだけは取れなかったはずだ。

　吹き飛んだままの体勢でいた和成がこちらの動きを見るやすぐにその場で足を固める。自身の堅けん牢ろうさへの自信だろう。堪えるように踏ん張るのが見て取れた。

（上等っ！）

　こちらの魔術か、和成の強固さか。勝敗をつけるべく最大威力の呪文を解き放つ。

「凄すさ王の霹へき靂れき」

　瞬間、彼の左手の先から漆黒の雷かみなりが放たれる。それは一直線に和成へと向かい、

〈やはりかかったか。生命喰いエナジー・イーター〉

　吸収されるように和成の口へと飲みこまれた。

「なっ！」

　起こった事象にさすがの彼も絶句する。こればっかりは完全に想定外だった。こちらの驚きよう愕がくをチャンスととってか。和成がさらに驚きの行動に出る。

〈なにを驚おどろいているのかね？　対策はしてあるといったはずだ。《獣人》の遺体が回収できなくとも君への対策は完ぺきだよ。己おのれの魔力で沈みたまえ。生命解放エナジー・バースト〉

　今度は口から吐き出すようにして魔術を解き放つ。彼は即座に回避しようとして、すぐに足が固まった。距離にして五メートル。陽彩と紗月がすぐ脇にいたのだ。下手へたに避よけようものなら和成は容赦なく彼女らへとその標的を絞るだろう。

（冗じよう談だんきついっての！）

　自身の最大威力の反射である。完全になど防げるはずもなかった。だとしても選択の余地などない。

「展開、紫し電でん外がい套とう」

　二人の前へと漆黒のオーロラを作り出す。これで彼女らが巻き添えを受けることはないだろう。そう思って安あん堵どした直後、彼の身体は雷の本流へと飲まれていった。
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「――ずなさん！　きずなさん！」

「ひ……いろ？」

　至近距離から聞こえてくる声で意識を覚かく醒せいさせると、狭霧絆はゆっくりと目ま蓋ぶたを開いた。眼前に現れた白藤陽彩の泣き顔に驚いて仮面の下で困こん惑わく顔がおをする。

（なんで、泣いてるんだ？）

　手を伸ばし涙なみだを拭おうとして、すぐにそれができないと気づく。彼の右半身はほぼ炭と化していた。力なく地べたに座り込み、壁に背を預けることでなんとか姿勢を保っている。

（そうか、やられたのか）

　だんだんと記憶が追いついてくる。崎和成によって反射された最大威力の魔術を無防備な状態で受けたのだ。ただで済むはずがなかった。

「っ！」

　脳が働きだしたことで感覚が戻り始めたのか。だんだんと痛みが訪れ始める。手足に痺しびれを覚え火傷やけどのような痛みが全身を襲ってきた。力を入れてみてもほとんど身体を動かすことはできず、床ゆかに視線をやると彼の血でべっとり湿っている。見るものが見れば匙さじを投げただろう。

　動き出した彼の反応に気づいたのか。陽彩の顔が一瞬だけホッとする。

「きずなさん？　よかった気がついて。大丈夫？　あたしの言ってることわかる？」

　それには返さない。代わりに陽彩の姿を一通り観察し終えてから安堵の息を吐いた。多少の怪我はあるものの、とっさに作った防壁はしっかりと機能したようだ。

「紗月……は？」

「ギリギリで扉の向こう側に逃げれたみたい……あたしは立ち止まっちゃった分だけ間に合わなくって……」

「そっか……にしてもよかった……たいした怪我……なさそうで」

「っ！　どこがよかったのよ！　きずなさんこんなになっちゃって！　あたしなんかを守ったばっかりに！」

「だってオマエ……オレの生徒だろ？　守るのが当然だって……」

「だからって自分のこと守れてないじゃない！　きずなさん言ったよね？　《魔術師》は自分のことを守れて一人前だって。言ってること全然出来てないじゃないの！」

（ホントにな）

　自然と自じ嘲ちようが漏れる。『自分の身も護まもれないのに首を突っ込むもんじゃない』と教えたのは彼自身だった。その彼が自分をないがしろにしてしまっては本末転倒である。

「……」

　陽彩から視線を離す。まずは出入り口の方へと視線を向けた。先程の一いち撃げきの余波を受けたのだろう。陽彩が立っていた周辺だけは無傷で残っているが、それ以外の場所はひどい有様である。出入り口となっていた扉は壊れ、瓦が礫れきで道も閉ざされていた。

（紗月も無事だといいんだけどな）

　扉の向こう側まで行けたのなら大丈夫だと思うが、それでも不安は拭えなかった。さすがに生き埋めということはないだろうが、先程の魔術の際に吹き飛ばされて意識を失っている可能性もないわけではない。

　ついで和成の方へと視線を向ける。ライオン型の《獣人》は先程と同じ場所で床に伏していた。先程の魔術にはそれなりのリスクがあったのか。全身から煙けむりを噴いて肉体が回復するのをじっと待っている。

　そんなこちらの視線を感じたのか。和成の声が脳のう裏りに響き渡る。

〈あれを喰らって生きているとはね。驚嘆に値するよ。だがその身体では今までのような動きは出来ないだろう？　いい加減諦あきらめたまえ〉

「……そっちだって似たようなもんだろ。トドメ刺してやるから待ってろよ」

　掠れそうになる声を気力だけでカバーする。近くに転がった〝十字架〟を拾うとそれを杖つえに立ちあがった。が、すぐにバランスを崩し倒れそうになる。仮面が顔から滑り落ちた。そんなこちらの様子を和成が鼻で笑う。

〈無理は止めたまえ。それに私はもうじき動けるようになる。死ぬのは君のほうだ〉

　言葉の通り《獣人》が起き上がり始める。それに比べて彼は立っているのがやっとだった。〝十字架〟がなければバランスを取るのですら難しい状態であり、一歩踏み出すことすらできないでいる。

（さて、どうしたもんか。せめて陽彩だけでも逃がせればいいんだが……）

〝十字架〟に寄りかかりながら考える。先程の反射のダメージにより彼の《己魔力》は底をつきかけていた。今の状態ではまともに魔術を使うことも出来ないだろう。

（せめて出口だけでもどうにか……って、陽彩？）

　急に前に影かげが出来る。《獣人》と彼のあいだに陽彩が割りこんでいた。

「きずなさんは逃にげて。少しでもあたしが時間を稼ぐから」

「……無理に決まってんだろ。黙って退いてろ。出口だけでもこっちでなんとか――」

「そんな状態でなにが出来るっていうの。きずなさんだってもうボロボロじゃない。あたしは大丈夫。少なくとも今のきずなさんよりは動けるから。逃げ回って時間稼ぎぐらいできるよ」

　それが強がりなのはすぐに分かった。陽彩の足は微かすかだが震えており、とてもではないが《獣人》から逃げるなど不可能だろう。一分持てば上出来といったところだろうか。いや、おそらくそれすら出来ないだろう。

（無力だってわかってるはずなのにな。ホント、初めて会った日にも思ったが無謀なやつ）

　気持ち口の端が持ち上がる。多分、こんな陽彩だからこそ自分はあの日手を差し伸べたのだ。そう思うと妙みように心がすっとした。

「……本当に退かないんだな？」

「退かないよ。出口が作れるならきずなさんだけでも逃げて」

　力強い陽彩の瞳を見て心を決める。生き残るためにどうすればいいか。答えは最初から一つだった。

「わかった退かなくていい。変わりにそれ、少し寄こせ」

「それ？」

　彼の指した方向を追って陽彩が自身の頬ほおを撫なでる。頬からは一筋の鮮血が流れていた。先程の魔術の際に破片にでもぶつけて切ったのだろう。

「これがなんだって……ってきずなさんっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる陽彩は無視して血液を掬すくい取とり、それを舐なめると落ちた仮面を拾ってかけ直した。

「退かないって言ったんだ。ならその命、少し貰うぞ」

「なに言って――っ！」

　陽彩が脱力したように膝ひざを突く。そのまま息苦しそうに呼吸が早くなり始めた。自由を取り戻した和成がこちらの様子を訝いぶかしげに眺める。

〈彼かの女じよになにをしたのかね？〉

「《己魔力》を分けて貰もらったんだ。少しばかり魔力が足りなくてな。悪いが強制的に契けい約やくさせてもらった」

〈契約？　人と人が？　冗談だろう。契約とは人と悪あく魔まによって成されるものだ〉

「そんなことどうだっていいだろ。それよりさっきの続きだ。確か《魔術鬼》の話をしていたな」

〈それがどうしたのかね？　時間稼ぎをしたところで君の命運は変わらないと思うが？〉

「まあ聞けよ。これはあまり知られていない話だが、《魔術鬼》には三つの共通点がある」

〈？〉

　和成が黙だまって聞き始める。少しは興味が出てきたのだろう。最後に好きなだけ喋しやべらせてやろうとでも思っているのかもしれないが、それは大きな間ま違ちがいだ。

「一つ目は《世魔力》に関する話だ。《世魔力》を変へん換かんできる《使い魔》と違ちがい、《魔術鬼》は《世魔力》を使えない。それは《魔術鬼》が世界から外れた存在だからだ。世界から嫌われた《魔術鬼》に世界という《世魔力》は力をかさない」

〈ありえないな。《世魔力》が使えない？　そんな生物聞いたこともない〉

「姿かたちもわからない癖くせによく否定できるな。二つ目だが、《魔術鬼》は《呪法陣》を使えない。《呪法陣》はあくまで人が魔術を使うために開発した技術だ。元々《魔術鬼》が使うようにはできてない」

〈なに？〉

　彼の言葉を聞いた和成の声に変化が生じる。《黒の断罪者》のデータは一通り調べているのだろう。その可能性にも思い至ったはずだ。

「そして三つ目。《魔術鬼》には必ず自身の魔力で出来た《魔力角ホーン》が存在する。この理由からして、アンタは《魔術鬼》とは程遠い」

　痛む左ひだり腕うでを無理やり動かして仮面へと触ふれる。彼は小さく呟いた。

「アンタはオレを怒おこらせた。だから殺すキルぜ――開かい錠じよう、天照あまてらすし縛門ばるいわど」

　仮面に亀裂が走る。それと同じくして都市全体が大きく揺れ始めた。
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「そっちはどう、繋がりそうか？」

「ダメね。完全に埋まっちゃってるみたい。まずは出入り口を確保するところから始めないと。今の状態じゃわたしの魔術は届かないわ」

　都市が震しん撼かんする少し前。狭霧絆たちのいる地下の入り口前で、桐ヶ谷祥太郎と真野紗月の二人はどうにか絆たちと連れん絡らくを取ろうと奮闘していた。

　祥太郎と紗月が合流したのはほんのちょっと前。出入り口としていた扉が閉ざされた直後である。元々応援に駆け付けるつもりでいた祥太郎が扉から出て息をついていた紗月を見つけたのだ。

「それにしても、ここまでキーちゃんが追いつめられたのっていつぶりだっけ？　紗月ちゃんと本気で争ったとき以来？」

「どうだったかしらね？　無駄口ばかり叩いてないで手を動かしたら役立たず教師」

「……相変わらず僕ぼくにはきついよな。コミュニケーションって大事だと思わないか？」

「思わないわね。そもそも教師と仲良くするつもりはないもの」

　祥太郎が苦笑いする。

「はいはい。っていってもホント急がないと。キーちゃんはともかくとして一いつ緒しよに閉じ込められた娘こ……陽彩ちゃんだっけ？　その娘は助けないとまずいだろうし」

「女好きもここまで来ると病気ね。友人より知らない女の心配？」

「そりゃかなり可愛かわいい娘だからな。それに――」

　ちょうどそのとき、都市に大きな揺れが起こり始める。祥太郎はつまらなそうに呟いた。

「あいつの心配なんてするだけ無駄だろ？」

「それもそうね」

「バカだよなぁ、崎先生も。《黒の断罪者》に手を出すなんて。僕なら絶対お断りだ」

「《黒の断罪者》なんてたいしたことないって初めは誰だれもが思うからでしょう。普ふ通つう思わないわよ、普ふ段だんのきずな君が猫ねこかぶってるようなものだなんてね」

　紗月も呆れたように同意する。結果は既すでに見え始めていた。
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　目の前で起きている変化を目にしても、崎和成の頭はその出来事についていけなかった。

　和成の予定では自由が手に入るはずだった。獣人事件に協力し、《黒の断罪者》を殺すことができれば。自由は和成の目前だった。

　その全てが瓦解していく。黄こ金がね色いろの瞳ひとみをした悪魔の囁ささやきによって。和成は見た。仮面が砕けると同時、狭霧絆へと起こった変化を――

〈なんだ……なんなんだ貴様は！〉

　最初に起きたのは黒い瘴しよう気きだった。絆の身体から黒い煙が漏れ始め、それに続くようにしてだんだんと傷が塞がっていく。身体中の火傷は当然のこととして、壊え死ししていたはずの右半身ですら完全な形を取り戻したのには和成も目を見張った。

　真っ当な生物ではありえない不自然な自己再生。そして何より、耳の上から背面へと伸びた計四本の《魔力角》がそれを物語っている。

〈《魔術鬼》――〉

「アンタみたいな偽物じゃなく、ホンモノのな」

　少年の姿をした悪魔それが語る。和成は身み震ぶるいして恐怖した。《魔術鬼》とは今の自分の姿だと思いこんでいたのだ。けれども威圧感の差から理解する。そんな姿など紛まがいものに過ぎなかったということを。
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〈調子に、乗るな！〉

　震えを無視して和成が跳びかかる。黄金色をした瞳を今すぐにでも閉じさせなければ、和成の精神は恐怖でどうにかなってしまいそうだった。
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　恐怖に勝てず跳びかかってくる崎和成の姿を見ても、狭霧絆はつまらなそうに嘆たん息そくするだけだった。

　杖代わりにした〝十字架〟を構え直し、放心し座りこむ白藤陽彩の横を抜ぬけ前に出る。

「終しゆう焉えん、神殺叢雲かみころすむらくも」

　彼へと向けてその爪を振り下ろす和成の胸に〝十字架〟を突き立てる。直後、和成の爪が彼の身体へと届いた。だがそれは何事もないように彼の身体をすり抜けていく。

〈なんだ……なにをした！〉

　何度も腕を振り回し彼を切り裂こうとする。けれどもそれは全て空から振ぶりに終わった。彼のことを捉とらえているはずなのに当たらないという焦りがさらに和成を暴れさせる。

　が、どれだけ暴れたところでそれは意味を為さない。彼の身体を通り過ぎるだけだった。

「存在の幻想化――斬ったものを幻想に変えるオレの切り札だ。アンタはもう何に触れることもできない。もちろん触れられることも。幻想のように消えるだけだ」

〈――っ〉

　和成が吼ほえるように口をあける。今度はなにも聞こえなかった。既に和成の声も幻想へと変わっているのだろう。だんだんとその姿も薄くなっていく。

「あー、言い忘れてた。今のアンタは望んでいたとおり――何者にも縛しばられない自由ってやつだ。消えるまでの短い時間、その自由を満喫してじっくりと苦たのしめ」

《獣人》の目から涙のようなものが零こぼれ落おちる。なにかを必死に訴えているようだがその言葉すら届かなかった。

「さようなら、崎教諭」

　別れの挨あい拶さつと共に、和成の身体は完全に消失した。







四章　《邪悪な魔女ケイオス・クイーン》







「っと、あったあった」

　彼女がいるのは、桐きりヶが谷やにある岬の一つである。周りからは見えないように隠されたその場所に、今は一隻のボートだけが用意されていた。

　ボートに乗ってモーターを起動させる。エンジンがかかるまで少し時間があった。やることもないので自然と都市のほうへ顔を向ける。

「……」

　懐なつかしいものでも見るように都市を眺ながめる。彼女が桐ヶ谷へと来てからの記憶はそう多いわけでもない。同じ場所を行ったり来たりするだけのつまらないものだったとも思う。けれどもここがかけがえのない場所であることも事実だった。

　恋人はいなかったが友人と呼べる人は数多くいた。その全てを捨てていくことに未練がないわけではない。それでももうここには居られなかった。

　エンジンが起動する。海へと出る前にさよならの挨拶をしようと思った。どう挨拶しようか悩なやんだ末、この都市で一番関わった人の名を口にする。

「さようなら、きずな――」

　いい終わる直前、どこからともなく携帯電話の着信音が響ひびき渡わたる。聞き慣れない着信音に訝しんだ。彼女のモノではない。しかし彼女の荷物から聞こえてきている。

「？」

　黙って鞄かばんを開ける。そこには確かに携帯電話が入っていた。ただし彼女のモノではない。昨日から彼女が持ったままでいたモノだ。

「……やられた」

　ディスプレイに表示された名前を確かく認にんして吹き出しそうになる。その名前には見覚えがあった。つい今しがた口に出そうとした名前の主である。電話を手にとって耳に当てる。他人の携帯電話だというのにも拘わらず彼女は通話に出た。今これにかけてくるということは、他ならない彼女に宛てたものに違いないのだから。

「もしもし？」

「『どこに行くつもりですか？』」

　電話口だけでなく背後からも同じ声が聞こえてくる。彼女は声のほうへと振ふり返かえった。

「なんだ、もう見つかってたんだ」

　見慣れた後輩が立っていた。先さき程ほど桐ヶ谷を見ていた時には見つからなかったから、どこか近くにでも隠れていたのだろう。

　口の端から笑えみが零れる。チェックメイト寸前だというのに嬉うれしくて仕方なかった。

「相変わらず悪趣味なことするよねぃ、きずなっちはさ」

「先せん輩ぱいほどじゃありませんよ」

　嘆息する後輩に微笑ほほえむと、クリスティナ・トワイライトは黙って通話を切った。
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　通話の切れた携帯電話をしまうと、狭さ霧ぎり絆きずなは眼前の女性を一瞥した。昨日死んだはずの女性、クリスティナ・トワイライトは笑え顔がおで彼かれを迎むかえいれる。

「そっか。きずなっちがいるってことは、やっぱり崎さき先生はダメだったんだね」

「……」

　それにはなにも返さない。クリスティナはもう、彼にとって仲のいい先輩などではなかったからだ。かける言葉があるとすれば、それはどうしても腹の内を探さぐるものになってしまう。

「一応聞くけど、どうしてここがわかったのかな？　この場所、《賢人教会ウイズダムズ》の関係者以外には知り得ないはずなんだけど」

「紗さ月つきが見つけました。ボートより先輩本人を捜すほうが簡単だったそうですよ」

「あー、紗月ちゃんか。それならしょうがないかな。相変わらず優ゆう秀しゆうな《魔術師ユーザー》してるよね、あの娘はさ」

　クリスティナがからからと笑う。彼は笑えなかった。自分からは見えないが苦い顔をしているだろう。気持ちを落ちつけようと小さく息を吐はく。

「先輩が主犯だったんですね」

　あえて『なんの』とは言わない。それは彼女にもわかっているはずだからだ。予想どおりというべきか。クリスティナは両手を上げて降参のポーズをとる。

「それもわかってるんだ。って、当り前か。ここにいるんだもん。全部わかってて当然よね……きずなっちの思ってるとおり、私が崎先生をけしかけた首謀者だよ」

「……どうしてですか？　先輩がこんなことをする理由がわかりません」

「それに答える前にさ、私からも一ついいかな？　きずなっちはどうして私が生きてるってわかったの？　それがわからなきゃここにはいないはずだよね？　もしかして崎先生が喋しやべっちゃった？」

「それについては二つありますが、確信を抱いたのは猫耳です」

「猫耳？」

「二週間ほど前、オレがゼミの研究室を訪ねたのを覚えてますか？　あのとき先輩は猫耳を見せてくれましたよね。あの耳の色です」

「あー、そういうこと。ということはきずなっちは気づいたんだ。獣人じゆうじん事件の仕組みに」

「気づいたもなにも、先輩が教えてくれたんじゃないですか」

『この《呪法陣サークル》にはさ、ちょいと特とく殊しゆな構成を組み込んであるんだよ。《呪法陣》を発動させた人が《己魔力オド》持ちならそのまま《己魔力》を使って発動するように出来てるんだけど、持ってない場合はその人の生命力っていうのかな？　気力みたいなものを無理やり《己魔力》に変換して効果を成すんだ』

　以前にクリスティナから聞いた言葉を思い返す。この言葉が全ての答えだった。

「獣人事件にあの《呪法陣》が使われているのなら、あの先輩ビーストの毛は猫耳と同じ金色じゃなければおかしいんです。他の《獣人ビースト》たちの毛が白かったのは、《己魔力》を持たない人から無理やり生命力を吸った結果色が抜け落ちたからだ」

「ご名答。そこまでわかってるなら余計な説明は無粋かな。あの術式はさ。《己魔力》の色が毛に反映されるんだよ。だからダミーを用意するなら同じ毛の色がよかったんだけど、ダミーにしたのがネズミだったから毛の色まで再現できなかったんだよねぃ」

「いやー、失敗失敗」と笑うクリスティナに眉まゆを顰ひそめる。それは嘘うそだと思った。クリスティナ程ほどの実力者なら毛の色などいくらでも変えようがあったはずだ。

　彼が〝クリスティナの《獣人》〟の下に駆けつけるまでの時間も十分にあった。そのタイミングで入れ替わったのだとしても時間はだいぶ余っている。毛の色などいくらでも誤魔化しようがあった。

　けれどもそのことについて話すつもりはないのか。クリスティナは話題を変えてきた。

「それでもう一つの理由っていうのは？」

「祥しょう太た郎ろうから昨晩遅おそくにスノーホワイトの管理者名簿が届きました。その中には当然崎教諭の名前だけでなく先輩の名前もあった。疑ぎ惑わくを抱いたのはそれからです」

「管理者名簿？　ってことは《賢人教会》は裏切ったの？」

「そういうことになりますね。《賢人教会》のした獣人事件への関かん与よに目を瞑つぶる代わりに入手したと言ってましたから」

「あー……まーそうだよねぃ。崎先生が敗れたならこっちの手助けしたってなんのうまみも無いわけだし。切り捨てられて当然か。じゃあもしかしてあの件もわかってる？」

「陽ひ彩いろの携帯電話に《呪法陣》を送りつけたのが誰か、ですか？　それについても回答が来てます。あれは先輩が送りつけたんですね？」

「タイミングを計るのに苦労したよ。陽彩ちゃんがタップしてくれなかったら自分で押すつもりだったんだけどねぃ」

　軽い調子で話すクリスティナの声には応こたえない。代わりに別のことを口にした。

「おかしな点だけでいえばほかにもたくさんありました。《獣人》が強化されていたのもそう。あれは《獣人》の遺体を調べなければ出来なかったはずだ。獣身魔術を使えない崎教諭に強化なんて出来るはずがない。提供者がいたと考えるのが自然だ」

「《獣人》の《呪法陣》を担当してたのは私一人だったからね。きずなっちの事件に関わる機会は獣人事件よりも以前からあったし、データをとる機会はいくらでもあったんだよ」

　言葉を交わすたびに真実が表立っていく。だがそれは彼にとって好ましくないものばかりだった。本来ならクリスティナを問い詰めるような真ま似ねはしたくない。それでも言葉は止まらなかった。だんだんと確信に近づいてくる。

「もう一度聞きます。どうしてこんなことをしたんですか？」

「それは獣人事件のことを言ってるのかな？　それとも崎先生を使ってきずなっちを殺そうとしたこと？」

「両方です……先輩のお父さんが関係してるんですか？」

　正直それ以外に思いつかなかった。獣人事件も、彼を狙ねらう理由も。思い当たる節はそこにしかない。クリスティナの表情が気持ちばかり暗くなる。少しの逡しゆん巡じゆんのあと、彼女はゆっくりと語り始めた。

「前にさ、パパは無理なミッションにあたらされて死んだって話したの覚えてるかな？」

「一応。《賢人教会》の《魔術師》だったんですよね？」

「そのミッションの内容がさ。ひどいもんだったんだよ。当時中学生だった一人の少年を殺してこいってものだったの。その男の子は既に名の知れた《魔術師》だったから、高校時代の私でも通り名ぐらいは知ってた。都市に派は遣けんした《賢人教会》の《魔術師》を数百人単位で殺害したっていう恐おそろしい《魔術師》の話。彼に挑いどんで殺されたんだ、私のパパは」

「……それがオレを狙った理由ですか」

「そっ、元々は復讐だったんだよ。きずなっちに近づいたのだってそう。初めはパパを殺したのがどんなやつか知りたくて近づいたんだ。ご飯たかってたのだってちょっとした嫌がらせだったんだよ？　そっちは最後まで気づいてくれなかったみたいだけどさ」

「無理に決まってるでしょ。どうやって気づけっていうんですかそれ？」

　クリスティナと初めて会った頃ころのことを思い出そうとして、けれどもすぐに踏みとどまる。思い出話に花を咲かせるつもりはなかった。彼らはもう、完全に道を違えてしまったのだ。笑い合うことなど出来ない。

「獣人事件のほうはどうしてですか？　そっちはオレと無関係ですよね？」

「それはまた別のお話。《黒の断罪者ウルスラグナ》のデータを取るのに必要だからやろうって崎先生に持ちかけられたんだよ。データはもう十分揃そろってるからいらないって言ったんだけど、少しでもデータは多い方がいいって勝手に決行されちゃった。《賢人教会》にはパパの作ったデータが上がってたし、保安局で言うところの《強化獣人ハイビースト》――対きずなっち用に作った術式のプロトタイプも渡してあったからその《呪法陣》を使ったみたいだね。おかげで止められなかったよ」

「……つまり獣人事件は崎教諭が始めた事件だったんですか？　オレをおびき出だすためだけに？」

「都市で問題を起こせばいずれは《黒の断罪者》が現れるはずだからって言ってね。もっとも崎先生だけのせいではないけど。止められなかった私も同罪。パパや私の《呪法陣》が利用されたってのはイラッと来たけどね」

　クリスティナが自嘲するように笑う。彼にはそれが苦しそうに見えた。

「ホントはきずなっち以外の被ひ害がいは出さないつもりだったんだ。私は復讐出来ればそれでよかったからさ。けどそうはならなかった……どうしてこうなっちゃったんだろうねぃ」

「……別のことをお聞きします。崎教諭は《魔術鬼ウイザード》を生みだすための研究だと言っていましたが、それは本当のことですか？」

「あー、その話。その話なら私もされたよ。《魔術鬼》かどうかまではわからないけど、戦争の道具程度には思ってたんじゃないかな？　パパの考えてることは正直わからなかったけど、万人に魔術を与あたえるってだけじゃなかったのは確かだと思うよ。そうでもなきゃ獣身魔術なんて魔術は選ばないでしょ」

　クリスティナにとってリオン・トワイライトの目的などどうでもよかったのだろう。彼女にとって重要だったのは父親の復讐だけで、それ以外のことについては興味もなかったようだ。

「崎教諭と組んだのはどうしてですか？　ただの復讐だったのならそれこそ自分一人でやればよかったはずだ。現に先輩の作ったライオン型の《獣人》は強力でした」

「退けちゃった君が言うのそれ？　まあいいけどさ。きずなっちの思ってるとおり、都市に来たばかりの頃は私もそのつもりだったんだよ。三年待ったのだってきずなっちのデータを確実にするためだし。最初は全部自分でやるつもりだったんだ。特にきずなっちを殺すのだけは誰にも譲りたくなかった」

「なら――」

　言いかけた言葉をクリスティナが手で制する。彼女はふっと微笑ほほえんだ。

「でもさ、長らく一緒にいるうちに出来なくなっちゃった。きずなっちの前に立つ覚悟、なくなっちゃったんだよね」

「……」

「ずっと憎んでたはずなのに、いつの間にか大切な友達になっちゃってたんだ。昼にあってバカ騒さわぎするだけの関係だったのにさ。笑っちゃうでしょ？」

「……だから崎教諭ですか」

「そっ。崎先生、《賢人教会》を抜けたがってたから交こう渉しようは簡単だったよ。利用するつもりだったんだけど、最終的には手に負えなくなっちゃったかな」

　それでほとんどの疑問が解消される。が、どうしても聞いておきたいことが残っていた。「どうしてヒントをくれたんですか？」

「ヒント？」

「猫耳にしてもそうですし、先輩のダミーを殺した時のこともそうです。あのとき先輩はオレに声をかけてきましたよね？　『じゃあね』って。始めは幻聴かと思った。でも違う。あれは魔術によって遠くから声を届かせたものだ。あんなことさえしなければ、多分オレは資料に目を通そうとなんて思いませんでした」

　崎和かず成なりを殺したあと、彼は部屋へと帰ってすぐに寝ねるつもりだった。けれども桐ヶ谷祥太郎の持ってきた資料が気になってすぐさま目を通したのだ。

　クリスティナのことでひっかかっていなければすぐに目を通そうとなどしなかっただろう。そしてあのとき目を通していなければ、今頃クリスティナは都市の外へと出ているはずである。

「そもそも先輩の死なんて演出は必要なかった。都市から逃げるのだってそうで、もっと簡単な方法をとればいい。それなのにどうしてこんな手の込んだ真似してまでオレにヒントを残したんですか？」

「……さあ、どうしてだろうね」

「ヒントはそれだけじゃない。崎教諭に与えた《呪法陣》だってそうだ。発動する呪じゆ文もんに出てくる《邪悪な魔女》とは白雪姫に出てくる魔女の名前。ＳＮＳスノーホワイトの利用者に毒どく林りん檎ごを届ける老婆――もし崎教諭だけが関与してるなら、混沌の女王ケイオス・クイーンなんて名前は妥だ当とうじゃない」

　こういった些さ細さいな違い和わ感かんまで上げるとキリがないが、今回の事件にはこの手のヒントが散らばり過ぎていた。まるで見つけてくれと言わんばかりの、そんな印象すら受ける。

「理由なんてないんだけどね。でもまああるとすれば……気づいてほしかったからじゃないかな？　獣人事件を全すべて崎先生のせいにして逃げるのは簡単だったけど、それだけじゃちょっと満足できなかったんだよね。たとえバレたとしても、他の誰でもないきずなっちに気づいてほしかったんだ」

　自身のやったことをただわかってほしかったと告げる。それは少しだけ彼にもわかる気がした。

「そういえばさ、私はどうなるの？　保安局に引き渡し？」

「祥太郎に任せます。そうすれば死し刑けいになることだけは避けられるでしょうから」

「情状酌量の余地があるといいんだけどねぃ」

　そう言って笑うと、クリスティナはボートのエンジンを止めた。投降するように両手を上げてこちらへと振り返る。

「あー、そうだった。一つ聞きたいんだけどさ、捕まってからもまた会えるかな？　たまには牢ろう屋やの前まで会いに来てくれる？」

「……無理でしょうね。祥太郎がどんなに弁護したとしても、獣人事件の出した被害が減るわけじゃありませんから。被害の大きさからして一生面会は出来ないと思いますよ」

「それは残念。差し入れ頼もうとしてたのになぁ」

　そう言って苦笑すると、クリスティナにしては珍めずらしく悲しそうな表情を浮うかべた。

「それじゃきずなっち。今度こそ本当にさようならだね。言わなかったけどさ、好きだったよ。きずなっちとご飯食べるの。それこそ復讐なんて忘れちゃうぐらいに。もし再会できたらさ……そのときはまた一緒にご飯食べたいな」

　それはおそらく叶かなわない願い。『無理だ』と言ってしまえばそれだけの話。それでもあえて彼は話に乗ることにした。たとえ実現出来なくとも、それは彼の願いでもあったから。

「いいですねそれ。オレも先輩と食べる飯は嫌いじゃなかったですよ。ちょっと煩わしくはありましたけど」

「ひどいねぃ、その言い方。でもまっ、そのほうがきずなっちらしいか。じゃ、またね」

「……ええ、また」

　叶うかもわからない再会の言葉を最後に、ひと月にも及ぶ獣人事件は幕を閉じた。
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「終わったの？」

「ああ。問題なくな」

　クリスティナ・トワイライトの身み柄がらを桐きりヶが谷や大付にいる桐ヶ谷祥しょう太た郎ろうへと引き渡したのち。狭さ霧ぎり絆きずながアパートへと帰ろうと歩いていると、待ち構えるようにして正門の前で立っていた真ま野や紗さ月つきが声をかけてきた。

「隣となりいいかしら？」

「好きにしろよ」

「そっ。ならそうさせてもらうわ」

「……」

「……」

　そのまま二人黙ってアパートへの道のりを並び歩く。事件が終わったばかりということもあり足取りは重かった。疲つかれているというだけではなく、知り合いを引き渡さなければならなかったという事実が少し胸に刺ささっていたのだ。

　だからなるだけ獣人ビースト事件から話題を避けるべく、彼は別のことを口にした。

「あー、そういえば報ほう酬しゆう出るってよ。これでなんとか家賃も払えそうだ」

「それはよかったわね。もっともわたしにも出るって桐ヶ谷先生に言われたわ。それもきずな君と同じ額だけ」

「……それだけはどうしても納なつ得とくいかないんだけどな」

　紗月を雇った際、彼の懐ふところからはしっかりと紗月の家賃が支払われていた。そのうえ保安局からの報酬も受け取ったとなると二重に報酬を受け取ったことになる。働きから見れば順当なものだが、彼としてはどことなくもやもやが残る形だった。

「小さいこと気にしても腹は膨れないわよ。それより、どこか食べにいかない？　きずな君も朝食はまだなんでしょう？　ご飯ぐらいなら奢おごるけど」

「珍しいこともあるんだな。引きこもりのオマエから外食の誘いなんて」

「さすがに今日ぐらいわね。昨日の今日で疲れちゃった。今から作るのも億おつ劫くうだわ」

「それは同感。でも悪い。今日の食事当番はオレだから帰らなきゃまずいんだ。さすがに陽ひ彩いろを放って食いに行くのはダメだろ」

「……そっ。まあいいけどね」

　少しだけつまらなそうに頬を膨らませる紗月の様子に苦笑する。一応フォローだけはしておくことにした。

「また今度な。ちょうど行きたい店もあるから、そのうち声かけるよ」

「……珍しいこともあるのね。きずな君が気を遣うなんて」

「ほっとけ。さすがに今回はオレも疲れた。たまにはゆっくりと外で飯食うのもありだと思っただけだ」

「そのときは当然きずな君の奢りよね？　きずな君が誘さそったんだし」

「……割り勘な。そこまで余よ裕ゆうないぞオレは」

「こういうとこでしぶる男って嫌よね。器が知れるわ」

「悪かったな。どうせ小さい男で」

「まっ、別にいいけどね。じゃあわたしはご飯食べていくからここで」

「ン、またな」

　そう言って紗月と別れる。彼はアパートへの帰路へと就いた。
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　狭霧絆が部屋に戻もどると、リビングでは白しら藤ふじ陽彩が一心不乱に参考書を読よみ耽ふけっている最中だった。彼が家を出たときはまだ寝ていたはずなので、今日はこれが最初の顔合わせとなる。

「はよっ。調子はどうだ？」

「おはよう。まだ少し苦しいけど、昨日よりはだいぶマシだよ」

　本からは目を離さずに挨拶だけ返してくる。顔色を窺うかがってみたがまだ少し悪いようだった。少しやつれたようにも感じるが、この程度なら命に別状はないだろう。

「あまり無理するなよ。言葉どおり命削ってんだから」

「そういうの、削った本人があっけらかんと言わないの。身体からだ動かすのだって辛つらいんだからね」

「そりゃ悪かった」

「別に怒ってないよ。おかげで二人とも生き残れたんだしね。結果オーライってやつじゃないかな」

「結果オーライね……それもう死語じゃないのか？」

「……細かいことばかり気にしてると眉み間けんに皺しわ増えるよ」

「それをオマエが言うか？」

　一時的な契約による《己魔力オド》の強制吸収――それが陽彩の体調を害した原因だった。昨夜は余裕がなかったとはいえ本人の確認もなしに行ったため責められるものとばかり思っていたのだが、陽彩は特に気にした様子もなくそれどころか二人生き残ったことだけを喜んでいる。

（恨うらみごとの一つや二つ覚悟してたんだけどな）

　顔には出さず胸中で苦笑する。陽彩がいいと言うならこれ以上蒸し返しても仕方ないことだ。彼は別のことを口にした。

「にしてもいつになく真しん剣けんだな。なにかあったのか？」

「なにかあったのかじゃないよ。昨日は散々だったじゃない。自分の未熟さを痛いほど思い知らされたから少しでも努力しようって決めたの」

「素人しろうとにしては十分役に立ってたろ。まだなにか不満なのか？」

「役に立ったって言えるほどは役に立ってないし、もっと出来ることもあったはずだから。特にクリスさんのときにはホント何もできなかったし」

「……あー」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔でぼやく陽彩から目を逸そらす。陽彩にはクリスティナ・トワイライトの真実は伏せていた。『クリス先輩は《獣人ビースト》のまま保護され保安局にいる。元の姿にはもう戻れないかもしれない』というのが彼かの女じよに話した作り話である。

　仕事上の守秘義務があったのも確かだが、真実を話さなかったのは別の理由。クリスティナが無事だと説明するには、同時にクリスティナの関与も告げなければならなくなってしまうからだ。

　正直それは気が咎とがめた。陽彩はクリスティナに救われたと思っている。今の状態でそれが偽りだとわかったら人間不信にすら陥りかねない。

「忘れてた。これ」

　陽彩へと向かって携帯電話を差し出す。それは陽彩の携帯電話だった。先さき程ほどクリスティナから預かったものである。

「……それ、どこにあったの？」

「現場で保安局員が拾ったんだと。よかったな見つかって」

　真顔で嘘を吐つく。こちらの嘘に陽彩は気づかなかったようだった。携帯電話を受け取るとそれを愛おしそうに抱きしめる。

「ごめんなさい」

　なにについて謝あやまっているのか――それを聞くような真似はしない。陽彩がクリスティナのことを忘れることはないと思った。きっと生涯悔やみ続けることになるだろう。

（いつかは教えてやらないとな）

　今すぐにではなくとも、陽彩にはクリスティナの生存を教えてやりたいと思った。たとえそれでショックを受けたとしても、彼女には知る権利がある。

　生き残った獣人事件の被ひ害がい者しやで一番割を食ったのはおそらく彼女だからだ。知らないままにしておくのは不義理だと思った。

「……そういや朝食まだだったよな。悪い、すぐ作るから」

「それならもう出来てるよ。きずなさんの分もキッチンにラップして置いてあるから食べちゃって」

「あれ？　オレの当番じゃなかったっけ？」

「きずなさんだって昨日の今日で疲れてるでしょ。起きたらいなかったし、勝手に作っちゃった」

「そりゃ悪い。それと、サンキュ」

「ううん。こちらこそありがと。昨日は助けてくれて」

「それは当り前のことだって言ったろ。陽彩はオレの生徒なんだから」

「それでもありがと。怖い目にはあったけど、それでも嬉しかったから」

「……そっ。ならどういたしまして」

　陽彩から顔を逸らして一人キッチンへと向かう。なんとなく気恥ずかしくなったのだ。食事を持って部屋へと戻ると陽彩が読んでいた本を置いて訊たずねてきた。

「一つ聞いてもいいかな？」

「ン？」

　折おり畳たたみ式しきの丸テーブルへと朝食を置きながら相あい槌づちを打つ。朝食はトーストだった。パンよりも米を好む陽彩だが、さすがに昨日の今日では作る気力も起きなかったのか。トーストは目玉焼きの載っただけの簡素なものだ。

「きずなさんは――普通の人間じゃないの？」

「……否定したいところだが、さすがにもう誤魔化せないよな？」

「ずっと黙だまってたのはどうして？　《魔術鬼ウイザード》の話も隠かくしてたよね？」

「全部答えないとダメか？」

「ダメじゃないけど、出来れば答えてほしいな」

「……」

　まっすぐな目でこちらを見つめる陽彩から目を逸らそうとして――止めた。陽彩の目をしっかりと見つめ返す。

「オレが知られたくなかったからだ。悪あく魔まってのは陽彩が思ってるよりずっと嫌われ者なんだよ。正体が知れ渡れば姿をくらませなきゃならない」

「……そう」

「オレからも質問なんだが、本当にオレなんかに魔術を習うんでいいのか？　今言ったとおり人間ですらないんだぞ？」

　それはずっと思っていたことだった。自分は誰だれかに教えられるような真っ当な存在ではない。だから今まで誰に頼たのまれても『未熟だから』の一言で断ってきた。

　最初に教えると約束したときだってある程度したら誰か別の人間を紹しよう介かいするつもりでいたのである。

「……」

　黙って陽彩の答えを待つ。暫しばしして、

「それでも……やっぱりきずなさんがいいよあたしは。あたしがなりたかった《魔術師ユーザー》は多分、きずなさんみたいに誰かを助けられる人だから」

「……そっか」

　それだけ言うと今度は彼が黙る。初めて会った日、彼は陽彩を助けた。その事実は変わらないと彼女は言ってくれたのだ。

　窓から外を見る。雲ひとつない空が映っていた。今日はきっと夜まで快晴だろう。

（まっ、一人ぐらいならいいよな）

　陽彩へと視線を戻す。彼女は読書へと戻っていた。今日はずっとこの調子かもしれない。彼は食卓へと意識を向けると、陽彩の作った目玉焼きトーストを頬張り始めた。




ＥＮＤ
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あとがき







　過去と未来――あなたはどちらに重きをおいていますか？

　なにか大切なものを取り戻したいと思って今を生きていたり、漠然とした未来ではなくこうなりたいという明確なビジョンを持って生きていたり。

　それは人それぞれであり、きっと万人に当てはまる正解などありません。もし正解があるのだとすればそれは人の数だけあり、他人がどう思おうと自分が納得出来ればそれでいいという類たぐいのものだと筆者は思っています。




　皆さんはじめまして、しきやと申します。このたびは第８回ＨＪ文庫大賞様にて銀賞をいただき、こうして本を出すことに至りました。この本を手にとっていただきありがとうございます。

　冒頭の質問に戻りますが、皆さんはどちらに重きをおいていますか。

　この物語は未来を切り開くために桐ヶ谷へとやってきた新入生の白しら藤ふじ陽ひ彩いろと、過去に重きをおいて生きている高校生の狭さ霧ぎり絆きずな。そんな二人が知りあったことで始まる魔術ものの物語です。

　絆や陽彩だけでなく敵役にも当然重要とするものがあり、それぞれがそれぞれの思惑にそって行動する――そんなどこにでもありそうな物語となっております。

　……などと書いてみましたが、こうやってそれっぽく書きだしてみると真面目に聞こえてくるから不思議なものですね。

　確か本作の初期プロットにはただ一言『仮面が書きたい』としか書かれていなかったはずなのですが。




　さて、話はがらりと変わりますがここにきて予想外の事態です。なんとこのあとがき、尺の都合で最大十ページまで書いていいと言われてしまいました。

　ぶっちゃけ新人の筆者に十ページとか最初からハードモードです。

　そういえば物書きを目指し始めた頃、「あとがき書いてみたいよなぁ。著者のフリースペースだし」とか甘っちょろいことを思った時期があります。しかし今の筆者は中学生では無く、ましてや学生ですらない。

　……別になくてもいいね、あとがき。

　というか昨夜から始めたコミック一シリーズ一気読みが響いてて頭が回らな――とか言ってると偉い人に怒られそうなのでそろそろ真面目に書きます。




　とりあえずページは有意義に使おうと思うのであとがきの後ろにショートストーリーを一本入れる許可を貰いました。あとがきとＳＳで計十ページ。これならいけます。

　で、肝心のＳＳの内容ですが本編中にはほとんど出てこなかったあの人と絆の話です。時間的にはプロローグ前後の話。一応本編よりあとに読むことをオススメします。少しネタバレを含んでいるので。




　本編と関係のある話を少ししましょう。内容の話は出来ないので今回の舞台となった桐ヶ谷というステージの話をさせていただこうと思います。

　桐ヶ谷を舞台にした話を最初に書き始めたのは五年ほど前。前の会社を辞める少し前だったと思います。最初はシェアード・ワールド用にと筆者が作った舞台だったのですが、一緒に物書きを目指していた友人と共有する前にお互い忙しくなってしまったため独り寂しく使うことになりました。

　確か某シティーモノのＴＲＰＧにハマっていた時期なので「なにか共通の世界観で全く違う話を～」みたいなことをやりたかったんだと思います。まあ設定を作るまではよかったのですが、当時は魔術の種類がてきとーだったり桐ヶ谷はどの辺にあるんだとか聞かれても曖昧にしか答えられなかったりと雑な作りだったので説明するのも難しかったと思うんですけどね。

　そんな桐ヶ谷を舞台に書かれたのが今作です。おそらく秋の台風が何度も直撃したであろう位置にある桐ヶ谷。壁の中って台風大丈夫なのでしょうかね（無責任発言）？




　そろそろ謝辞などを。

　担当様、毎度アホなこと言ったり原稿を期限ギリギリに出したりとすみません。いろいろな話を聞かせて貰えて本当に感謝しています。

　深井涼介様、イラストいつも楽しみにしておりました。デザイン丸なげにしたり本書のプロフで意味不明な振りをしたりと本当にすみません。ですが感謝でいっぱいです。表紙の絵を初めて見たときの衝撃は今でも忘れません。

　それからこの本の制作に関わってくださった全ての方々、アドバイスをくれた筆者の友人方。前の職場やバイト先でお世話になった方々。本当にありがとうございます。

　そして最後にこの本を手にとってくれた読者様。本作を楽しんでいただけたなら幸いです。またどこかで手にとって貰える日を願っております。




　では、ありがとうございました。またどこかのあとがきで出会えることを願って――




しきや







＃　夜よ長ながの一ひと幕まく







「アンタってさ、ホント変なところで見栄っ張りよねぇ。そんなにカッコ悪い姿を見られるのが嫌いや？」

　木こ陰かげに背を預け火ほ照てった身体からだを冷やしていると、背後からそんな声が聞こえてきた。視線だけ向けて彼女――狭さ霧ぎり蓮れんの姿を一いち瞥べつする。

　彼が背もたれにしている木の脇。そこでこちらと同じように木に背を預けるかたちで佇んでいた。右手には小さなバスケットをぶら提さげており、もう一方の手ではつまらなそうにして自身の髪を弄いじっている。

「別に見栄なんか張ってないだろ。やるべきことだからやってるだけだっての」

「こうやって一人こそこそと鍛たん練れんしてることがやるべきこと？　やるにしたって昼間やればいいじゃない。もうずいぶんと寒いんだしさ。それになんだってこんな廃はい墟きよみたいなところでやるのよ？」

　廃墟。確かにその呼び方が相そう応おうだろう。狭さ霧ぎり絆きずなのいる場所はまさにその通りの場所だった。周りは割れたガラスや砕けたコンクリートで散さん乱らんしており、近くにある建物のほとんどは壁に罅ひびの入った空き家である。まともなものなら近づこうとすらしないだろう。

　が、そんな場所だからこそ彼はここが気に入っていた。

「ここなら邪魔が入らないからな。そもそも努力なんざ人に見せるものでもないし。それに鍛錬なら蓮だってついこのあいだまでこそこそ隠れてやってたろ。オレだけおかしいみたいに言うなよな」

「アタシがやってるのは中間と期末のテスト前だけよ。アンタみたいにずっと続けてるわけじゃないわ。……で、少しは上達したの？」

「見てみるか？　……閃せん断だん、月つく読よみ乃の剣けん」

　彼の左手に漆黒の大剣〝月つく読よみ〟が握られる。そのまま投とう擲てきすると〝月読〟は元々は建物だっただろう壁に突き刺さった。蓮はその壁の元に向かうと刺さった〝月読〟を引き抜き、しげしげとそれを観察し始める。

「へぇ、だいぶいい感じになってきたじゃない。教えたばかりの頃は幻想魔術の才能ないって思ったけど、これだけ出来るなら大丈夫そうね」

「悪かったな、覚えが悪くて」

「仕方ないんじゃないの。アンタ気功魔術ばっか使ってたせいで変な癖くせついてたんだからさ。むしろこの二年ちょっとでここまで出来るならいい方じゃないかしら？　きっと他の魔術を学んでても同じぐらい時間かかったと思うわよ」

「かもな。さすがにこれ以上別の魔術にまで手を出す気はないけど。ところでそれなに？」

　言いながら蓮の持つバスケットへと視線を投げる。蓮は「これ？」といってバスケットを持ちあげた。

「差し入れ。アンタこうでもしないと鍛錬の日は夕飯抜くでしょ。部屋の机に置いといてもよかったんだけどそれだと食べるかわからなかったし、面めん倒どうだった直接から持ってきたのよ」

「……そりゃ悪い。それとサンキュ」

「どういたしまして。中身は卵とツナのサンドイッチが二つずつだから。水すい筒とうはホットね。火傷やけどしないよう気をつけなさいよ」

「ン」

　そう言って小さく頷うなづくとバスケットを受け取って中身を頬ほお張ばり始める。蓮の言うとおりバスケットの中にはサンドイッチ四つと魔法瓶の水筒が入っていた。ツナのサンドイッチを咀そ嚼しやくしていると蓮がつまらなそうに訊たずねてくる。

「もうすぐ零時過ぎるけど、まだやってくわけ？」

「ン―、もう少しだけ。明日も早いから遅くとも一時には帰ると思うけど」

「あっそ。ホント見えないところでだけ勤勉なこと。ところでアタシが教えたことって役に立ちそう？」

「幻想魔術？　なら問題なく。というかいずれは幻想魔術メインでいけるようになりたいと思ってるぐらいだからな、オレ。気功魔術だとどうしても感覚的になっちゃうし。それじゃいつまで経っても成長出来ないだろ」

「ならよし。先に帰って寝るわ。アンタは寝る前に歯を磨みがくの忘れないようにね」

「ガキかオレは」

「中三なんて十分ガキでしょ……ところできずな」

「ン？」

「アンタさ、あたしがこの都市から出ていくって言ったらどうする？」

「……どうもしない。つかどうにも出来ないだろそれ。止めてどうにかなるのか？」

「ならないわね。なら逆にだけど、もしあたしがアンタについてくるか聞いたら？　アンタはついてくる？」

「……」

　それにはすぐに答えない。この都市から出る。それはいつかやってみたいと思っていたことだ。だが出来るかどうかと問われれば、おそらく容易にはいかないだろう。が、

「行くよ。蓮がいないんじゃここにいても意味はないしな。そのときはついていく」

「ホントに？」

「ホントに。こんなことで嘘つくかよ」

「そっ……ならいつかさ。静かなところに行きたいわね。《黒の断罪者ウルスラグナ》のことなんか誰も知らないような、小さな田舎いなか町にでも」

「都会じゃないと嫌だっていつも言ってるやつの言葉とは思えないな。蓮じゃそんなとこ堪たえられないだろ」

「いいじゃない夢ぐらい見たって。アンタってホントノリが悪いわよね」

「そりゃ悪い。現実見てないといつ死んでもおかしくない仕事してるもんで。まあでも、」

「？」

「どこだったとしてもついてくよ。それが一番面白そうだし」

「おもしろそう、ね……まあいいわ。おやすみ」

「ン、おやすみ」

　そう言って別れる。秋も半ばを過ぎた風は冷たく、冬の到とう来らいを感じさせる。だから彼はカップに口をつけると、その中に入った湯気の立つ紅茶を一気に飲み干した。
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